















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　CONTENTS







プロローグ

１チョロイン目

２チョロイン目

３チョロイン目

４チョロイン目

エピローグ






[image: ]

　東京都渋しぶ谷や区渋谷駅前。

　イベントの度たびに大勢の若者が押し寄せ、社会問題にすらなっているこの場所は、普段から過か剰じようなまでに人通りが多い。

「もしもし。着いたけど」

　スクランブル交差点を渡わたる群ぐん衆しゆうや、なぜかその様子を撮影して喜んでいる外国人観光客の姿を望む位置。

　やはり大量の人がたむろする夕刻のハチ公像前で、一人の女子高生が、スマートフォンを耳に当てている。

　彼女の名前は天てん神じん奈な緒お。

　霧きり咲さき坂ざか高等学校二年Ｃ組、出席番号十九番。みずがめ座の十六歳。

　ショートカットの黒髪と、どこか猫ねこのような印象のある瞳ひとみを持ち、やや小柄ながら、制服のスカートから伸びる白い脚線はすらりと長い。

　制服のブレザーの内側にはグレーのパーカーを着ていて、服装は全体的に気けだるげに、着崩したような印象がある。

　渋谷らしい、というほどの派は手でさはないが、きちんと整えられた爪といい、背伸びしすぎない程度のごく控ひかえめな薄うす化げ粧しようといい、どこにでもいるイマドキの女子高生らしき外見である。いや、どこにでもいると断言はしにくい美少女でもあるのだが。

「てか、アタシ以外の他の連中は？　……ドタキャン？　また？」

　応おうじる通話相手の声に、奈緒の表情が気だるさを増す。

「別にいいけどさぁ。なんか最近アタシばっかり……ん？　もしもし？」

　と、不意に奈緒は眉まゆをひそめた。

　通信状況が悪いのか、通話が唐とう突とつに途と絶だえたのである。耳から離したスマホの画面を見て、奈緒は呟つぶやく。

「圏外、てことは」

　局地的に人口密度の高いエリアで、通信状況が悪くなることはままあるが、しかし、今この時、この場所でそれはありえない現象だった。

　何しろ今、つい先ほどまで奈緒の周囲にあった群衆のざわめきは──気づけば不自然なほど綺き麗れいに、途と絶だえている。

　人が。

　人ひと混ごみが──消えていた。

　こと渋谷のこの場所であれば、平日の明け方だって完全には途絶えない人通りが、奈緒を残して、綺麗さっぱり消きえ失うせていた。

「思ったより早いなぁ」

　だが奈緒は、そんな異常事態の渦か中ちゆうにあっても、さして動どう揺ようしていなかった。

　どころか、そんなことより重要だとでも言うように、整えた爪の先を見つめ、指の腹でなぞっていさえする。

　それからほどなく、妙みような地じ響ひびきが渋谷駅前に木こ霊だました。

「ん」

　奈緒は地響きの発生源へと視線を送る。

　キュルキュルキュルと、キャタピラを軋きしませアスファルトを荒く削けずりながら、スクランブル交差点のど真ん中に、三両の旧ソ連製戦車が現れていた。

　無人の渋谷。

　現れた旧式戦車。

　いっそシュールなその光景を、奈緒はハチ公像の台座によじ登り、しばし眺ながめる。

「……戦車？　はじめて見た。わ、でっか」

　さすがに少しは驚いた様子の奈緒はまじまじと、停止した戦車の砲ほう身しんが巡めぐるさまを見つめ、スマホのカメラを向ける。

　戦車の三つの砲ほう口こうと、目が合った。

　数秒の沈ちん黙もくがあり。

　直後。

　カッと砲口から閃せん光こうが漏もれた瞬間、音より速く、強烈な衝しよう撃げきが奈緒の身体からだを貫つらぬいた。
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「おそらく命中。確認待て」

「うーわ、もったいねえ」

「結構いい女っぽかったのになぁ」

　狭せま苦くるしい旧ソ連製戦車の車中、そんな会話は英語によって交かわされている。

　車両が本国ロシアで退たい役えきして久しい、戦後第一世代のそれであることからもわかる通り、この車両の乗員四名、そして他二両の乗員八名は全員、正規の軍人ではない。

　全員、どこかしらの軍に所しよ属ぞくしていた過去こそあるが、現在の身分は民間人だ。

　ただしその仕事は傭よう兵へい……現代風に言えば、民間軍事企業ＰＭＣのオペレーターである。

「おい、油断するな。相手はまともな人間じゃないぞ」

　車長であり小隊長でもある男が、車外に取りつけたカメラの映像をタブレットで眺めつつ言うが、乗員は肩をすくめるばかりだ。

「そりゃわかってるが、さすがになぁ」

「いくらなんでも。まあ、チョロい仕事だとは聞いてたが」

　車長もまあ、気持ちは同じだ。

　特とく殊しゆな依頼人クライアントから特殊な依頼を受け始めてしばらく経たつが、これまでも標的はことごとく化け物じみた、不ふ可か思し議ぎな能力を持つ連中ばかりだった。

　とはいえ結局、相手は生身の人間だ。

　旧式ながら戦車砲の、対戦車用ＡＰＦＳＤＳ徹てつ甲こう弾だんをモロに喰くらって生きていられる者はいなかった。

　それが今回は、三発同時だ。

　標的の特性を考こう慮りよに入れても、そこまですれば確実に葬ほうむれるはず。そんな趣しゆ旨しの助言が依頼人からあったとはいえ、オーバーキルにもほどがある。

　車長の眺める映像の中央、砲弾が掠かすめ木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散ったハチ公像の粉ふん塵じんが晴れた後、そこにあの女子高生の服の切きれ端はしでも残っていればマシな部類だろう。

「……各車、操縦手。ギアをバックに入れろ」

　だが実際に晴れた粉塵の向こうを目にした途と端たん、車長は低い声でそう指示を出した。

「ヘイ。標的がクリプトン星人だなんて、聞いた覚えはないぜ……」

　車長の指示にそんな軽口で応じはしても、彼らもプロだ。

　事態を察さつするや操縦手は速やかにギアをバックに入れてハチ公像から距離を取り、装そう塡てん手しゆは次弾の準備、砲ほう手しゆは砲身の根元に備そなわった同軸機き銃じゆう……昔の対戦車ライフルと同口径、生身の人間なら一秒以内に血ち煙けむりに変えられるはずの重機関銃で、牽けん制せい射撃を開始する。

　彼らの迅じん速そくな行動の原因はもちろん、映像の向こう。

　ハチ公像の台座で、こちらへスマホを向けたまま健在の、天神奈緒の姿であった。

　見たところ、肌に掠かすり傷きずひとつない。どころか、どんな原理か、構かまえたスマホや制服にも、焦こげ跡あとすらついていない。

「まだ閃光フラツシユじみた速度で動いただとか、見えないスーツを着ただけのトニー・スタークって線もあるだろう!?」

「あれだ、磁力で砲弾自体を止めたって可能性もあるぜ!?」

　銃声とエンジン音の轟とどろく車内に、コミック好きの乗員たちの軽口が飛ぶ。

　その軽口通り、せめて砲弾をかわしただとか、なんらかの能力で一時的な防ぼう壁へきを張っただけだというなら、望みも持てるが。

「……クソ。誰だれか、あの宇宙人の弱点クリプトナイトの持ち合わせはあるか？」

　車外潜望鏡で標的を見ていた砲手が毒づいた。

　車長も映像ごしに見ていたが、あの女子高生、十二・七ミリの大口径弾を、日焼けもしていない生なまっ白ちろい肌でことごとく、弾き飛ばしやがった。火花まで散っていた辺り、間違いなくすべてが着弾していて、その上で一切、効いていない。

　さながら鉄の男マンオブステイールである。この場合は鉄の女ウーマンオブステイールか。

　何かしらの策さくや小細工で砲弾を無効化したのではなく、単に砲弾が『通じなかった』だけだとなると、対策の練ねりようがない。

「逃げ」

　るぞ、と、車長が撤てつ退たいを指示する前に。

　映像の中、女子高生の姿が消えた。

　ほぼ同時に、とん、とひどく軽い何かが戦車上部に着地する音が響く。

「ジーザス……」

　ザンッ、と天てん井じようを少女の、爪の整った指先が貫いた後、ベリベリベリと、砲塔上部、鋼鉄の装甲が、包装紙か何かのように引ひき剝はがされていく。

「えーと。はろー？」

　車両の天井をひっぺがし、スカートの中が見えないようにか、ちょこんとしゃがみこんだ姿勢のまま、ジャパニーズ女子高生が気の抜けた挨あい拶さつの声を降らせてくる。

　そんな彼女に、車長は降車戦闘用の短機関銃の銃口を突つきつけて、

「ああ畜生、この超人スーパーマンの、一体どこがチョロいってんだッ!?」

　その銃身をぐにゃりと曲げられ、依頼人の不幸を祈った。
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　超人Superhuman。

　ストレートにそう称しようされる存在が公おおやけにされたのは、今から十数年ほど前になる。

　何らかの遺伝的要因で、生まれつき、超人的な才能を有する特とく殊しゆな人間たち。

　たとえば、超人的陸上短距離走者。あるいは超人的テニス選手、超人的ピアニスト、中には超人的アニメオタクなんて者もいる。

　彼ら彼女らはみな、各おの々おのの分野において類たぐいまれな才能を持っている。

　が、単なる天才というだけではない。

　超人的短距離走者は百メートルを〇・三秒で走り抜け、超人的テニス選手は打球で空間を削けずったりネットを物理的に炎上させたりし、超人的ピアニストはその旋せん律りつで聴衆を洗脳、超人的アニメオタクは毎クール全放映アニメをリアルタイム視聴した上に毎話各カットごとの詳しよう細さいなレビューを投稿したりする。

　物理法則すら超越した成果を残す、人類の枠わくを超こえた才能の持ち主たちだった。

　人類全体の内、ごく一ひと握にぎりの存在ではあるが、その数は年々増加傾向にあり、すでに一般社会においても大きな影響力を持ちつつあった。

　一般のスポーツ界を追い出された彼らは超人専用の興こう業ぎようを主催し、多くの競技が通常のサッカーや野球を超える人気を獲かく得とくしている。

　警察職員としてアメコミヒーローのごとき活躍を見せる者もいれば、ミュージシャンやタレント、アイドル、作家、あるいは政治家、経営者、研究者として大成する者も増えている。

　各国高額納税者ランキングは超人に占せん拠きよされ、ノーベル賞もほぼ全部門を軒のき並なみ超人で埋うめ尽つくされる状況が、もう何年も続いているほどだ。

「だが、そんな超人の存在を面白く思わない者も、当然に多い」

　霧きり咲さき坂ざか高等学校、校長室にて。

　月つき坂さか夜よ空ぞら学校長は、一面窓から見下ろせる大おお海うな原ばらを眺めつつ、そう言った。

　こちらに背を向けている月坂は、役職のわりに年若い。

　事前に聞いた情報によれば、まだ二十代後半だったか。容よう姿しも美女と呼んで差さし支つかえないほどに整っていて、容姿を武器に現在の地位を築きずいた……などと口さがない者もいるらしい。が、話しぶりからは、役職相応の威い厳げんが感じられる。

「そうしたいわば『反超人』勢力の内うち訳わけは、大きく分けて二つ。まずは我々のような、凡人。努力では埋めようのない、あまりにも不公平な神の采さい配はいを呪のろい、その嫉しつ妬とや憎ぞう悪おを超人という『種族』そのものに向ける者たち」

　世間には『超人危険論』なる論調が存在し、彼らはいずれ我々『凡人』に対し牙きばを剝むき、支配階級として君くん臨りん、理り不ふ尽じんな搾さく取しゆを始めるだろうといった予測に一定の支持が集まっているという。

「超人を狙ねらった銃じゆうの乱射やらテロやら、先走った凶行に及およぶ者もいるが、まあ、こちらに関しては単なるヒステリー。もともと理由をつけて個人的な不満を爆発させたい者と、凶行を可能とする環境……銃社会であったり、そもそも治安のよろしくない地域であったりといった要素が重なった、発ほつ作さのようなものだろう」

「実際に、超人の存在を根こん底ていから消し去れる類の脅きよう威いではない、と？」

　そこで初めて、月坂の背後に立つ、ブレザーの制服姿の男子生徒……蘆あし屋や捷しよう斗とは声を上げた。

　月坂の述のべる、捷斗にとっては今さらすぎる現状確認の意図が読めず、控ひかえめに「その程度の状況は把は握あくしている」と示したつもりだ。

　しかし、月坂に説明を切り上げるつもりはないらしかった。

「その通り。しかして、もう一つの『反超人』勢力の暗躍は、そうした凡人による衝動的な活動とは一線を画かくしている」

　窓に映る瞳をちらりとこちらに向けただけで、彼女は演説を再開する。校長という役職には、人を饒じよう舌ぜつにする副ふく作さ用ようでもあるのだろうか。

　まどろっこしさを感じながらも、捷斗はうなずく。

「……もちろん、承知しています。何しろ俺おれ自身が」

「そう。君たち自身がその勢力──『魔術師』の組織に属ぞくする者であるのだから」

　魔術師。

　超人と異ことなり、その実在が『世間に公表されていない』者たちのことである。

　超人同様、物理法則を超越した異能……『魔術』を修おさめ、実じつ践せんする集団だ。

　だが魔術師の振ふるう異能は、平均で見れば、超人の振るうそれほど強力ではない。

「魔術師は超人と違い、古来より存在してきた。気象を占い、政敵を呪じゆ殺さつし、時の権力者の政まつりごとを助けることで寵ちよう愛あいを受け、数々の特権を持ち、富を蓄たくわえ、それでいて民衆に敵視されぬよう、近世以降は自分たちの存在を可能な限り秘ひしてきた」

　そんな魔術師にとって、自分たちを凌りよう駕がする異能を持ち、年々数を増やしていく超人たちの出現は、明確な脅威である。

　現に、各魔術組織がパイプを持つ各国の政財界には今、『魔術師より優すぐれている、超人との関係を重視するメリットの方が大きい』という風潮が生まれつつあった。

「まあ要するに、このままだと魔術組織の既き得とく権けん益えきが脅おびやかされそうで困る、というだけの話ではあるんですが」

　せっかく異能の力や知識を独占していたのに、自分たちより優秀な存在が大量に現れ、今現在の地位や財産が維い持じできなくなりそう→困る→困るからアイツら潰つぶそう、という、ある意味では銃の乱射やテロ以上に短絡的な思おも惑わくである。

　我が陣営のことながら、正直ちょっとどうかと思う。

　というのが、捷斗の噓うそ偽いつわりない感想だった。

「耳の痛い話だが、大人にとって、せっかく得た地位を横から新しん参ざんにさらわれることほど業ごう腹はらなことも、なかなかないものでね」

「はあ」

　自分がまだ子どもだからか、苦笑する月坂の話には、今ひとつ実感が湧わかない。

「とにかく、既得権益を奪うばわれて困るのは我々凡人の一部……超人に票ひよう田でんを奪われつつある政治家だとか、超人による新興企業に利益を奪われている巨大企業の資本家も同じでね。散発的で無計画なテロよりは、組織立った魔術師諸君の、超人抹まつ殺さつ計画に手を貸したくなるわけだ」

　たとえば超人に協力的な要人を呪殺するだとか、政敵や商売敵がたきになった超人を、ＰＭＣを雇やとって暗殺するだとか。

　その手の暗躍と陰いん謀ぼうは超人が現れる以前から、魔術師が得意とするものでもある。

「が、超人側も、無防備に抹殺されてはくれない。魔術師たちの攻勢が始まった十数年前にすぐ対策を立て始め、十年前に脅威的なスピードで築き上げた成果が──」

「──この場所、というわけですね」

　ＷＷＦＳＩ。

　通称・学園諸島。

　太平洋に存在した環かん礁しようと浅あさ瀬せを基き礎そに建設された、二十一もの島々からなる超巨大人工諸島である。

　先進国首脳会議、当時のＧ８が中核となって計画された大規模な超人育成プログラムの、根こん幹かんを成なす場所がここだった。

　五十万人もの若い超人を世界中から集め、彼らに適てきした教育環境を提供し、当時すでに起こりつつあった差別・偏へん見けん・弾圧から、超人を保護することを目的とした都市……というのが、表向きの建設理由だ。

　それも噓ではないが、魔術師──超人を残らず抹殺することを企き図とし、さらに超人の記憶、記録を世界から消してしまいうる巨大術式を保有する者たち──の魔手からの保護こそが、彼らの本当の目的だった。

「超人は魔術こそ使えないが、先天的に呪術の類への耐性がある。呪殺は望めず、戦闘能力では魔術師を凌駕する者が多い上に、この人工諸島だ。当然のことながら、超人抹殺計画は遅ち々ちとして進んでいないらしいね」

「はい。上層部に言わせれば慎しん重ちようを期きした結果だそうですが、しかし、手をこまねいている間に、最近になって無視できない噂うわさが流れ始めた」

「そう、それが──」




『──世界を革命しうる兵器』




　捷斗と月坂は、声を揃そろえてそう口にした。

　具体的な内容や開発の進行状況、そもそも本当にそんな兵器の開発計画が存在するのかどうかも含め、一切が不明だが、いかにも不ふ穏おんな響きではある。

　世界。というのが仮に『魔術師が裏で牛ぎゆう耳じっている』今の世界を指すのなら、その革命とは、魔術師に益えきのある内容ではなさそうだ。

「当然、君たち魔術師としては、すぐさま噂の真しん偽ぎや詳細を確かめ、実在するのであれば叩たたき潰つぶす必要がある。私のように政府を通じて送りこまれた協力者、あるいは以前から潜もぐりこませていた魔術師のほかに、追加の諜ちよう報ほう要よう員いんを送る必要に迫せまられたわけだが、さて、そろそろ聞かせてもらおうか」

　そこで月坂は、ようやくこちらを振り向いた。

　捷斗を見つめる眼まな差ざしには、ひどい困こん惑わくの色がにじんでいる。

　これみよがしにため息をつくと、月坂は続けた。

「なぜ……君なんだ？」

　なるほどと、捷斗はここへ至いたって、月坂の困惑の理由に思い当たった。

　どう説明したものかと、少し考える間にも、月坂は続けてくる。

「君たち魔術師にとっても、決して軽んじていい噂ではない。仮にもその調査、すなわち重要任務のはずだろう？　だというのに……失礼、これは暴言かもしれないが──」

　月坂は前置きして、しかし、耐たえきれないとばかりに、その疑問を口に出す。




「──なぜ、君のような、落ちこぼれの魔術師が？」




「それは……」

「今のは、聞きき捨ずてなりません」

　そう割って入ったのは、今まで捷斗の背後で沈黙を守っていた、少女の声だった。

　捷斗は表情を引ひき攣つらせ、そっと彼女を留とどめるように、月坂との間に入ったのだが、

「あー、凜りん音ね？　話がややこしくなるから今は……」

「校長先生がどこで、どういう話を聞いたかは知りませんが、兄さんが落ちこぼれというのは、誤解です」

　蘆屋凜音。

　捷斗のひとつ年下の妹は、そんな世よ迷まい言ごとを吐き始めてしまう。

　セミロングの黒髪に、ぱっちりとした大きな瞳。この高校の制服を身に着けた、まごうことなき美少女なのだが、時とき折おりこういう訳のわからない言動を始めてしまうところが玉たまに瑕きずだ。

　月坂も、困った様子で眉をひそめている。

「誤解……？　いやしかし、たしか君たちの組織では、任務の難易度ごとに、十一段階の位い階かいを採用しているんだよな？」

「はい。その通りです」

「で、ここにいる蘆屋捷斗くんは、任務に携たずさわり始めて十年近くが経けい過かしているにもかかわらず、最低難易度の任務しかこなしたことがない、と聞いたんだが」

「……はい。それも、その通りですが、でも」

『身内びいきはそこまでだ。見苦しいぞ、凜音』

　月坂の、至し極ごくまっとうな疑問と困惑に対し、なおも何か反論しようとした凜音の声を遮さえぎって、低く威厳のある声が室内に響いた。

「これは、創そう玄げん殿」

　月坂がそう呼びかけた先、大きな執務机の卓上に、気づけば忽こつ然ぜんと、一羽の鴉からすが現れている。

『久ひさしいな、月坂。多忙ゆえ遅くなってすまんが、不ふ肖しようの息子を送った意図について、説明させてもらうべく参上した』

　鴉の嘴くちばしの奥からは、続けて低い声が轟とどろく。

　声の主は、蘆屋創玄。捷斗と凜音の父であり、蘆屋本家の現当主である。鴉は彼が送りこんだ使い魔だろう。

「創玄殿御おん自みずからとは……恐れ多い」

　どこか恐怖すらにじんだ様子で、月坂はそうかしこまる。

『何、娘に加え息子まで世話になるのだ。親としては当然のこと。それで、その落ちこぼれを送った意図だが、単純だ。そやつには特段、噂の真偽を確かめる、超人側の計画を潰すだなどといった、大それた成果は期待しておらぬ』

「と、おっしゃいますと？」

『捨すて駒ごまだ』

　躊ちゆう躇ちよなく吐かれたその台詞せりふに、月坂はしばし、唖あ然ぜんとした表情を見せる。

「……その、捨て駒ということは、つまり」

『左さ様よう。仮に件くだんの兵器の噂が真まことであれば、我らは容よう赦しやなくそれを潰す必要がある。すなわち、超人たちとの全面的な戦争だ。いかんせん、この十年の慎重策の結果、こちらは超人側の戦力の情報に乏とぼしい。協力者諸君らといえど、超人個々の能力について秘ひ匿とくされている部分には、手が出せぬそうだしな』

「そ、それは、面めん目ぼく次し第だいも……」

　この学園諸島の計画を主導したＧ８の一角、日本政府が出資している国立・霧咲坂高校の校長とはいえ、彼女が閲えつ覧らんできる生徒についての情報は、限られている。

　学園諸島の政治は『統合生徒会』と呼ばれる、諸島内の全学園を総そう括かつする機関によって牛耳られており、超人でない者の権限は最低限にとどめられているのだ。

『責めているわけではない。が、わずかなりとも情報はほしい。特に、魔術師と超人との直接戦闘のデータは、たとえ一戦だろうとな』

「お話を総合するとつまり……捷斗くんに、超人に直接挑いどめと？　場合によっては、死に至る可能性もあるはずですが……？」

『ああ。むしろ一戦目で死ぬ確率の方が高かろう。だが』

　術者の感情を反映してか、鴉は心底不思議そうに、首を傾かしげる。




『それが──どうかしたのか？』




「………………いいえ」

　無む慈じ悲ひといえばあまりに無慈悲な父の言葉に、月坂はそれ以上、何も尋ねなかった。

　捷斗にとっては今さらなので、特段思うことはない。

　最初から死ぬことが織おりこみ済ずみの捨て駒であれば、落ちこぼれでも問題はない。むしろ、戦力として期待できない落ちこぼれの使い方としては、より有ゆう益えきだ。

　単に、それだけの話である。

「兄さんは、そう簡単に死んだりしないと思いますけど」

　そこでぼそりと呟つぶやいた、凜音のおかしな台詞は、月坂には聞こえなかったらしいが、

『おやおや、また出てるよ凜音の悪い癖くせが』

『兄想いなのはいいことですけど、そろそろ認識を改あらためた方がいいのではなくて？　せめて捷斗が死ぬ前に』

『昔は可愛かわいいもんだったが……いやいい加減、医者に診みせた方がいいんじゃねえか』

　と、部屋のそこかしこから現れた新たな声の主たちには届いたようだ。

　月坂がぎょっとして周囲を見回すのも無理はない。蛇へびに蝙蝠こうもり、蜘く蛛もや黒くろ猫ねこ、ねずみといった使い魔たちが、また忽然と出現しているのである。

　声の主は、捷斗や凜音の兄弟姉妹だった。

　父の本妻の子である凜音とはそれぞれ母親が違う。父とすら直接血の繋つながっていない捷斗にとっては、ほとんど他人だ。

　彼らの登場は父にとっても予定外だったのか、鴉が意外そうに声を上げる。

『何だ、お前たち。捷斗に別れの挨あい拶さつでもしにきたのか』

『まさか。そこまで暇ひまじゃないですよ』

『月坂さんには今後お世話になるでしょうし、そのご挨拶をと』

『ついでに可愛い妹の顔を見にな』

『あ、捷斗。まあ頑張ってね。出で来き損そこないなりに』

『おめでとう。ようやくお前でも役に立てる仕事ができたね』

「……どうも」

　嘲ちよう笑しようや冷笑まじりで浴びせかけられる言葉に、捷斗は苦笑で応じる。

　昔からどこまでも魔術師らしいというか。強者の足をひたすら引っ張り、弱者は徹底的に踏ふみつける彼らの性質は、一周回って尊敬できる。

　昔は悔くやしく思いもしたが、あと数日以内には死ぬだろう我が身を思うと、こんなやり取りですら、尊とうとく思えた。

　もうすぐ、自分は死ぬ。

　そこに後悔はない。兄弟姉妹の言う通り、ようやく父の役に立てる日が……恩義に報むくいる日がきたのだ。

　相手は悪いが、微び力りよくは尽くそう。

　使い魔たちに囲まれやや青ざめる月坂を横目に、捷斗はそう改めて、この任務への覚悟を決めた。

　……背後で「ぬぬぬ」と謎の唸うなり声を上げている、妹の真意には、気づかぬままに。
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「才能がない」

　とは、蘆屋の家に引き取られ、魔術の手ほどきを受け始めて以来、言われ続けてきた言葉、いや、指摘され続けた『事実』だった。

　捷斗自身も、その点は認め、受け入れている。

　妹の凜音とは、ほとんど同時期に魔術の修行を始めたが、あらゆる面で自分は凜音に劣おとっていた。

　蘆屋家の跡取りであり、魔術学校入学時から首席をキープし続けた凜音に劣ること自体は当然としても、並の魔術師と比べても──それこそ、魔術学校入学すら認められないほど──圧倒的に、捷斗はひたすら才能がない。

　一般の公立校に通いながら十六歳・高校二年の今日まで、鍛たん錬れんを欠かかしたことこそなかったが、努力では埋めようのない差というものは、厳げん然ぜんとして存在している。

　……だから、そう。

　任務への使命感、義務感といった意識を抜きにすれば、今回の任務はそんな自分にとって、いささか以上に憂ゆう鬱うつな側面を持っている。

　何しろここは、超人──生まれながらに恵まれた才能を持つ、選ばれた者たちの学まなび舎やであるのだから。

「それじゃあ、案内はここまでで。わたしも自分の教室に向かいますけど……本当に一人で大丈夫ですか？　兄さん」

　校長室のある教職員棟より背の低い、三階建ての教室棟の二階。

　二年Ｃ組の教室前。

　ここまで案内してくれた凜音が、心配そうに振り返ってくる。

　彼女は一年以上前からこの学園諸島へ潜せん入にゆうしていた。一年生なので、この高校への入学は四月だが、六月の今、すでに捷斗よりは学内に詳くわしい。

　だが凜音が心配しているのはもちろん、ハンパな時期の転入で、捷斗がクラスに上手く馴な染じめるかどうか、なんて点ではないだろう。

　捷斗は苦笑を浮かべ、妹の頭に手の平を載のせた。

『さすがにいきなり仕し掛かけようなんて思ってない。現時点でこちらの正体がバレてるんでもなきゃ、そうそう荒あら事ごとにはならないよ』

　その言葉は手の平ごしに、念ねん話わによって凜音に伝えた。

　魔術師の間ではポピュラーな秘匿会話手段だ。凜音も驚いた様子はなく、どこか不安そうな表情はそのままに、うなずいた。

「じゃあ、また昼休みにっ！」

　手を振って小走りで廊ろう下かの向こうへ去っていく、凜音の背を見送ると、捷斗はひとつ息を吐いてから、教室の扉に手をかけた。

　そのままがらりと、扉を開く。

　すでに朝のホームルームは始まっている時間だ。

　だから、教室中の視線が自分の方へ集まってくること自体は、覚悟していたのだが、

「…………っ」

　扉を開けるなり向けられたいくつもの銃口と、殺気を孕はらんだ鋭するどい眼差しの数々には、さすがに息を呑のむしかなかった。

　反射的にブレザーの懐ふところへ伸ばしかけた右手を、意思の力で抑おさえる。

　まだ、自分の正体が──超人の命を狙う魔術師であることが、彼らに露ろ見けんしたとは限らない。露見していたとして、今ここで自分程度が抵抗するだけ、無む駄だだ。
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　背に冷や汗をかきながらも、表面上はポカンとあっけに取られただけの間ま抜ぬけヅラを晒さらしつつ、捷斗は迅速な状況の理解に努つとめる。

　日本の国立校であるせいか、教室の広さはごく一般的な高校のそれと変わらない。

　各々の席に座る生徒数はざっと見る限り四十人前後。こちらに銃口──拳けん銃じゆう、短機関銃、自動小銃、中には対物ライフルや、対装甲車両用のロケット弾発射器まである──を向けているのは、そのうち八割程度だ。

　残り数人は手の平、拳こぶし、あるいは指の間に挟はさんだ刃物などをこちらに向け構かまえている。中には文房具を構えている者や、一見して机に突つっ伏ぷして眠っているような姿勢の者もいる。……いや、あれは本当に寝ているだけかもしれないが。

　超人の才能の内容はさまざまだ。

　直接は戦闘時の攻撃力に転換できない才能もあるため、銃火器の類は護身用に学園が貸たい与よしている、という情報も事前に確認している。

　問題は、おそらく担任教諭が「転入生がくる」と事前に伝えていただろう状況で、なぜ彼らが待ち構えていたかのように、捷斗へそれらの武器を向けてくるのかであるが、

「あ～、やっと来た～」

　ふんわりと間ま延のびした声が、教室内に張りつめた空気を撫なでた。

　捷斗を含め全員の視線が、教室前方、黒板の手前へ集う。

　そんな視線を意に介かいした様子もなく、ゆるく巻いた栗くり色いろの髪を持つ、制服姿なら生徒に混じれそうな容姿の女性が、捷斗へ笑みを向けてくる。

「蘆屋、捷斗くん、だよね～？」

「……はい。初めまして」

「担任の～、十六夜いざよいです～。よろしくね～」

「よ、よろしくお願いします」

　とりあえず捷斗が頭を下げると、教室に広がるのは、戸と惑まどうような囁ささやき声だ。

「じゃあ、蘆屋くんの席は～」

「……いや先生。いいっすか」

　捷斗にもなんとなく状況が摑つかめてきた。クラスメイトたちの戸惑いに気づいた様子のない十六夜教諭に、前方の席の男子が、挙手しつつ声をかける。

「？」

　と小首を傾げる担任の調子はいつものことなのか、その男子はため息と共に聞く。

「そいつ、誰？　いや、もうなんとなく察してますけど」

「え～？　もちろん転入生の～、蘆屋くんだよ～？」

「……うん。転入生が来るとか、聞いてないっすね、俺ら」

「え～？　先生ちゃんと、ちゃんと～…………あっ」

　伝えていなかったらしい。

「またっすかぁ……勘かん弁べんしてくださいよ……」

「い、一応は～、伝えたんだよ～？」

「は？　いつっすか？」

「……夢の中で～」

　世間一般で、それは伝えたとは言わない。

「ご、ごめんね～？」

「いや、俺らより転入生に謝ってくださいよ。あ、悪いなええと、ショート？　急に現れるもんだからてっきり、魔術師か何かかと」

　気さくに話しかけてきた男子に、捷斗は身み振ぶりで気にしていないことを伝えつつ、ふとおかしな言葉を聞いたかのような表情で、首を傾げる。

「魔術師？」

「あ、外から来たんならそりゃ知らねえか。いや、おいおい教わるだろうから今はいいわ。よろしくな」

「こちらこそ。改めて、蘆屋捷斗です」

　教室中に聞こえるように声を張って、軽く自己紹介を済ませる。

　担任が転入生の存在を伝えていなかったのなら、先ほどのクラスメイトたちの反応もそれほど意外なものではない。

　在住する超人たちの生活を豊かにする商業区の民間業者や、諸島の安全保ほ障しようを担になう国連軍の駐留部隊員を始め、この学園諸島には、超人以外の一般人もそれなりの数が出入りしている。

　一般人と魔術師を科学的に区別する手段はない。当然、一般人に紛まぎれ諸島内に潜入し、テロじみた手段で超人を狙う暗殺者も、それなりにいる。

　自分たちがそういった存在に狙われていることも、魔術師の実在自体も、諸島内の学校に在籍する彼らは教えられている。

　外の世界で半なかば空想上の存在と化している魔術師も殺し屋も、ここに住まう超人にとっては、それなりに身近な脅威なのだろう。

「じゃあ改めて～、蘆屋くんの席は～、一番後ろの～、天てん神じんさんの隣となりの～……あっ」

「……机を持ってきます。どこにありますか？」

「ご、ごめんね～」

　誰も転入生の存在に気づいていなかったのだから当然だが、用意を忘れられていた机を、教えてもらった空き教室から運び込む。

　教室の最後列、隣にあるのは、他の列から溢あふれている形の、窓際の席ひとつだけだ。

「ふぁ」

　ガタガタと机を運ぶ音のせいか、今まで突っ伏して寝ていたらしい隣席の女子生徒が、そこでようやく顔を上げ、あくびをしている。

　くしくしと目め尻じりをこする姿すらどこか絵になる、ショートカットの黒髪の美少女だった。捷斗は軽く、彼女に声をかけてみる。

「おはよう」

「んぁ、おはよ。……え。誰？」

　唯一、教室に現れた捷斗──魔術師かもしれない侵入者に、何の反応も示さなかった少女。

　その理由が単に、彼女が危機感に欠けるからというだけではないことも、彼女の名前も、捷斗はすでに承知している。

　天神奈な緒お。

　霧咲坂高校学内ランキング、３位。

　彼女が捷斗の──標的だった。
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「よーするに、漫画とかでたまにあるアレだよ」

　昼休み。

　人工芝の敷かれた中庭の一角で、捷斗はクラスメイトの杉すぎ原はら──今朝、十六夜教諭をたしなめていた男子生徒──と、昼食を共にしていた。

　周囲にもちらほらと人影があるが、沖おき縄なわ県より赤せき道どうに近いこの人工諸島の陽ひ射ざしは、六月にしては強く、日焼けを気にしてか女子は少ない。

　超人の男女比には原因不明の偏かたよりがあり、七割強が女性らしいのだが、周囲にいるのは男子ばかりだった。

「アレ、とは？」

　購買で買ったサンドイッチの封ふうを開けるタイミングに迷いつつ、捷斗は杉原にそう返した。

　学校で誰かと食事を共にした経験が乏しいせいで、会話しながらの食事という行為のマナーがよくわからない。

「ほら、学校内で順位戦っつーか、生徒同士で何かしらの勝負して、勝敗で持ってるポイントが増減したり、そのポイントに応じてランキングに載ったり」

「なるほど。見覚えはある気がするな」

　捷斗の読書傾向は、魔術に役立てやすい史学や神話学などに偏りがちだが、そうした分野からの派生で存外、漫画などの娯ご楽らくにも手を伸ばしていたことはある。

「で、うちの高校でのポイントの管理方法ってのがこの」

　杉原は食べかけのおにぎりをやや強ごう引いんに口へ突っこむと、空あいた手でスラックスのポケットから一台の端末を取り出した。

「ふはほっへはへは」

「……飲みこんでから喋しやべってくれて構わないが」

　杉原が取り出したのは、捷斗に支給されたものと同じ、画面にタッチパネルを採用している、携帯機器用ＯＳを備そなえたいわゆる、

「…………っ、スマホってわけだ」

「呼び方もそのままなんだな」

「そりゃこの見た目だし。機能もほとんどスマホと変わんねーし。あ、ＬＩＭＥライムのＩＤ教えとくな」

　男子同士とはいえ凄すさまじくナチュラルに交換される連絡先に、恐ろしいコミュニケーション能力だなと、内心で杉原への評価を上方修正しつつ、捷斗は理解を示すようにうなずいてみせる。

「一般のスマートフォンと『ほとんど』変わらない機能の例外が、学内での評価ポイントの管理機能ってわけか」

「まあ、厳げん密みつには普通のＯＳに特別なアプリ載せてるだけかもしんねーけど。他のアプリと違ってこっちで勝手に消したりデータいじったりできないのは特殊だな。おっと、画面はこっちに見せるなよ？　ま、今なら高順位ってこたぁないだろうが」

　開いた該当アプリの待機画面には、捷斗の名前と顔写真、ランキング１０２１位という順位や保有ポイントが表示されている。現在保有ポイントは１００だ。

「たしか、この画面の更新は毎晩〇時。ポイントを増加させる方法は、授業への出席、課題の提出、定期テストの点数、そして……」

「他の生徒のポイントを奪うこと、ってわけだ」

　待機画面内のアイコンをタッチすると、『Robbing......』としばらく表示されたのち、『No signal』と切り替わる。

「スマホ同士をがっつり三十秒は接触させない限り、奪だつ取しゆは失敗。要するにすれ違いざまにこっそり、なんて方法じゃダメだ。相手のスマホを盗むか、もしくは力ずくで強ごう奪だつしないとポイントは奪えないようになってる」

「奪われそうな側が意図的にバッテリーを切らせておいたり、苦くるし紛まぎれに端末を破壊した場合は？」

「なんか非接触……なんちゃらいう技術で、奪う側のスマホから強制的に充電できるらしいぞ。壊した場合はそれだけでポイントがパアになるが、『負けてポイントを与えるくらいなら』つって苦し紛れに、なんて行為を阻はばむペナルティはないな。そういう悪あがきができないよう、奪う側の方で対策する必要があるっつーか」

「奪う側のハードルは、それなりに高いわけか」

「それでもチャレンジしたがってる奴は結構いるぜ？　なんせ、卒業時に１位なら──五億円だからな」

　いくら超人保護の一環とはいえ、一校の制度の賞金に、順当に卒業生が１位であれば毎年五億円ずつの出費とは。最初に聞いた時は呆あきれたものだが、どうやら金の出どころは日本国民の血税ではなく、別にスポンサーがいるらしい。

「いくら超人でも高校生……卒業時だとしても、未成年には大金すぎないか」

「いやあ、むしろ最低それくらいはないと。『一億程度なら俺の才能ですぐ稼かせげる』なんて豪語する輩やからも多いからなあ。五億ならそういう連中でも、『卒業後の事業資金の足たしにはなりそうだ』ってやる気見せるし」

「なるほど。しかし、やる気のある奴が多いにしては平和なんだな。最初に聞いた時はもっとこう、そこらじゅうで殺し合いめいた衝突が繰り広げられている光景を想像していたんだが。闇やみ討うちだろうがリンチだろうが、奪う手段に制限も特にないんだろう？」

　中庭を見回しても、のどかに昼食を取る男子たちの姿ばかりだ。

「『積極的には殺すな』くらいの、制限かどうかも微妙な制限はあるけどな。逆にその制限のなさがこの平和の原因っつーか。下手な相手に挑んでうっかり殺されちゃかなわんし、何より一番の問題は──」

「──誰がその『下手な相手』なのかが、予測できない？」

「そういうこった。漫画なら公開してるもんなのになあ、せめてランキングぐらいは」

　ランキングは、スマートフォンに表示される当人の順位以外は、非公開だ。

　つまり、誰が自分より高順位なのかが、正攻法では知りえない。

　そして相手の順位がわからなければ、実力の予測すら難しい。

「見た目がどんだけ弱そうでも、才能やその能力次第でとんだ地雷に早変わり。そりゃあ迂う闊かつには動けねーわ。俺なんか隣の女子の才能すら輪りん郭かくも摑めてねーし」

「自分の才能は──隠すのが当たり前になっている、と」

「おう。賭かけてもいいが、校長の言う『超人同士で切せつ磋さ琢たく磨まし、さらなる高みへ辿たどり着ついてもらうことがランキング制度の目的』なんてのは、大噓だね」

　他者の順位も、才能もわからないのでは、不用意に襲撃するリスクが大きすぎる。

　競争を推すい奨しようするというより、簡単には衝突し合わないよう、牽けん制せいし合わせることが目的のようなシステムである。

　まあ、最低でも『実際に死者が出るリスクはむしろ下がる』という建前でもなければ、いくら超人側に選ぶ自由……私立を含め、こういった制度のない学校へ行く選択肢があるとはいえ、公立校で採用できるルールではないのだろうが。

「ん？　ならこういう物の支給はどうなんだ？」

　言って捷斗は、ブレザーを開いて、腋わきの下に吊つったホルスターを見せる。ホルスターには一丁、支給品のカタログから選んだ黒い拳銃が収まっている。学校の説明では、非戦闘向きの超人への補助制度らしいが。

「どうって？」

「これを持ってたら、自分が戦闘には向いてない才能の持ち主だと宣せん伝でんするようなものだろう」

「……逆にお前が戦闘向きの才能持ちだとして、素直に丸まる腰ごしで歩いて『自分は戦闘向きです』って宣伝するか？」

「なるほど」

　どこからどこまでが戦闘向きの才能かはハッキリ分類されておらず、希望すれば戦闘向きだろうが、銃火器の支給は受けられる。

　戦闘向きの者が非戦闘向きを装い、迂闊な敵を『釣つる』ことも可能だ。

　クラスメイトの八割が銃火器で武装していたが、あのうち何割が本当に非戦闘向きなのかは予測できないということだろう。

「銃で撃うたれたくらいで死ぬ可愛げのある連中ばかりじゃないだろうが、どうせタダだし、銃を使えば、威い力りよく偵てい察さつ的てきな襲撃を受けた場合に、自分の能力を明かさず返り討ちにできる目もある。とりあえず銃火器の支給は受けとくのが鉄板だな。逆に非戦闘向きが戦闘向きのフリして丸腰でいる可能性もあるし……好き好んでこんな制度の学校選ぶ連中の中に、本当に非戦闘向きがいるかどうかも微妙だが……あとは」

　そこでチラリと、胡う散さん臭くさげな眼差しを向けられたので、捷斗は軽く肩をすくめた。

「その手の判断に至っていないフリをして、自分が非戦闘向きだと匂におわせる俺みたいなタイプも要注意、とか？」

「さらにその裏をかいて本当に非戦闘向きって線もあり……と、まあこの通り堂どう々どう巡めぐりなわけで。生徒全員、おいそれと他人に勝負ふっかけるような真ま似ねこそしないが、誰に対しても完全には油断しない。……ほんと、よく考えられてるわ。これなら魔術師が入りこんでも、簡単に暗殺される奴は出ないだろうし」

「今朝も言ってたが、その魔術師ってのは？」

　聞くと、杉原は捷斗にとっては今さらな、魔術師についての概要──それこそ漫画に出てくるような魔法を使う、昔から社会を裏で牛耳っていて、目め障ざわりな超人たちの命を狙っている悪党──を説明してくれた。

「……まあ、超人がいるんだから、そういうものが実在してもおかしくはないが」

「俺だって半信半疑だが、少なくとも俺らを狙う組織立った勢力がいるって考えれば、この学校のしち面倒くさい冷戦じみた舞台立てにも、納得はいく」

　生徒が自然と暗殺、闇討ちの類に注意を払う環境。

　それでいて徒いたずらに衝突し合って、貴重な人的資源を損なったり、その才能や能力の情報がみだりに潜入者にバレるようなこともない環境。

　この二つを両立するには、なるほど、不意打ちを推奨するかのようなルール設定と魅み力りよく的てきな賞金を用意しつつ、自発的に順位や才能を隠すよう仕向け、一種の冷戦状態を作り上げるのが一番なのだろう。

　魔術師側からすれば実に、厄やつ介かいだ。

　特に戦闘向きの超人と対たい峙じした時、戦闘能力で劣る傾向のある魔術師は不利だ。

　非戦闘向きを優先して狙おうにも、誰がどんな能力の持ち主なのかわからない。

　能力がわかっている状態でも不利だというのに、能力がわからなければますます対策の立てようがない。

　あとは不意打ち程度の手段しかないが、全生徒が不意打ちにすら注意を払っているときている。

「説明しとくとしたらこんなとこか。ま、あんま一人では出歩かない方がいいぞ。堂々と単独行動してるような奴を『カモ』だと判断する素直な奴は多くないが、転入生だとバレてりゃそうとも限らねえし」

「へえ。なら何も知らないフリしてあえてそうしてみようか」

「……てめえ」

　とぼけた調子で捷斗が呟くと、不意に杉原は厳きびしい眼差しで捷斗を睨にらみ、それからガシガシと頭をかいた。

「あー、クソ。今のはどっちだ？　せめて戦闘向きかどうかだけでも探っときたかったのによ」

　杉原は何か、観念するかのように天を仰あおぐ。

　その態度から察するに、『自分のこの学校についての理解が合っているかを確かめたいので、昼食がてら改めて説明を頼めないか』なんて捷斗の誘いに乗ってくれたのは何も、杉原がお人ひと好よしだからではないらしい。

　五億円を狙うプレイヤーの一人として、捷斗の情報を把握しておきたかったのだろう。

「悪いな。こっちは魔術師なんて新情報まで貰もらったのに」

「噓つけ。一年に妹がいるって調べはついてんぞ。もともと知ってたんだろうが」

「調べが早い。才能は超人的な情報屋か何かか？」

「だったらこの場じゃ言わねえっつーの。こんくらいは後輩に顔が利きゃあ五分で済むようなもんだ」

「なるほど。冷戦というだけあって、情報戦は下手な戦時下より熾し烈れつなんだな」

「用心深いのはお互いさまだろ？」

　そこで、杉原がすっと片手を上げた。

　捷斗が振り向くと、離れた位置で弁当を食べていたはずの数人の男子が、こちらに銃口を向けている。

　引き金に指まではかけていない。

　その意味するところを察して、捷斗は中庭の一角にある大樹へ、手をかざしてみせた。

　樹上で待機している人影──凜音が、狙撃ライフルの銃口を下ろすのが見える。約束通り『昼休み』に入ってすぐ、あそこに待機してくれていた。

「あれが妹だな。で、本命の用件はなんだ？」

　お人好しの情報提供型友人キャラの仮面を脱ぬいで、杉原がマフィアもかくやというドスの利いた口調で聞いてくる。

　実質が冷戦……言い換えれば膠こう着ちやく状態の校内で、なお五億円、学内１位を貪どん欲よくに狙う男だという、事前の凜音の調べは正確だったらしい。

「情報がほしい」

「ほお。支払いは？」

「一千万。円でな」

「……怖いね。何させる気だ？」

「別に何も。持っている情報をくれればいい」

「そこまでの値打ちもんを持ってた記憶はねえな。詳細まで能力がわかるのは十人程度。概要でプラス三、四十人。順位すら、わかってるのは低順位の連中ばかりだ」

　妙にぺらぺらと持っている情報を喋るのは、こちらが把握している情報を探っているのだろう。

「高順位でも一人だけ、順位がハッキリしている相手がいるんじゃないのか？」

「あ？　……そりゃ、アイツはそうだが。てことは、お前まさか」

「ご想像通りだ」

「……腹はら芸げい抜きに言ってやるが、やめとけ。無茶だ」

「忠告には感謝しておく」

　眉ひとつ動かさずに言う捷斗に、杉原は腹を探るような目を見せるが、やがて深入りを拒こばむように首を振るって、五本の指を立てた。

　さすがに高いなと眉をひそめた捷斗だったが、

「一千万飛んで五百円。追加で今日の昼飯代くらいは奢おごれ。それでいいならくれてやる」

　その返答に、苦笑を浮かべてうなずいた。
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「やあ天神さん。もう帰るの？」

　放課後。

　ＨホームＲルームが終わり、リュックを手に立ち上がった天神奈緒に、捷斗はためらいもなくそう声をかけた。

　声をかけられるとは思っていなかったのか、奈緒はきょとんと、虚きよを突かれた様子で立ち止まり、捷斗の顔を見返している。

「……帰るけど？」

「まっすぐ寮りようへ？　それとも寄り道を？」

「たぶん商業区ブラブラしてから……いや、え。なんで？　何か用？」

「ついて行っても構わないかな」

「え。……ご、ごめん、普通にちょっとキモいんだけど」

　捷斗の唐とう突とつな提案に、奈緒は一歩身を引いて眉をひそめる。

　転入してきたばかりで名前と顔しか知らない男子に、放課後いきなり「ついて行きたい」と言われ、困惑、警戒する感性は普通のようだ。

　ちなみに今日一日、授業や休み時間中の会話で打うち解とけたというような事実もない。

　奈緒の反応は、ごく当たり前のものである。

　拒否自体は予想通りなので、捷斗もそれ以上は食い下がらない。

「それは残念。また明日」

「……う、うん。じゃ」

　捷斗の横を、ぐるりと大きく迂う回かいするようにすれ違い、奈緒はそそくさと教室を出て行った。

「いやアプローチ下手か」

　そんなやり取りを見ていたのか、杉原が呆れ半分、意図を探りたい気持ち半分、といった顔で近づいてくる。仕事は早いタイプのようで、昼休みの取引後、すぐにこちらが望んだ情報の提供はしてくれた。約束の報酬も入金済だ。

「彼女の好意を得るのが目的なら、もう少し別の方法を考えるけどね」

「まあアレと付き合おうって目もく論ろ見みじゃないのはわかるけどよ。あれじゃ単に警戒されるだけじゃねーの？」

「『アレ』呼ばわりは失礼だろう。あの容姿なら、交際を望む男子も多いんじゃないか？」

「そりゃ見てくれはいいが、さすがにあのゴリラっぷりだと……あ、てめ。いまそっちの目的はぐらかしやがったな」

「さあ」

　とぼけて立ち上がり、捷斗も教室の出口へと足を踏み出す。

「どこ行くんだ？」

「商業区」

「……拒きよ否ひられてなかったっけか？」

「同行の許可が得られなかったという事実と、同行が不可能かどうかという点は切り分けて考えるべきだろう？」

「やべえ。お前ストーカーの素そ質しつあるわ。通報しとくべきかね」

「恋愛感情その他の好意に基もとづかないつきまといは、規制法の対象外だよ」

「……そういやそもそもこの島、ストーカー規制法とかあんのか？　って、おい」

　杉原の声を背に、捷斗はさっさと教室を出て行く。

　凜音との待ち合わせ場所は、昇降口に指定してあった。
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　日本国立霧咲坂高校は、この人工諸島内でも四番目に大きな島に所在している。

　南北に細長い島で、中央部に各教育機関や学生寮が密集。周辺、つまり海岸沿いの土地は大半が商業区に指定され、繁華街となっていた。

　諸島の基礎となった環礁は環太平洋火山帯に近く、地震も多いようで、諸島内の建築基準法は日本のそれに準じゆんじている。

　そのせいか、街並みは東京のものに似ていた。異国情緒は薄い。

「日本人が多いな」

「国際協同計画とはいっても、微妙な縄張り争いはあるらしいですね。単純に、日本の国立校がこの島にあるから、ここでは日本の業者がインフラ整備の中心になって、私立校の出資法人も同じ業者を頼り、日本人の生徒が多いので日本人向けのサービス業者が進出しやすくなって……みたいな流れの影響の方が大きいみたいですけど」

　やたらと制服姿の学生の割合が多い以外、渋しぶ谷やや池いけ袋ぶくろと大差ない光景を見ながら、凜音とそんな会話を交かわす。

　さすがに人の密度は東京のそれほどではないが。

「というか、ああ、車道がないのか」

「生活圏内なら徒歩で十分ですし、そもそも大半は免許なんて持ってませんから」

　道がやけに広々としていると思えば、東京なら当然すぐそばにある、車通りが皆かい無むだ。

　渋谷や池袋より、歩行者天国状態の秋あき葉は原ばらの方が近いかもしれない。なんだかんだ、日本国内の平均よりは外国人の姿が多いところも含めて。

「改めて見ると、思っていたより人口も多い」

「それだけ超人の増加率が急激なんでしょうね。商業区で働いている成人はもちろん、島内で超人と同居している家族、兄弟姉妹も多いので、この中の何割かは、一般校に通ってる学生でしょうけど」

「『悪党』に狙われてるんじゃ、当然の用心ではあるな」

　超人本人が諸島に移住してしまって手が出せないなら、その家族を使って引きずり出そう……魔術師はそういった悪あく辣らつな手段を躊躇なく選択できる人種だし、学園諸島の統合生徒会とやらも当然に警戒、家族同伴での移住を推奨しているのだろう。

「それに超人の兄弟姉妹は、後から『覚かく醒せい』する確率も比較的高いですから。……兄さんみたいに」

　一瞬、忘れていた『設定』を思い出してつけ足すかのような間を空けてから、凜音は付け加えた。

　超人は先天的な因いん子しによりそうなるものではあるが、実際に超人的才能に覚醒するのは成長後、十代以降であるケースも多い。

　超人として覚醒した妹が諸島に移住し、その一年後に自らも覚醒、後からこの島にやってくることになった……というのが、記録上の捷斗の経歴だった。

　もともと魔術師であることは公の記録になど残されていないので、今回の任務に際しては戸籍もその手の経歴も本物を使用している。記録を偽ぎ造ぞう、改かい竄ざんして潜入してくる魔術師は当然、この諸島の超人側も警戒しているはずなので、下手な工作を打つより、こちらの方がリスクは低い。

「……ねえ」

　と、不意に、目の前を歩く女子高生が声を上げて、足を止めた。

　距離が近かったためぶつかりそうになり、捷斗も慌てて足を止める。

「っと。危ないな。あれ、もしかして天神さん？」

　我ながらひどいわざとらしさで目の前の女子高生に声をかけると、彼女……天神奈緒は、じっとりとした眼差しで振り返った。

　おや、と、これもわざとらしく凜音が隣で首を傾げる。

「お知り合いですか？　兄さん」

「クラスメイトで隣の席の天神さんだ」

「そうなんですか。わたし、妹の蘆屋凜音です。よろしくお願いしますね」

「いやわざとらしいから。さっきからずっとついてきてたの知ってるから」

「なんの話？」

「そうですよ奈緒先輩。わたしたち、兄妹きようだいでたまたま放課後デートしてただけですし」

「アンタの兄さんまだアタシの下の名前言ってないでしょうが！」

「あはは。奈緒先輩、校内で有名人ですから。たまたま知ってただけですよ？」

「……何の用なの？」

　露ろ骨こつにすっとぼける兄妹に、はあと大きなため息をこぼしてから、奈緒はそんな問いを投げかけてくる。

　が、これにも捷斗は首を傾げてみせた。

「別に何も？」

「用もないのについてきたわけ？」

「ナンノコトダカ」

「……あー、急に無性に新しい下着買いたくなってきた。ちょっとそこのショップへ」

「兄さん、わたしも今なんだか無性に新しい下着がほしいです」

「っ、そのための妹か……」

　厳密には女子トイレ等に逃げこまれた場合の対策だったのだが、さすがにトイレ宣言ははばかられたのだろうか。女性向けの下着ショップとはまた絶ぜつ妙みように思春期男子が近づきにくい店のセレクトである。

　奈緒は苛いら立だたしげにキッと捷斗を見上げると、続けて言う。

「アンタ今朝から、ずっとアタシのこと見てたよね？」

「実は一ひと目め惚ぼれしてしまったんだ」

「妹同伴で尾行してくる時点で、普通のストーカーじゃないことくらいわかるから」

「なら普通じゃないストーカーという線もあるだろう」

「ストーカーの時点で普通じゃ……あーもう！　誤ご魔ま化かすな！」

　ぐいと、奈緒は凄まじい──本当に凄まじい──力で捷斗のネクタイを摑み引っ張ると、捷斗の鼻先で低い声を漏もらした。

「まわりくどいのは好きじゃないの。勝負なら受けてあげるから、場所と時間だけ指定してさっさと消えて」

「へえ。今この場でぶちのめそう、という発想はないのかな」

「は？　だってここじゃあ……」

　捷斗の言葉に、奈緒は眉をひそめて周囲を見回す。

　騒さわぎ始めた捷斗たちを避さけるように歩いてはいるが、まだたくさんの人通りがある。

　捷斗はひとつ、うなずいた。

「周囲にも被害が出る。そしてそれを確実に止める自信までは持てない、と」

「……ああ、そういう狙いなわけね」

　捷斗の言葉から何を悟ったのか、奈緒もまたうなずいて顔を離すと、肩をすくめた。

「何か納得がいったのか？」

「要するに、アタシの能力、どんな才能を持ってるのか探りたいわけでしょ？　いるんだよね、そういうまどろっこしい手合い」

　すっと、奈緒を中心に、周囲の気温が下がるかのような錯さつ覚かくを覚える。

　彼女の殺気に当てられてか、通行人が視線をそらし、凜音も少し腰を落として、いつでも動けるような構えを取った。

「心外だな」

　だが捷斗は、背中ににじみ始めた冷や汗を涼すずしい顔で誤魔化して、煽あおるようにやれやれと、首を振る。

「君の能力。才能。その程度の内容ならもう、見当がついている」

「……ふぅん。ぶっちゃけアタシ自身、厳密にはわかってないような能力なのに？」

「むしろ、その発言で確信できたな。少なくとも、君を攻略する上では十分」

　一応、ハッタリではない。

　杉原から提供を受けた情報の内容は期待以上に充実していて、事前に候補に挙げていたいくつかの才能から、さらに具体的に奈緒のそれを絞りこむことができた。

「…………それが本当だとして、ならなおさらわかんないな。そこまでわかってて、ほかに何を探りたいわけ？」

　やや警戒を引き上げた調子で、奈緒が言う。

　たしかに彼女を打倒し、学内ランキングを上げることが目的であれば、これ以上の探りは不要なのだろうが、あいにくと捷斗の任務は別にある。

「もちろん、君自身について」

「何それキモい」

　言葉のチョイスを間違えただろうか、教室で言われたそれよりさらに温度の低い『キモい』が飛び出た。

「いや。要するに君の人となりを知ることが、君を倒すために有用というか」

「あ、ああ。そういう」

「特に知りたいのはたとえば──」

　そこでわずかに言葉を区切り、奈緒の表情をうかがう。

　捷斗が何を言い出すのか、やや戸惑った彼女の顔は、

「──君が、自分の順位を自ら流出させた理由、とかかな？」

　続けられた問いを聞いて、わずかにピクリと、強こわ張ばっていた。
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　凜音の調べと、杉原からの情報を総合するとこうだ。

　昨年の入学後、天神奈緒は早くから、学内ランキングのポイント集めに積極的だった。

　彼女は事前に相手の能力を探ることさえロクにせず、同級生はもちろん上級生まで、次々と勝負を挑んで、そのことごとくを打倒していったという。

　それも学校側の思惑を嘲笑うかのように、闇討ちどころか正々堂々、真っ向からの勝負ばかりだ。漁ぎよ夫ふの利り狙いで決着直後に奇襲をしかけてくる連中すら、当然のように返り討ちにし、一気に校内の有名人に。

　公衆の面前で行われた勝負の結果を数えるだけでも、彼女がかなりの高順位であることは明らか。闇討ちを狙う生徒も大量に現れたはずだが、奈緒が負けた、負傷して保健室……そこにある、外傷であれば致命傷すら癒いやすという医療カプセルの世話になったという情報は、噂レベルですら流れなかった。

　やがて彼女に挑もうという野心家の候補も底をついたのか、すっかり彼女の活躍の噂が途絶えたのが、入学から半年後だ。

　霧咲坂高校始まって以来の熱戦状態も落ち着き、そこから二ヶ月ほど経たった頃、インターネット上……いわゆる学校裏掲示板的なサイト内に、その情報が載った。

「天神奈緒のランキングアプリの、ホーム画面。君の顔写真、ランキング……学内３位という高順位と、保有している膨ぼう大だいなポイントの数値」

　さすがに往おう来らいの邪魔になりすぎていたので、場所を学校の、朝、机を調達するために入った空き教室へと移して、捷斗は自分なりに整理した情報を披露していた。

　奈緒は軽く肩をすくめて、それに応じる。

「アレは参ったね。せっかく落ち着いてたのに、また闇討ちが流は行やりだしちゃってさ」

「それが狙いだったんだろ？」

「……だから、知らないってば。なんでアタシが自分で自分の順位なんか漏らすのよ。どっかの誰か、こういう学校なんだから、そっち系の才能の持ち主がハッキングとかなんかそういうのでやったんでしょ。ほら、アタシ最初調子乗ってたから、腹いせにそういうことされるのはありそうだし」

「腹いせだとしたら逆効果だな。君の希望を叶かなえるようなものなんだから」

「…………どうしてそう思うわけ？」

　誤魔化すことより、捷斗の推理の筋道への興味が勝ったのか、やや迷うような気配の後、奈緒は首を傾げてみせた。

「少なくとも入学直後の君は間違いなく、このポイント制度に積極的だった。君と戦って誰かが死んだ──まあ、医療カプセルのおかげか冷戦のおかげか、設立以来死者も重じゆう篤とくな後遺症の残った者も皆無らしいが──そういう、君が急に臆おく病びようになるに足る理由の情報もなかった。ではなぜ、初期は積極的だったのに、今ではすっかり誰にも勝負をしかけなくなったのか」

「……まるで、もうわかってるみたいな口ぶりじゃん」

　それほど隠しておきたい真意だったのか、奈緒は視線にこめるトゲをより尖とがらせる。

　悲鳴のひとつも上げたくなるような状況だが、捷斗はあくまで淡々と、言葉を続ける。

「そこまで断言はできないが。少なくとも君が、純粋にポイントのためにこの制度に乗っていたわけではないとはわかる」

「なんで？　だって卒業まで１位なら五億円でしょ？　誰だってほしいじゃん」

「五億が目的ならなおさら、一年の初めから積極的に勝負をこなすメリットがない。何しろ、一度でも負ければ貯ためたポイントが丸ごと奪われるんだ。１位である期間が長ければ長いほど、狙われるリスクは増す。逆に、三年の卒業の日にその時の１位と戦って勝てば、たった一戦で五億が得られる。確実にその時期までに１位を特定できるとは限らない以上、絶対的な戦略ではないが……可能な限り戦闘は避けるのが合理的なのは間違いない」

「ふーん。でもアタシ、脳筋ゴリラ女だから。そこまで考え回ってないだけかもよ？」

「その場合は俺の推測も破は綻たんするが、『実名で自分の順位を明かせば罠わなを疑われて挑戦者が減る』と考え、匿とく名めいを装う君が単なる脳筋とは思えないな」

「…………はあ」

　奈緒はそこで両手を上げた。

「降参。たしかに自分でバラしました。なんでわかったの？」

「五億が目的でないのなら、君が勝負に積極的だった理由は勝負自体にあると考えるのが自然だ。同時に、ある時を境さかいに急に消極的になった理由の説明にもなる。ポイントが目的なら問答無用で相手を襲えばいいが、勝負の内容の方に動機があるなら、相手が応じてくれなければ意味がない。たしか、『俺より強い奴に会いに行く』だったか、格闘ゲームの主人公みたいな理由がしっくりくるな」

「まーね。当たらずとも遠からず」

「おや。外したか」

　彼女がいわゆる戦闘狂、バトルマニアであると考えるのが一番自然だと考えたのだが、完全には当てられなかったらしい。慣なれない探偵の真ま似ね事ごともここまでだろうか。

　奈緒は「んー」と顎あご先さきに指を添そえて、少し唸る。

「おおむね合ってはいるんだけど、その解釈だと微妙に心外というか、別に戦うのが好きってわけでもないというか」

「なら外れているのでは？」

「や、自分より強い相手と勝負がしたいってのは当たってるし、挑んだり勝負に応じてくれる相手がいなくなっちゃったから、自分の順位とポイントをバラして、『アタシに勝てばこんなにポイントもらえるよ』的な釣り方したのもたしかなんだけどね」

「君を倒して３位になれば、２位以上との差によっては、地道なポイント稼ぎや雑ざ魚こ狩がりだけでも１位に手が届くかもしれない……そう考える奴を釣ったわけか」

「ま、そういう連中の闇討ちもすぐ落ち着いちゃったけどね」

「わからないな。強い相手と勝負することに充実感を覚えるから、という理由以外で、そこまでして強い相手に挑む動機があるのか？」

「………………秘密」

　ここに及んで、奈緒はふいっと目を背そむけた。

　何か、言いにくい理由なのだろうか。

「じゃ、今度はこっちの番。アタシの動機がわかったとして──」

　それ以上の追及を拒むかのように、奈緒はそう、話題を変える合図を出した。

「──それが、何？」

　奈緒の瞳から冷たく、鋭い光が漏れる。

　周囲の空気が凍る。

　先ほどの殺気など児じ戯ぎでしかなかったと告つげるかのような、殺意とでも呼ぶべき、強烈な圧迫感が肌を刺す。

「もちろん」

　意識せねば、呼吸すら忘れてしまいそうな緊張感の中で、捷斗はあくまで涼しげに、本当の用件を告げる。

「君に勝つために、必要な情報だからだ」

　本当は単に、標的のパーソナリティは可能な限り把握しておいた方が、次に……捷斗が捨て駒になった後、改めて奈緒の命を狙う魔術師にとって有用であるというだけなのだが、捷斗はあえてそう告げた。

　はたして、奈緒は捷斗の煽りに興味を引かれた様子で、獰どう猛もうに口の端を吊り上げる。

「へえ。勝つ？　アタシに？　アンタが？」

「ああ。現状手元にある情報から判断するに、十分に可能だ」

　我ながら大言壮語にもほどがある。

　自分に詐さ欺ぎ師しの才能があるとは知らなかった。

「そういえば、アタシの能力にも見当がついてるんだっけ？」

「おそらくな。そもそも、君ほど何度も実際に戦闘中の様子が目撃されていて、かつ君自身にそれほど厳重に能力を秘匿する意思がないのに、まだ誰も君の才能がなんなのか、特定できている者がいないことの方が不自然だ」

「そう？　ある程度は対等な勝負がしたいから、順位はバラしても能力まではバラさなかったんだけど」

「単に、それを漏らすと君自身による暴ばく露ろだとバレる、ないし統合生徒会からの情報流出を疑う者が出て面倒なことになると考えただけだろう。能力の詳細はアプリ内にも記録がなく、本人以外には統合生徒会しか把握していない情報らしいからな」

「それで？」

　笑みの獰猛さを深め、挑発的に先をうながす奈緒と対峙しながら、捷斗は現状持てる情報を脳裏に並べる。

「君の戦闘を目撃した連中、実際に戦った連中の感想はシンプルだ。曰いわく──わけがわからなかった」

　細部は異なるが、おおむね、勝負の経過はいつも同じだ。

　正々堂々の一騎打ちだろうと、背後からの奇襲だろうと、奈緒はあらゆる攻撃──銃撃、刃物、拳や蹴けり、投げ技、タックル、火炎に水流、電撃、はては巨大ロボット、それらすべてをかわす素そ振ぶりもなく受け止め、効いた様子もなく、ただスタスタと相手に歩み寄って、無む造ぞう作さに突き飛ばす。あるいはただ触れただけで勝負を終わらせた。

　触れられた相手は、そのまま倒れてしばらく動けなくなったという。

　策を弄ろうして毒を飲ませた者、催眠などの精神に干かん渉しようするタイプの能力者だろうと、結果は同じだった。

「単純に身体からだの頑強さが求められるスポーツの才能……ラグビー、アメリカンフットボールなどのコンタクトスポーツ、相撲やプロレスといった格闘技なんかも候補にはなるが。銃弾や刃物までは、超人らしく過剰に能力が強調された結果と解釈できても、毒や催眠にすら耐性があるのは行き過ぎだろう」

「ふんふん。残る候補は？」

「たとえば、ボディガード」

「……あー。毒見とかやるんだっけ？」

「そうだ。時には護衛対象の盾になる仕事でもあるし、その超人的才能を持つ人間が、あらゆる『危害』への耐性を備えていても不思議じゃない。が、違う。理由は二つ」

　超人的ボディガード、だとすると不可解な点が二つある。

　捷斗は指を二本立てた後、まず一本目を折りながら言う。

「ひとつ、ボディガードなら何かしら、武道や格闘技の動きを見せていいはずだ。だが出てきた情報を整理する限り、君は少なくとも、わかりやすく特徴的な武道の動きを『覚醒』させているわけではなさそうだ」

　超人とはある日、唐突に『覚醒』するものだ。

　原因は不明ながら、彼ら彼女らはその日、それまでの経験や知識とは無関係に、特定分野の才能に目覚める。

　本人が見たこともない、本来なら何十年もの修練の末に身につくような動きや知識を、天てん啓けいのように授かることも珍しくはない。

　奈緒が自身の才能を「自分でも厳密には特定できていない」と言ったのも、これが原因だろう。

　場合によっては『現存していない特定の部族内で盛さかんだったらしいスポーツ』と推測される才能の持ち主すら確認されているので、当人が自分の才能を完全には特定できていないというケースも、ありうることではある。

「たしかに、それっぽい動き方はわかんないけど。でも別に、十分怪力なら『ボディガードとしては十分』ってだけかもしれなくない？」

「ああ。これだけでボディガードではない、と断言はできない。ただし」

　奈緒の指摘に、捷斗は二本目の指を折る。

「君が俺たちの尾行に気がついたのは、俺たちがすぐ背後で、そこそこ大きい声で話し始めた後だった」

「……なんだ。やっぱアレ、能力探る意味もあったんじゃん」

　奈緒の尾行は彼女が学校を出てから、段階的に距離を縮めつつ行った。

　凜音と連携しながらのいわゆる『複線尾行』というテクニックは使ったが、一般人のボディガードでも気づけそうなヒント……遠くでわざと視界を横切ったり、顔を知られていない凜音が、不自然な回数すれ違ったりといったものは何度かほのめかした。

　時には離れたビルから銃口すら太陽光で光らせたし、超人的才能のボディガードであれば、まず気づけたはずだ。

「あれが『気づいていないフリをした』演技でないなら、ボディガードの線は消せる」

「残った線は？」

「中国武術だ」

　ぱちくりと、奈緒は目を瞬しばたたかせる。

　当てられない、とでも予想していたのだろうか。

「え。でもさっき、武道とかの動きはしてないって言ってたじゃん」

「わかりやすくそう解釈できる動きではないだけだろう？　中国武術らしい動きを見せていないことに目を瞑つむれば、むしろ一番ありえる。中国武術には道教や中医学の影響で、氣き功こうや経けい絡らくといった理論があるしな。血管のように全身を巡る経絡の氣を意識して操り、治ち癒ゆや肉体の強化、極めれば体内に入った毒の解げ毒どくさえ可能にするという」

　漫画でもこの手の理論をモデルにした設定の例がいくつか思い当たるが、その辺りはむしろ、魔術師の領分である。

　実際にこれらの理論に基づいた魔術を扱あつかう魔術師も多い。

　捷斗自身、実際には存在しない『魔力』という概念を疑似的に想像し、それを全身に巡らせる感覚を、肉体強化などに応用していたりする。

「インドのプラーナやチャクラ、太平洋諸島のマナ、近代オカルティズムのオーラなど、似たような概念、理論はほかにもあるが、まあどれだとしても役割は近いだろう」

「……よく知ってんね。じゃ、アタシが中国武術っぽい動きしてない理由は？　ほら、なんか派手に地面踏んだり、アチョーみたいな声出したり、あと酔よっ払ぱらいっぽい動きしてたりするじゃん、アレって」

「君がやけに中国武術に詳しい時点で語るに落ちている気もするが……ああいう派手な動きは、たいていが套とう路ろ、日本の空手で言う型のようなものだ。達人は決まった型など必要としないというし、そもそも套路自体を修練法として取り入れていない流派もある。中でも内ない功こう──君の細腕から、純粋に筋骨を鍛きたえ上あげる外がい功こうではなく内功と仮定してだが──そちらを重視している流派だと、日本人が創始した太たい気き拳けん、あるいはその創始者が中国本土で学んだ」

　話しながら自分の中でも思考を整理しつつ、捷斗は辿り着いた結論へと達する。

「──意い拳けん。形けい意い拳けんの流れを汲くむ武術。創始者の王おう向こう斉さいは、軽く触れただけで相手に落雷じみた衝撃を与え、倒したという。ちょうど君のように」

　捷斗の言葉に、奈緒は「ほあー」と、純粋に感心したといった顔を見せる。

「……びっくり。ぶっちゃけそれ、アタシも初めて知ったよ。中国武術の、たぶんナイコーを大事にしてるどれか、くらいまでしかわかんなかったし」

「ネット上にすら載っている情報のはずだが？」

「いやー、やたら数多いし。全部調べるほど気になるもんでもなかったし。……知ったところでこの才能がなくなってくれるわけじゃ、ないし」

　最後の台詞は、独ひとり言ごとのように、やけに寂さびしそうに呟かれた。

　まるで、自分の才能が不本意なものであるという物言いは、正式な意拳の修行者には聞かせられない内容だが。

　持つ者には持つ者なりの悩みも、あるのだろうか。

　持たざる者であるところの捷斗には、計はかり知しれない話だ。

「中国武術はむしろ、歴史的経けい緯いもあって、資料が不足している部類なんだがな」

「あ、今ちょっとバカにしたでしょ。しょーがないじゃん、長文読むのとか苦手だし」

「他意はない」

　唇くちびるを尖らせる奈緒の表情は本当に、嫌になるほど年相応で可愛らしいが、それが間もなく自分を殺すことになる少女だと思うと、気も滅め入いる。

　……これから捷斗は、彼女に挑む。

　本来なら、あと数日は下調べに時間をかけるつもりだった。が、奈緒には「毒も無効」という情報を得られたおかげで、その才能を絞りこむ作業が一気に進み、予定は短縮された。

　奈緒は、統合生徒会の依頼で、何度か魔術組織が狙う標的を護衛し、こちらの刺し客かくを撃退している。

　先月には奈緒自身の情報を集めるため、渋谷に位い相そうのズレた閉鎖空間を作り、現代兵器を装備する傭よう兵へいに襲わせたらしい。

　そうした交戦の結果、戦車砲ですら彼女には無力と判明した。

　彼女の能力の詳細をさらに調べ、有効な対処法を探るのが、捷斗の任務だ。

　霧咲坂高校学内３位と、超人社会での実力の指標となる数字がある点も含め、使えない魔術師の命と引き換えでいいなら、破格の情報だろう。

　表向きの筋書としては、覚醒したばかりで自身の才能を過信したバカが、３位に挑んで返り討ちに遭あう、それだけの話だ。

「前置きはもう十分だろう」

　捷斗が切り出すと、奈緒も表情を引ひき締しめた。

「そだね。そこまでわかってて、まだアタシに挑戦してくるわけだし、ちょっとは期待してもいいんだよね？」

「もちろん。出だし惜おしみはせず最初から全力で来た方がいいぞ。──一撃で終わらせるつもりだからな」

「へえ……」

　面白そうに呟いた後、奈緒はすっと目を閉じて、静かに息を吸い、吐いた。

　次いで開けられたまぶたの奥にあるのは、意外なほど静かに凪ないだ、穏おだやかな瞳だ。

　先ほどまでの殺気や威圧感もない。

　それが逆に、不気味だった。

　思わず後ろを……背後でこちらを見守っている、凜音を振り返りたくなる衝動を抑える。あくまで表向きの自分は、この勝負に勝てる気でいる。死を前に妹に意味ありげな視線など送って、まるで死ぬことを予期しているかのような素振りを、奈緒に見せるわけにはいかない。

「それじゃあ──」

　口を開いた奈緒の姿勢は、見る限りでは完全な自然体だ。

　構えすらなく、はた目にはただその場に立っているだけだが、見事に全身の余よ計けいな力が抜け、あらゆる動きに対応できるだろう立ち姿である。

　日本の古流剣術では無む形ぎようの位くらいといったか。

　多くの武術が目指す、静の極きよく致ちだ。

「──行くね」

　死を、意識する。

　今、捷斗の全身には、あらかじめ仕込んだ、多種多様な魔術理論に基づく、無数といってもいい数の防勢術式が張り巡らされている。

　不可視の物理障しよう壁へきを数百種、衣服の強度を上げるもの、皮膚、筋肉、骨格、内臓、神経系の強度上昇を各数百種、符ふや御お守まもり、魔ま除よけなど『護身』の呪術系術式に至っては数千種に達している。

　どのみち捷斗の攻勢術式は、奈緒が全身に巡らせる『氣』を突破できるとは思えない。

　攻撃力を上昇させているのは、せいぜい肉体の頑強さを上げるついでに筋力を上昇させている、疑似魔力による簡易術式のみだ。

　ほぼ全リソースを防勢術式に注そそぎこみ、各種の術式の中で最も奈緒の攻撃の威力を減げん衰すいさせた術式のデータを取る。

　それが捷斗の役割だ。データはリアルタイムで東京にいる父へ送られているため、捷斗が即死しようと問題はない。

「っ」

　そこからは、未練の想いがよぎる隙すきすらありはしない。

　捷斗が息を呑んだ直後、奈緒の姿が掻かき消きえる。

　そしてほぼ同時に、音もなく、捷斗の眼前に現れている。

　腰だめに構えられた右手。

　中国武術を修めた魔術師が扱う術理に近いのなら、おそらくはその右手を通じて、相手の身体に氣……中国武術で呼ぶところの『勁けい』を流しこむのが彼女の力の本質である。

　だがおそらく、威力は魔術師によるそれを、ゆうに凌駕する。

　死体の原形は残るまい。

　あるいは特異な勁の流し方で、外傷もなく死ぬ可能性もあるが、いや。

　死までに一秒を切った猶ゆう予よの中で、そんな取り留めもない思考だけが脳のう裏りを走り、少し……ほんの、少しだけ、欲が出た。

　結果を、見届けられるはずもないのに。

　目の前の超人に、持てる者の才能に、自分の努力はどこまで届いているのだろうか。

　そんな、ここで終わる人生の成果への、好奇心。

　もちろん、その好奇心を具体的にどんな行動と結びつけるか、それを判断するような余裕などあるはずもなく、

「……ぁ、っ」

　小さく、苦く悶もんの声が、空き教室に木霊した。

　────だが、なぜだろう。

　即死するはずの自分がなぜ、己の苦悶の声を、この耳に捉とらえているんだ？

　あるいは防勢術式が効いて、即死の衝撃を致命傷程度にまで減衰したのか？

　しかし、それにしたってあまりにも、衝撃がない。

　あったのは左胸をトンと、女の子の手の平で軽く叩かれたような衝撃だけだ。

　痛みもなければ、呼吸の乱れもなく、視界すら揺ゆれてはいない。

　そもそも先の苦悶の声も、自分の喉から漏れた感触が残っていないのは、一体どういうカラクリだろう……？

　そして何より、

「っ、ぁ、は、ぇ……ッ、が、ぁ……っ」

　なぜ自分は、蘆屋捷斗は、床に両りよう膝ひざをつきくずおれて、苦痛に喘ぐ天神奈緒を見下ろしている？

「は、っ、は、ぁ……っ」

　いや、まだ拳には感触が残っている。

　だから自分が何をして、彼女がどうしてそうなったのか、因果関係は明らかだ。

　最さい期ごの、最期になるはずだったあの瞬間、自分は不意に湧いた好奇心に基づく行動の可否を、脳で検討するより早く、長年の訓練でしみついた動きを取った。

　つまり、奈緒の手の平を胸に受けながら、拳打を出した。

　拳は奈緒の、腹部に……重機関銃や戦車砲を受けてもかすり傷ひとつ負わない身体の一部へ、届いた。届きはした。

　しかし、どうしてそれが──効いているのか。

　横隔膜を麻ま痺ひさせて、酸素を求めて喘あえがせるほど。

　道理に合わない。

　ありえない。

　なぜ、疑似魔力を通した程度の自分の拳ひとつで、あの父を含む魔術組織が血ち眼まなこでその命を狙う超人……中でも特に戦闘に向いているだろう、天神奈緒が膝をつくんだ。

　これではまるで、なんというか。

「……う、そ」

　あまりにも容易。

　あまりにも脆ぜい弱じやく。

　あっさりと勝てすぎる。

　ようやく呼吸を整えたらしい奈緒が顔を上げ、向けてくる視線に、ただ困惑をもって視線を返しながら、捷斗は彼女を形容する、ひとつの言葉を思い浮かべた。

　だが、ハッキリとその表現を彼女に当てはめるには、躊躇があった。

「……負け、た？　……アタ、シが……？」

　だって彼女は超人で。

　学内３位で。

　父が警戒するほどの人物で。

「噓、でしょ……？　噓、噓噓噓、噓、噓、無理……っ」

　そんな風に現実を拒みたくなる気持ちもわかるほど、圧倒的な強者のはずだ。

　しかし現実は、今起こった出来事は、互いに何度反はん芻すうしても変わらない。

　奈緒は全力で捷斗に襲いかかり。

　捷斗はその攻撃を受けながら、拳を返した。

　そして腹部に見舞われたその拳一発で、奈緒は、大きなダメージを受け、敗北と呼んで差し支えないほどの状況にある。

　よほど悔しいのだろう。

「噓、こんな、の、噓……」

　言いつつ奈緒は、捷斗を見上げる瞳を潤うるませ、グッと唇を嚙んだ。

　まだ痛むのか、捷斗に打たれた腹部を押さえたままで。

　それから耐えかねたように、両りよう頰ほおを紅こう潮ちようさせて。

　絞り出すように。

　こう言った。




「噓……無理──────────好き……」




　瞬間。

　先ほどは脳裏にその輪郭が浮かぶも、形にするのを躊躇した、ひとつの言葉が今度こそ、捷斗の意識に閃ひらめいていた。

　先ほどまでとは、意味がいくらか変わってしまうが。




　いやあの、この娘こ……チョロすぎないか？
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「兄さんが天てん神じん奈な緒おに勝利しました。予想通りに」

　兄の転入初日の夜。

　寮の自室で、蘆あし屋や凜りん音ねはそう端たん的てきに、報告をした。

『そうか』

　と、冷たく聞こえるほど淡たん白ぱくに、目の前のガラステーブルに乗った一羽の鴉からすが、低い声で応答してくる。

『奴の様子は？』

「ひたすらに戸と惑まどっていました。なぜ自分ごときが超人に勝てたのかと。ですが、今後も任務を続行すれば、遅かれ早かれ自覚してくれるはずです。自分が本当は──」

　その未来を、待ち望んだ結果を想像し、凜音の口元には自然と笑みが浮かぶ。

　笑みを浮かべたままで、凜音は続ける。




「──現代最強・究極の魔術師であることを」




『そうか』

　と応じる、使い魔ごしの父の声は、やはり素そっ気けない。

　が、凜音は構わずさらに続ける。

「至高にして究極。最高にして最強。魔術師の長い歴史上を見渡しても、神話や伝説でも頼らねば比ひ肩けんしうる者なき、絶対の存在」

　それが自分の兄なのだ、と。

　誇ほこらしげに、崇あがめるように、あるいは恋する乙女おとめのごとく、凜音は謳うたう。

『今さら、否定はせんが』

　そんな凜音をどこか呆あきれた様子で、鴉は見つめた。

　それから改まった調子で言う。

『それはそれとしてだ、凜音』

「はい。なんでしょうか？　父さん」

　聞き返した凜音に対し、鴉はなぜか、しばらく沈ちん黙もくする。

　月つき坂さか校長でもこの場にいれば呼吸困難で卒そつ倒とうしかねないほど長く、重苦しい沈黙を取った後、ようやく父は小声で言った。

『………………………………どうしょ…………』

「はい？」

『ねえどうしよう凜音たんッッッ!?　パパどうすべき!?　ねえどうすべきこれ!?』

　使い魔の接続先が別人に入れ替わったわけではない。

　ひどく激しく醜みにくく取り乱してはいるが、無む駄だに渋しぶく貫かん禄ろくだけはある声質は、間違いなく父のそれである。

　父の剣幕に合わせてか鴉もバッサバッサと翼を広げて暴れ出すので、凜音も慌てた。

「おっ、落ち着いてください父さん！」

『だってだってだってぇえええええッッッ！』

「『だって』じゃないです今さら何言ってるんですかあと『たん』はやめてください気持ち悪いです！」

『…………っ、ふぇ……』

「いえガチ泣きも気持ち悪いですから本気で勘かん弁べんしてください」

　引き気味に冷たく言うと、鴉はシュンと大人しくなった。

「だいたいほぼ全部純度九十九％で、悪いのも原因も父さんじゃないですか」

『う……そこはその……九十％くらいはそうだけど……』

「百歩譲ゆずっても父さんが百％悪いです」

『なんで増えるの!?』

「なんで……？」

『アッ、スミマセンデシタ……私が全て悪いです……』

　カッと開かれた凜音の瞳どう孔こうに、鴉が気まずそうに視線をそらす。

『こないださ……』

　次いでそう切り出した鴉は、凜音をチラチラうかがいながら、チョンチョンと、翼の先をくっつけたり離したりしている。指先の代用だろうか。

「はい？」

『ちょっと試ためしに聞いてみたんだよね……』

「兄さんにですか？　何を？」

『アイツが今……何種類くらいの魔術使えるのかなあ、って……』

「へー。それはちょっと気になりますね」

　魔術師には、魔力量だとか戦闘力だとか、わかりやすく実力を数値化できる指標が乏とぼしい。

　同じ魔術の威力を比べようにも、個々人によって得意不得意の差が大きいし、数種類の魔術に特化したタイプもいれば、いくつもの魔術を操あやつり汎はん用よう性せいに長たけるタイプもいる。

　凜音はといえば、その両者のいいとこどりに近いタイプだ。

　ひとつひとつの魔術の規模や威力は並の特化型のそれを上回り、かつ並の汎用型以上に、扱あつかえる魔術の種類も豊富に備そなえている。

　便べん宜ぎ上じよう、有用とされている魔術の威い力りよくと、その種類の総合力を成績の基準とする魔術学校では、評価されやすい性質だ。それゆえ周囲からの評価も高い。

　もちろん実戦の状況次第では、総合点では劣おとっても、特定の分野に極端に特化した、尖とがったタイプが適てきする場面も多いことは弁わきまえている。

　が、それはそれとして他者、特にあの兄との数値比べとなると興味を引かれる。

　自分が兄に及ぶとは思っていないが、どの程度迫せまれているのかは気になるところだ。

　ちなみに、凜音の扱える魔術の種類は、効果の似たものを含めてもいいなら約三千種類ほどになる。同年代の魔術師と比較して、かなり優秀な部類と考えても、自うぬ惚ぼれとまでは言えないはずだ。

「それで、兄さんは今どれくらいだったんです？」

『一〇万七千四百二十九』

「…………は？」

『一〇万七千四百二十九種類だってサ。似たような効果の魔術も含めていいならとか、恥はずかしそうに付け加えてたけどネ！』

「…………………………あぅ」

　桁けたが違う、という言葉を文字通りの意味で実感したのは初めてだった。

　一〇万って何。

　そもそもそんなに魔術の種類ってあるの？　何冊の魔導書をどういう速度で読破すればそんなことに。

『ホント何なのアイツ……魔術を英単語か何かと勘違いしているの……？』

「英検一級でも必要な語ご彙い数すうは二、三万だったはずですが……」

　何が一番恐ろしいかといえば、兄がそのちょっと意味のわからない数字を『魔術師一般の平均を大きく下回っている』と考えているだろうことだ。

　それくらい根本的なところから、兄は自分の実力を、普通とは逆の意味で勘違いし続けている。

　そしてその原因こそ、鴉の頭を抱えさせている蘆屋家当主・父にある。

　まあ本人も、まさかここまでこじれた事態になるとは想像だにしていなかったようではあるが。

『はあ……やっぱ今からでも呼び戻そうかな……』

「いいんですか？　今日の戦いを見て確信しましたけど、やっぱりこの任務、兄さん以外にこなせる人なんていないと思いますよ？」

『うぐ……それはそれで困る……』

　現状、超人と魔術師、各々の勢力のパワーバランスは、おそらくは兄が考えているよりもずっと魔術師側に分ぶが悪い。

　まず個人レベルで、魔術師としては比較的優秀な部類である凜音ですら、ひいき目に見積もっても、学園諸島内の超人の過半数には勝てない。

　加えて超人側は年々、その数を増している。

　すでに魔術師以上の人口に達しているとする推測値もあるし、魔術師は急激に増えたりはしないため、遅かれ早かれ質でも量でも負ける。

　魔術師側の強みは、世界中の有力者に持つコネクションだが、それも絶対ではない。

　徐じよ々じよにその手の利権が蚕さん食しよくされつつあることは、先進諸国主導でこの人工諸島が完成していることからも、明らかだ。

　ここに噂うわさの兵器の存在まで現実味を帯おびてくるとなると、こちらも同等の『兵器』と呼べる存在を投入するしかない。

「その『兵器』本人に自覚がないのが、ややこしいところなわけですが」

『そこをあの、なんとかそのー……、無自覚を貫つらぬいていただく方向で進めていただくわけには……？』

「無理です」

　おうかがいを立てるような父に、凜音はにっこり切り返してやる。

　鴉はがっくり肩（？）を落とした。

　父は諸もろ々もろの事情から、兄に自身の実力を自覚してほしくないと考えているが、背に腹は代えられず、兄が実力を自覚するリスクを看かん過かしているのが現状だ。

　が、凜音はといえば、いい加減、兄には自覚してほしいと思っている。

　そもそも今までがおかしかったのだ。

　このことを知らないあの嫌味な、腹違いの兄弟姉妹にも、兄の実力を知ってたっぷり反省してもらいたい。

　歪ゆがみが正される日はもう、すぐそこにまで近づいている。

　結論からいえば、凜音のそんな考えは──極きわめて甘いものだったと、そう言わざるをえないわけだが。
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「おはよう」

「………………」

　朝。

　捷しよう斗とが隣となりの席に声をかけると、相手にはすっと視線を外され、無視された。

　近づくな。

　話しかけるな。

　なんにも聞くな。

　頰ほお杖づえをつき窓の方を向いた天神奈緒の背中は、全力でそう言っている。

　──昨日。

　不用意な言葉を漏もらした直後、奈緒はたちまち顔を真まっ赤かにして、ぱくぱくと何事か言い訳めいた何かを発しようと努め、しかしそれにも失敗した様子で、立ち上がるや否いなや凄すさまじい速度で去っていった。

　一応は勝負に勝ったのに、ポイントを持ち逃げされた形ではあるが、捷斗の目的はそこにない。そもそも捷斗自身も大混乱の真まっ只ただ中なかで、彼女を追いかける気力はなかった。

　横で凜音が何か言っていた気もするが、覚えていない。

　食事を取ったかどうかも定かではなく、寮監の案内でなんとか自室に辿たどり着つき、そのまま眠った。

　なぜ、自分は天神奈緒に勝てたのか。

　いまだに答えは見つからず、昨日のアレは夢だったのではとすら本気で疑っているが、目の前の奈緒の反応を見るに、どうも夢ではないらしい。




『噓うそ……無理──────────好き……』




　あの言葉を素直に受け取るのなら、ちょっとした告白である。

　が、百歩譲って何らかの奇跡が重なり、捷斗が奈緒に勝てたところまでをよしとして、何がどうしてどうねじれたらあの場でそんな台詞せりふが出てくるのか。

　勝負とはいえ捷斗がやった行為といえば、奈緒への暴力ひとつだ。

　いわゆる腹パンである。

　それで仮に捷斗に惚ほれたのだとしたら、論理的に導き出せる解答はひとつだ。

　だから、遠慮がちにではあるが、捷斗は奈緒にこう聞いた。

「すまない。失礼かもしれないが────君はドＭか？」

「ホントに失礼なんだけど!?」

　ほかに考えられなかったとはいえ、さすがにあんまりな質問だったか、奈緒は一切こちらを無視する姿勢から一転、顔を赤くし抗議の声を上げた。

　唯一順位が明らかになっている高ランカー、それも学内３位ともなれば注目度は高いのか、クラスメイトたちの視線がこちらに集まる。

　腰こしを浮かせていた奈緒は、それを見て気まずそうに座り直し、声を潜ひそめた。

「な、なんなのいきなり」

「それはこちらの台詞のような……なんだったんだ？　昨日のアレは」

「う……や、やっぱり聞こえてた？」

「まだ聞き間違いの可能性も疑ってはいたが、その反応を見るにそうでもなさそうだ」

　捷斗が言うと、奈緒は「うー……」と小さく唸うなりながら、黒髪の襟えり足あしを落ち着きなく指で弄もてあそび、ちらちらと捷斗を見る。

「ア、アレは、ちょっとびっくりしたっていうか……思わず口から出ちゃっただけっていうか……だからその、別に告白とかそういうアレじゃなくて……そもそもアンタのことまだよく知らないし……」

「そのよく知らない相手にあんな言葉を漏らす理由がわからないんだが」

「っ、しょ、しょーがないでしょ!?　つい、思わず、まさかだって、ホントにアタシより強い男子がいるなんて思っ──」

「待っ」

「──ぁむっ!?」

　不用意に飛び出した、奈緒の迂う闊かつな発言をとっさに、彼女の口を手で覆おおうことで阻はばむ。

「むぁっ、むっ、むむーっっ！」

　耳まで真っ赤になった奈緒が抵抗してくるが、それを力ずくで押さえこみつつ、おそるおそる周囲を見回す。

　……どうやら、手遅れだった。

「『アタシより強い』って……え、天神さんより？　転入生が？」

「彼女、３位だろ？　ランク落としたなんて噂も聞いてない、よな？」

「いや、落ちてたとしても、アレより強いって、それだけでヤバくね？」

「人間じゃないな」

　まずい。

　この先どう動くにせよ、過度に学内での注目度が上がるのは避さけたいのだが。

　まして『学内３位』などという称号、下手をすればほかの高ランカーに狙ねらわれる羽は目めになるリスクもある。

　奈緒には能力的な相あい性しようの問題で挑いどまなかっただけという生徒もいるかもしれないし、そうでなくとも捷斗の能力や才能を探ろうと周囲を嗅かぎ回まわられることになり、魔術師としての正体が露見する可能性も増す。

　そして仮に、何かの奇跡で奈緒に勝てたことが事実だとしても、捷斗にこれ以上ほかの超人の相手が務まるわけがない。

　この場は誤ご魔ま化かすべきだが、さてどのように。

「おうショート。あれから早速天神に挑んだのか？」

「杉すぎ原はら……？」

　と、打つ手を考えている間に、杉原がやけににこやかに近づいてくる。

「いや強かっただろ？　そいつ実は、『モングラ』内でもそこそこ名の通ったプレイヤーらしいぜ？」

　……モングラ？　バングラデシュの港の名前がなぜここで？

「なんだよゲームの話か」

「……ああ、よくＣＭやってるアレ？」

「びっくりした。まあそうよね」

「覚かく醒せいしたばかりでそうそう、天神さんに勝てる人がいるわけないもんね」

「天神さんもゲームとかするんだ……」

　唐とう突とつな遠方の地名の話に戸惑っていた捷斗だが、続くクラスメイトたちの声とため息に、杉原の意図を察さつした。

「知ってたのか杉原。知ってたなら昨日警告してくれればよかったのに。ギリギリで勝てたけど、危うくやられるところだったよ」

　モングラとはおそらく、対戦ゲームの略称か何かなのだろう。

　どうやら杉原は捷斗の置かれた状況を察して助け船を出してくれたらしい。この男に借りを作るのは後が怖い気もするが、ひとまずそのアシストには乗っておく。

　捷斗の返しを受けて、杉原も続けて応じてくれた。

「悪ぃ悪ぃ、でも変に身構えるより、素すで対戦した相手がすげえ強つええ方が、なんつーか、貴重な拾ひろいもんしたみたいな気分で燃えるだろ？」

「まあ、そうかもな」

　正直よくわからないが。

　と、そこまで話したところで十六夜いざよい教諭が教室へ入ってくる。

「はぁ～い、みんなおはよ～」

「っと。先生来ちまった。この続きはまた後でな？」

「……ああ」

　詳細は自分にだけ聞かせろということか、意味深な視線を投げてよこし、杉原は自分の机へと戻っていく。

　今のでクラスメイト全員の注目がそらせたかはわからないが、少なくとも状況がマシにはなったはずだ。

「ほふ……」

　と、至近距離で間の抜けた声がした。

　忘れていた、と慌てて、捷斗は奈緒の口を塞ふさいでいた手を離す。

　酸さん欠けつにでもなってしまったのか、奈緒は焦点の定まりきらない眼差しで宙を見つめ、何か小さく呟つぶやいている。口元に笑みを浮かべて。

「……すご……全然、びくとも……アタシより力、強……へ、えへへ……」

　……………………やっぱりドＭなのではないだろうか。

　そんな一いち抹まつの疑念を胸に残して、二日目の朝は穏おだやかに過ぎていった。
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「な、なんかごめん。つい大声上げちゃって……」

「こちらこそ。不用意な話題だった」

　昼休み。

　昨日と同じく中庭の一角で、昼食がてら話をすることになり、奈緒の謝罪へそう返す。

　実際、我ながら迂闊だったと捷斗は反省している。

　話題が話題だけに奈緒が動揺して不用意な発言をしてしまうことは予想しておくべきだったし、そもそも奈緒に捷斗との勝負の結果を隠す動機はない。

　存外、自分もまだ、昨日の一件の不可解さを上手く消化できていないのかもしれない。

「何かあったんですか？」

「まあ、少しな」

　日焼け対策か日ひ傘がさを差し、人工芝に座る妹にはどう説明したものだろう。ちなみに奈緒の『氣き』の運用は紫外線にも対抗できるらしく、強い陽ひ射ざしの中でもさほど気にしていないようである。

　凜音は軽く小首を傾かしげ、やや離れた位置にあぐらをかいた人物を見る。

「その『少し』は、この人がなぜか同席している理由にも関係が？」

「そういうこった」

　と、購買のコロッケパンの封を開けながら応じたのは、杉原である。

　迂闊の代だい償しようとして、彼には最低限、事情を説明する必要に迫られた。もちろん下手に誤魔化せば『やっぱり本当に勝ったらしい』旨むねの噂を流されることになるだろう。

　まあ説明とはいっても、

「朝のお前らの会話と様子を総合すると要するに、あの後、お前は天神に勝負を挑んでしかも、勝った。おまけに天神はショート、お前に惚れちまったとかそんなところか？」

　見事に概要はバレているわけだが。

「……勝負とその結果はともかく、どうして彼女が俺に『惚れた』なんて発想が出てくるんだ？」

　直じかに告白じみた言葉を受けた捷斗でさえ、いまだ半信半疑だというのに。

　が、杉原は「ハ」とシニカルな笑みをひとつ浮かべる。

「いっつも仏ぶつ頂ちよう面づらで退たい屈くつそうにしてた女が、いかにも『恋する乙女』って感じの挙きよ動どう不ふ審しんさでオロオロしてりゃ誰でもわかるわ」

「恋する乙女＝挙動不審という等式には、本来なら同じ乙女として異議を申し立てたいところですが……」

　自然と三人の視線が奈緒に集まると、奈緒は居心地悪そうに、襟足を指先でいじくり始めた。

「な、何。べ、別に、普通にしてるつもりだけど？」

「へえ。まあよかったじゃねーの。ようやくお前が守ってもらえる側になれるくらいの、理想の王子サマが現れて」

「……は、はあーっ!?　ちょ、なっ、にゃに言っ……な、なんの話か全然わからないんだけど!?」

　明らかに面白がった様子の杉原の言葉に、奈緒が頓とん狂きような声とともに立ち上がり、顔を真っ赤にして視線を泳がせる。いよいよ挙動不審である。

　凜音も「言っちゃうんですか……」と呆れたように漏らすが、正直にいえば、捷斗はまるでこのやり取りの流れについていけていない。

「……なんの話だ？」

「おう。こりゃ見た目通りの朴ぼく念ねん仁じんだなお前の兄貴」

「むぅ。否定はできませんけど……」

　どうもこの二人と、奈緒本人にも心当たりはあるらしいのだが。

　眉をひそめて首を傾げる捷斗に、杉原はもったいぶるようにコロッケパンを一口かじって、行儀よくすべて飲みこんでから、改めて口を開いた。

「順を追って俺の推理を話すとだ。まずショート、お前は昨日、コイツに勝った」

「……まあ、な」

　やはり自分でも半信半疑なため、返答の歯切れはつい悪くなる。が、勝てたのが不思議なほどの相手になぜ勝負を挑んだのか、などという疑念をこの男に持たれると厄やつ介かいだ。ここは肯定せざるをえない。

「で、どちらも大した怪け我がを負った様子はない。保健室の医療カプセルに運ばれた奴がいるなんて情報もないしな。どっちかが大怪我を治せるような能力持ちだって可能性もあるにはあるが」

「さすがに能力については」

「そこまで虫のいい期待しちゃいねえよ。軽傷で済すむ勝負のパターンってのは要するに、精神攻撃系か、あるいは片方が相手を圧倒できるくらいの力を持つかが相場だろう。勝ったのがお前なんだから当然、お前の能力は精神攻撃系、あるいは天神を圧倒するほどの何かだと予想できる。天神のこのザマを見るに、一見前者、タチの悪い洗脳か何かを想像したくもなるが──」

「……ザ、ザマとは何よザマとは」

　不満そうに口を尖らせる奈緒を、さらりと無視して杉原は続ける。

　そこで掲げたのは、例のスマホだ。

「コイツの以前の行動の動機が予想通りなら、そこらへんも後者で十分説明できる」

「……そうなのか？」

　スマホを掲げているのは、奈緒の『順位情報自ら流出』の件を暗に示しているのだろう。捷斗に辿り着けた推論だ。杉原が当然のように辿り着けていても、そこに不思議はない。

　が、おそらくは同じ情報量で、杉原や凜音には見えて捷斗には見えていないものがあるらしい。

「天神は『正面切っての勝負』ないし、『不意打ち含め自分に挑んでくる相手』を求めていただろうことくらいは、お前にも読めてるんだろ？」

「一応は」

「じゃあ、そういった相手を求める理由については？」

「戦闘それ自体に楽しみを見出す……くらいしか思いつかなかったが」

「そこが朴念仁たる由ゆ縁えんだなあ」

「耳が痛い」

　朴念仁を繰り返されると、ようやく捷斗にも正解の輪りん郭かくくらいは摑つかめてきた。

　捷斗がその発想を持つのに疎うとい分野、すなわち色いろ恋こい沙ざ汰たではないだろうか。

「まだわからないな。俺が疎い、つまり色恋沙汰だという予想はつくが、一般論でいえば、色恋と暴力を伴ともなう勝負とは、対極にあるものでは？」

「ところがおそらく天神の場合は密接なんだろうよ。ヒントをやる。ひとつ、仮定してみろ。天神奈緒が実は、なんつーんだ、ほら、自分を守ってくれる白馬の王子サマに憧あこがれる、ベッタベタな乙女趣味のオンナノコだったとしたら？」

　言われて、捷斗は仮定に基もとづいた推論を試こころみる。

　いわゆるアレだろうか、社会学や心理学、性科学の分野で言われるところの、本能的に多くの男性には「守りたい」という潜在意識があり、女性には逆に「守られたい」という意識があるというような話。ステレオタイプの決めつけではあるけども。

　捷斗にも異性を守るというシチュエーションへの憧れがないではないし、奈緒が逆の願望を抱いていても別に、そこまで不思議ではない。

「その手の願望が恥ずかしい、否定される謂いわれのあるもんだとも思わねーが、天神の場合、その憧れを叶かなえるにはまずい障害が発生する」

「覚醒か。たしかに、彼女の場合は……」

　超人としての覚醒。

　しかもその才能は、超人的な中国武術家としてのそれだ。

　氣という概念を仮想……いや、彼女の場合は真実、存在するものとして感じ取れているのかもしれないが、それを体内で練ねり上あげ巡めぐらせることで、文字通り超人的な肉体の頑強さや、身体能力を発はつ揮きできる。

　当然、そんな彼女を「守れる男」なんて存在の到とう来らいは期待しようもない。暴ぼう漢かんに囲まれようがテロリストに攫さらわれようが、彼女なら自力でなんとかできてしまう。

「ま、希望を持てるとしたらせいぜい、同じ超人ぐらいのもんだろうよ」

「それが、彼女が合法的に自分以上の『強者』を探せるこの学校を選び、入学早々勝負を吹っかけ回った動機、そして実際に彼女より……強い、俺に出会い、あんな台詞を言った原因だと？」

　たしかに説明にはなる。

　だがそれが、命の危険もあるこの学校の制度に身を委ゆだねるほどの動機になるとは……と、捷斗が当の奈緒へと視線を向けると、

「……………………しぬ」

　彼女は耳まで真っ赤に染そめ上あげ、両手で顔を覆いぷるぷる震ふるえながら、その場にしゃがみこんでいた。

　杉原の推測が的まとを射いているとすれば、眼前で女性の秘められた心理を分析、暴露してしまったわけで、その反応もわからないではないが……マジか。

「だ、大丈夫ですよ奈緒先輩！　同じ女性としてお気持ちはわかります！」

「ふふ、ふ……いいよ別に笑ってくれて……ゴリラ女のくせにお姫様願望とか、恥ずかしい上におこがましいって……」

「うわ面倒くせえ。こりゃあれだな、小学生の頃に覚醒したせいで、怪力かなんかでクラスの男子に『ゴリラ女』とか、からかわれたトラウマ引きずってるタイプだわ」

「っ、るさいなぁ！　見てきたように言われると思い出すでしょ!?」

「ほらな？」

　他人のトラウマを正確に言い当てつつえぐる辺り、杉原の幼少期の方も気になり始めてしまうぐらいには良い性格をしている。初対面時の気さくな同級生の仮面を脱ぎ捨てて以来、杉原はわりと口も悪い。

「いいもん別に……どうせ……どうせ……」

　本当に当時を思い出してしまったのか、奈緒は地面にのの字を書いていじけ始める。

　が、杉原は心底面倒くさそうに顔をしかめて、

「うわあ、うぜえ。ったく。ほれ、言ってやれショート」

「は？　何を？」

「おめーが不思議そうなツラで今考えてることを、そのまんまだよ」

　もしかしてテレパシー系の能力でも持っているのか？　いやそれを不用意に匂におわせるタイプでもなさそうだが……と捷斗は杉原への警戒度を引き上げつつ、言われたままに考えていることを口に出す。一応、前置きとして言い訳も添そえて。

「人のトラウマなんてそれぞれだろうし、無神経な感想かもしれないが……別に、十分以上に『お姫様』として通用する可か憐れんな容姿をしているんだから、そこまで気にする必要もないのでは？　……と。これでいいのか？」

「……兄さんになんてこと言わせるんですか。そしてなんてこと考えてるんですか兄さん。完全に本音というのが伝わるやり取り含めてタチ悪いです」

　なぜか凜音が責める口調でそう口を挟はさみ、「ああもう、ほら」と、奈緒の方へと目を向けて、

「かっ……れ……そ、あり、……っ、にゃ……無理……」

　まだその余地があったのかと驚くくらい、さらに顔を真っ赤にした奈緒は、何か、言葉めいたものを発しようとして、途中で内部の回線でもショートしたかのようにへなへなと、崩れ落ちていった。

　ええと。なんだこれ。

　困惑する捷斗の肩に、杉原が訳知り顔で手を載せてくる。

「いいことを教えてやろう。顔のいい女全員が自分でもそれ自覚してるっつーのは、童貞の妄想かブスの僻ひがみだ。『自分で自分を可愛かわいいとか思う女は悪』って風潮のせいもあるんだろうが、奴ら存外、マジで自覚がないのも多い。口く説どくなら狙い目だ」

「お、おう。そうなのか……？」

「ちなみにがっつり自覚して、自覚した上で女のコミュニティから排はい除じよされないよう巧たくみに立ち回れるタイプには注意しろ。死ぬぞ」
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「死ぬのか……」

「ああ、死ぬ……主おもに経済的にな……」

　過去に何があったのやら、遠い目をする杉原だった。

　しかしこれで、一応は奈緒のあの告白じみた言葉の理由はわかった。

　捷斗は腰を上げ、校舎に向けて歩き出す。

「あ、おい。どこ行くんだ？」

「トイレだ。そのまま教室へ戻るよ。もうすぐ昼休みも終わる」

「そりゃねえだろ。せめて振っていけよそれ。ここまで聞いといて生殺しか？」

　杉原が顎あごをクイと振って示すのは、『振っていけ』という単語にビクリと反応した奈緒だろうか。

「振るも何も、別に交際を申し込まれたわけではないし」

「じゃあ申し込まれたと仮定した上で、どうよ。見込みがねえなら今のうちに引導渡しといてやんねぇと、こじれるぞ」

　こじらせたことがありそうな口調で杉原は言う。

　捷斗は少し、言葉を選んで逡しゆん巡じゆんしてから、改めて口を開いた。

「気の迷いでないなら、素直に気持ちは嬉うれしいし、光栄だ。ただ、相手が誰だろうと、今は男女交際をする余裕がない。やることがある」

「うわ出たよ『今は』」

「……ダメなのか？」

「まあ、キープ的な意味合いが残るから普通はな」

「じゃあ未来永劫、無理だ」

「な、奈緒先輩!?　ちょ、お気をたしかに！」

　見ると、奈緒が胸を押さえて倒れ伏している。心臓発ほつ作さ……などではないとは、さすがにわかる。

　それを見た杉原が、顔を引ひき攣つらせて苦笑している。

「うっわお前えぐいな」

「……どうすれば正解なんだ」

「この手の問題に正解なんぞねえよ？」

　難しい。

　が、たとえ今のが奈緒を傷つけることになったのだとしても、撤てつ回かいする気はない。

　そもそも捷斗は、最終的に奈緒や、杉原をも殺すことを目もく論ろむ陣営の人間だ。個人的な恨うらみはないし、特別、精神面まで傷つけたいと思っているわけではないが、心身の健康を望んでやるほどの義理も必要もまた、ない。

「で、貴重な高校時代の青春フイにしてまで、やることってのは？」

「決まっている」

「そりゃ、上昇志向の強いこって」

　杉原の視点からすれば当然、転入早々学内３位に挑んだ捷斗の目標は、学内１位と予想しているはずだ。そう誤解させるよう言葉を選んだ。

　だから彼の返答は、望み通りのもののはずだった。

　だが、

「ま、ダチになったよしみだ。俺に害のない範囲でなら、ちったぁ協力してやるよ」

　そう申し出る杉原の笑みには、なぜだかほんの少しだけ、胸が痛んだ。
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「正直少し、意外でした」

「……何がだ？」

　放課後の商業区。

　超人も含めた一般的な高校生の寄り道先としては定番のひとつだという、カラオケ店の個室に腰を落ち着けるなり、凜音は唐突な感想を漏らした。

　首を傾げた捷斗に、凜音はアイスティーを少しストローで吸い上げてから、湿しめった唇くちびるを開く。

「兄さんなら、奈緒先輩との交際を承しよう諾だくして、任務に利用するのかと」

「そこまで器用な真ま似ねは無理だ」

　たしかに、ハニートラップとまでいかずとも、敵対する陣営の異性と関係を築き、さまざまな情報を提供してもらうというのは、諜ちよう報ほう戦せんにおける常じよう套とう手しゆ段だんではある。

　だが、転入したばかりで学内の有名人とそういう関係になるのは、いかにも注目を集めそうで際きわどい。

　第一、

「俺はこの手の繊せん細さいな任務には不ふ慣なれだ。そもそも、まともな学生生活さえ送ったことがないんだ。下手に交友関係を広げて、敵陣営に情が移るようなリスクは避けた方が無ぶ難なんだろう」

「あー。そういえば兄さん、これまで在ざい籍せきしていた学校には、月に数度しか通っていないんでしたっけ」

　落ちこぼれである捷斗がこなせる任務は、ごく単純な、力押しで標的を排除するタイプが主だった。

　自然と派遣先は、細かい情報操作や政治的配慮のいらない紛争地帯や、治安の悪い土地ばかりだった。

　マフィアやテロ組織との『手早い』交渉をまとめる術すべの心得はあっても、同年代の少年少女と空間を共にする経験に乏しい。

　同じ魔術師でも、正規の魔術学校に通っていた凜音とは、その辺りからすでに差をつけられている。

「えーと。ちなみに、兄さん、お友達とかって……？」

「…………」

　言われて、そう呼んでもよさそうな人物たちの顔を思い浮かべ、一本、二本、三本と指折り数えていく。そして気づいた。

「いないな」

「指折りの意味は!?」

「ジャックは砲弾で吹き飛んだらしいし、ヤンは幇パンの金を持ち逃げしてメコン川の底、ホセは留置場で『不幸な事故』があって死亡、依存症だったマルコはついにプレアデス星人との交信を成功させて、一生鉄てつ格ごう子しつきの病室暮らし」

「……あぅ」

　いい奴らだった、かなあ……？　と、美点を思い出すのに苦労するチンピラたちの顔を思い出していると、凜音は応答に窮きゆうした様子だった。

　末まつ路ろは全員わりと弁護の余よ地ちもなくそれぞれ自業自得だし、友達とはいっても一週間以上の時間を共有した者はなく、友達と呼んでいいかは判断に迷うところなので、それほど気遣ってもらう必要はないのだが。

　要するにまともな友達がいた経験がないわけで、正直、さらりと自分を「ダチ」と呼んだ杉原に対し、良心の呵か責しやくを覚えたのも、そこに妙な感かん慨がいがあったからだろう。

「いかんせん免疫がない。下手に男女交際なんて始めて、相手に情が湧わいたら目も当てられない」

　良心が痛んでしまっている、という意味では、奈緒の気持ちを拒こばんだ現状もそうではあるが、そもそも奈緒の気持ちは、半なかば到とう来らいを諦あきらめていたのだろう『彼女以上の強者』の出現が理由の、衝動的なものである。

　その点でいえば捷斗個人が特別なわけではなく、しかも、捷斗は自分が彼女に勝てたこと自体、何かの間違いだとしか思えていない。

「騙だます罪悪感に加えて、自分は彼女に相応ふさわしくない、なんて違和感まで抱えながら、同時に任務をこなしていく自信がない。自信がないなら、そういう不確実な選択肢は慎つつしんだ方が、かえって合理的だろう？」

「相応しくない、ですか。……でも兄さんも、さすがにもう、薄々気づいてるんじゃないですか？」

「なんの話だ？」

　ぎくりと、内心でひやりとしながら、平静を装って聞き返す。

　しかし凜音は、まるでお見通しだとでも言うように、蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべる。

　妹とはいえ、直接の血の繋つながりはなく、魔術学校の寮に入っていた彼女と一緒に過すごした期間も、実はあまり長くない。会う度に洗練されていく容よう姿しに動揺を覚えていたりもするので、二人きりの密室でそういう表情をされるのは、こう、とても心臓に悪い。

「当然、一番初めに検けん討とうすべき可能性について、です」

「つまり？」

「兄さんが奈緒先輩に圧勝できたのは、まやかしでも手違いでも奇跡でもなく、純粋に、両者の実力差が出た結果──兄さんが真実、奈緒先輩より強いという可能性です」

「…………まあ、そう考えるのは自然か」

　凜音がこのように、捷斗を持ち上げるような発言をすること自体は、今に始まったことではない。

　むしろ幼少期から、「兄さんにもちゃんと才能がある」「きっと遅咲きなだけ」「やればできる」「まだ本気出してないだけ」「……いや本気出したら本当に凄すごいじゃないですか」「なんで自覚ないんですか!?」「いい加減そろそろ気づきません!?」「兄さんは最強なんです本当はっ！」などなど、事あるごとに励はげまし続けてくれていた。

　ここ最近はそれがちょっと行き過ぎている気はするし、兄弟姉妹の間でも「また凜音がいつもの発作を起こした」程度にあしらわれているのだが、しかし今回ばかりは、捷斗としても真ま面じ目めに検討せざるをえない。

　何しろ状況が状況だ。

　奈緒の動機と照らし合わせれば、彼女が、捷斗に自信を持たせようとしてくれたいつかの凜音のように、わざと負けてくれたとは考えにくい。

　であるならば、認めざるをえない。

「認めざるをえないが、彼女が学内３位だったというのも、間違いないわけで」

　呟きつつ、自分のスマホを取り出して見つめる。

　例のアプリを起動すれば、そこには『３位』という順位と、膨ぼう大だいなポイントの数値が表示されるはずだった。結局今日、「負けた以上は」と律りち儀ぎに奈緒が、ポイントを奪わせてくれたのだ。

　本音を言えば、このことが漏れて注目されるリスクがあるのでいらないのだが、１位を目指すとほのめかした手前、断ることもできなかった。

　捷斗が困っている姿に、どこかワクワクとした表情で、凜音が期待の眼差しを向けてくる。

　自分と同じ結論に捷斗が辿り着くのを待っているのだろうが、なんとも人が悪い。

　それらしき結論に辿り着いてはいるが、結論が正しければこれは、色々と困る。

「俺が、天神奈緒より強い。そして彼女は、まぎれもなくあの、恐らくは戦闘向きの超人だらけの学内で、３位だった。だとするなら」

「だとするなら？」

「結論はひとつだ」

「はいっ！　その通り！　ではその結論をどうぞ！」

　やたらとウキウキ目を輝かせる凜音の正面で、捷斗は仕方なく、その結論を口にする。




「つまり、この学内順位は──正しく生徒の実力を、反映してはいない」




「そう！　ついに認めてくれましたね！　そうです兄さんは実は現代最……………………………………え、今、なんて言いました？」

「だから、学内順位はまるで当てにならないということだろう？」

「どうしてそうなっちゃうんですか──────!?」

　なぜか、凜音は周囲の部屋から漏れ聞こえてくる歌声をかき消すような大声を上げ、目の前のテーブルに両手を突いた。そのままグイと、顔を近づけてくる。

　あれ。てっきり同じ結論に辿り着いていると思ったのだが。

「俺は魔術師の中でも最弱クラス。だが超人はおおむね魔術師より戦闘能力に秀ひいでている。たった一校の内側での話とはいえ、天神はその超人の中で３位という高順位だった。そんな彼女に、魔術師の中でさえ最弱の俺が勝てた。……つまり、順位自体が間違っていて、彼女は実際には、超人の中でもかなり下位の部類ということでは？」

「いやいやいや。いやいやいやいやいや。待っ、落ち着いて考え直してください兄さん、もっと、もっと簡単な結論があるでしょう!?」

「…………すまん、俺にはこれ以上は見当も。だが、それなりに妥だ当とうな仮説では」

　考えてみれば、あの学内順位は、制度の特性上、実力を正確に反映しようがないのだ。

　五億円を目指す上で、リスクを減らすためには、卒業間際までおおっぴらな戦闘は避けるのが戦略として合理的だし。

　奈緒がいくら暴れ回ったとしても、おいそれと釣つられる者ばかりではなかったのだ。

「い、いやいや。でもだって、奈緒先輩が自分の順位を公開したのは、去年の三年生が卒業する前ですよ？　時期的に、少なくとも三年生は、奈緒先輩を狙ったはずじゃないですか」

「噂の中で彼女の強さが誇張されすぎたんだろう。何しろ挑んだ連中──恐らく軽率に行動した、天神よりさらに下位の超人だろうが──は、みな何もできずに負けている。彼女の肉体の守りは、どんな攻撃でも突破できないと錯さつ覚かくしても不思議じゃない。実際は俺の拳こぶし程度で突破できたわけだが」

「いえあの、機関銃だの戦車砲だの防ふせげる時点で、十分どんな攻撃でも突破できなさそうなんですが……」

「ははは。それくらい、俺でも簡単な障しよう壁へきひとつで防げるし、拳どころかデコピンでも同じ威力は出せるぞ？」

「あー、うー、だからもうっ！」

　がしがしと頭をかいて、凜音は捷斗の鼻先に指を突きつける。

「いいですか兄さん、気軽に言ってくれてますが、戦車砲並みの運動エネルギーを任意に発生させる、あるいは防御するなんて、優すぐれた魔術師でも本来事前にかなり入念な準備と複雑な手順を必要とする、結構な大魔術なんですからね!?」

「はは。で、天神を過大評価しすぎた三年生たちのほとんどは、迂闊に挑むのを控えたわけだ。１位ならともかく３位じゃあ、一か八かで狙うほどの旨うま味みまではないしな」

「さらりと流さないでくれません!?」

　凜音はたまに、冗談のセンスがおかしい。

　それはいつものことなので、笑って流しておく。

　いささか奈緒に対して失礼な推論ではあるが……いや、彼女は別に自分の強さを誇っておらず、むしろ疎うとましく思っているようなので、聞かせれば喜ぶか。

「ひゃ、百歩譲ってその推論が正しいとして、なら、どうして父さんたち……『円えん卓たく』は天神奈緒を狙うように命じたんでしょう。彼女が要注意人物だから、真まっ先さきに情報をほしがったんですよ？」

「そう。そこが問題だ」

　仮に、実際には奈緒が『円卓』が注意すべき脅きよう威いではないとすれば、捷斗たち魔術師陣営は、すでに情報戦の段階で、超人側に後れを取っていることになる。

「一度、父さんに報告しておくべきだろうな。どこで欺ぎ瞞まん情報に引っかかったのか。下手をすれば『円卓』内にスパイが潜もぐり込こんで、かつ情報を操作できるだけの地位を築いている可能性がある」

　事によれば、統合生徒会側が霧きり咲さき坂ざか高校内の実力者に、下手に制度に乗って動かないよう指示している可能性さえ考えられる。

　捷斗や凜音のような潜入者の目から実力者を隠す意味は大きいし、奈緒のような仮かり初そめの高ランカーにばかり注目させることもできるだろう。

　何なら、本物の実力者には動かない代わりに五億くらい渡していても、あの制度の賞金の出どころを考慮に入れれば、不思議ではない。

「いえ、絶対その必要ないんですけど」

「とにかく、その上で次の標的を考えないとな。今度こそ本物の実力者を」

「もしもーし？」

　少し話しすぎたか、喉のどの渇かわきを覚えてテーブルの上に手を伸ばすと、いつの間にかグラスが空からになってしまっているのに気づいた。話しながら無意識に飲んでいたらしい。

「あのですね兄さん。この際、改めてはっきり言っておきますが」

　凜音のグラスも同様に空だった。

　自分のそれと一緒に摑んで、立ち上がる。

「兄さんはまぎれもなく現代最強の魔術師なんです。そろそろ自覚を」

「飲み物取ってくるけど、何がいい？」

「え、あ、じゃあコーラを──じゃなくって！　いやちょ、聞いてくだ」

　ぱたんと遮しや音おん性せいの高いドアで妹の声を遮さえぎりつつ、捷斗はどうしたものかと首を振る。

　凜音のああいう、自分や周囲が本来ありえない存在──前世での運命の縁えんがあるとか、正体は異世界の勇者や魔王であるとか吹ふい聴ちようするのと同種の悪あく癖へきには、正直困る。

　さすがにそろそろやめさせないと、うっかり外でもあんなことを口走り、孤立してしまうのではないかと心配だ。

　いわゆる中二病を治す魔術とか、あるんだろうか。

　報告ついでに父に聞いてみようかと考えつつ、捷斗はドリンクバーへと向かった。
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　ドリンクバーから戻る途中、背後からタタタと、小走りで近づいてくる気配があった。

　道を空けようと廊下の端はしに寄ったのだが、気配はなぜかついてきて、

「た、助けてくださいっ！」

　という小さな声と共に、背中にすがりついてきた。

　首を巡らせて見れば金髪、青い瞳ひとみの少女が、瞳を潤うるませ、長い睫まつ毛げを震わせながら、こちらを見上げている。

　着ている制服は、霧咲坂高校のそれだ。リボンの色は凜音と同じ青。一年生らしい。

「どうし──」

「おいおい、何も逃げることねーだろー？」

　投げかけようとした質問は、新たな声に遮られたので飲み込んだ。

　質問を続ける必要自体もなくなった。

　見知らぬ一年生がいま駆かけてきた廊下の先には、やけにトゲトゲした髪型の他校生が、三人ほど現れている。

　捷斗のブレザーの腰の辺りを摑む手から伝わってきた、ビクリという震えから考えて、あの連中が、先の言葉の原因だろう。

「うちの後輩が何か？」

　一年生を背後に庇かばいつつ、同じ高校らしいことを材料にそう問いかける。

　暗に『関係ねーだろ』的な常じよう套とう句くを封じるつもりでの牽けん制せいだったのだが、

「あ？　誰お前？　関係ねーだろ」

　どうもそうした、繊せん細さいなニュアンスを汲くみ取とってくれる手合いではないらしい。

「彼女の先輩ですので。関係ならあるつもりです」

「でも彼氏ではねーべ？」

「心配せんでもー、ただのナンパなんでぇー、すっこんでろ？　雑ざ魚こ」

「ほらこっち来いよ。お友達も待ってんぞ？」

　と、顎をしゃくった彼らの背後には、さらに二人、どうやら他校生らしい女子生徒がいた。俯うつむいて、萎い縮しゆくした様子で身を寄せ合っており、望んで彼らと一緒にいるようにはとても見えない。

　少し、捷斗は考える。

　超人だらけのこの人工島で、霧咲坂高校生まで混じった女子を相手に強引なナンパとは、なかなか豪ごう胆たんな連中だ。

　よほど腕に自信があるのか、単なるバカか。

　……よくよく見れば三人とも頰がうっすら赤く、どうも飲酒しているらしい。国際色豊かとはいえ、たしか学園諸島の飲酒喫煙解禁は、一律二は十た歳ちからのはずだが。

　確認のために、捷斗は軽く、背後の一年生を振り返る。

「経けい緯いは？」

「い、いきなりあの人たちが、部屋に入ってきて……」

「酔よっ払ぱらいか」

「お酒くさかったので、たぶん……」

「制服に見覚えは？」

「し、私立の……たぶん超人向けの」

「厄介だな」

「っ、ご、ごめんなさ」

「ああいや、君に言ったんじゃないよ」

　短く息を呑のんで謝られてしまったので、落ち着かせるために作り笑いを浮かべる。

　三人組の振ふる舞まいや行動こそ、治安の悪い異国の酒場によく生息している、霊長目ヒト亜科マフィア属チンピラのそれだが、腐くさっても超人なら、捷斗ではかなりの高確率で歯が立たない。

　奈緒や彼女に負けた連中の例から考えるに、どうも超人の能力の下限は、こちらが想定しているよりだいぶ低い位置にあるらしいが、目の前のチンピラ三人がその下限付近にいると仮定するのは、希望的観測がすぎる。

　酔っているとはいえこんな無茶なナンパを決行する辺り、やはり最低一人は相応の実力者がいると覚悟しておくべきだ。

　となると、捷斗が取りうる選択肢は少ない。

　一、背後の彼女だけ連れて逃げる。

　二人見捨てることにはなるが、これが一番安全確実だ。幸か不幸かこの諸島内で転移魔術を使っても、勝手に超人としての才能によるものだと解釈してもらえる。統合生徒会には『超人的な手品師』という、汎用性の高い能力者として登録しているので、目撃者の証言からこちらの正体が露見するリスクは低い。

　二、懐ふところの銃を抜いて発砲。銃声を聞いた第三者の介かい入にゆうを期待する。

　カラオケ店という、大きな音がさほど不審がられない環境だけに微妙な選択肢だ。フロントにいる店員には伝わるだろうが、店員が超人とは限らないし、そうした第三者による妨害に彼らが逆上、より面倒な事態に発展するリスクもある。

　リスクを冒おかさないならば前者、そもそも特段、彼女たちを救う義理もないので、普通に見捨てて場を離れるという選択肢だって考慮には値あたいする。

　が、これはちょっとしたチャンスでもある。

　超人に、小細工でどこまで対抗できるかをたしかめる。

　ゆえに捷斗は、その小細工を実じつ践せんすることにした。

「おい、もしもーし？　何黙だまっちゃってんのセンパイさん？」

「へいへいセンパイびびってる…………………………う」

　捷斗を煽あおるように耳障りな声を上げていた一人が、不意に口を押さえ、廊下の壁に片手を突いた。

「や、べ……おっ、ぅぇ……」

「は？　うわダッサお前。あんくらいでもう酔ったんか」

「るせ……ちょ、どけ、俺トイ…………ぅろろろろろろろろろろろッ」

　青ざめた顔で壁伝いに歩こうとした男子は、仲間に軽く肩をぶつけた衝撃にすら耐えられなかったのか、その場で盛大に嘔おう吐とした。

　場の女性陣から悲鳴が上がり、残りの男子二人も、床から立ちこめる、アルコールと胃酸の混ざった臭気に眉をひそめる。

「うっわ、それはねーわお前、さすがに引…………っ」

「な、なんかこっちの酔いまで一気に冷…………ぅ、っ」

　仲間の醜しゆう態たいに文句を言おうとしていた二人も、言葉を途中で不自然に切ると、さっと背を向け歩き始める。

　スタスタと妙に颯さつ爽そうと、肩をぶつけ合うように先を急いでいた足音は、途中で小走りに変わり、やがて強く床を蹴けりつけ走る音へ。

　だがトイレのドアを開く音が聞こえるより先に、聞き苦しい苦く悶もんの声と、ビチャビチャ床へ液体をぶち撒まける音とが二組、折り重なって木こ霊だました。

「お、お客様!?　大丈夫ですか!?」

　というのは、惨状を見つけた店員の声だろう。

「酒は怖いな」

　と、捷斗は他ひ人と事ごとのように呟いて、背後の一年生を振り返る。

「今のうちに、逃げた方がいいんじゃないか？」

「え、え？　あの、はい、でもえ、な、なんで……？」

「なんでも何も、慣れない酒で失敗したんだろ？　もしくは食中毒か。せっかく自滅してくれたんだし、ほら、今のうち」

　自分は何もしていないことをアピールする意味も込め、両手に握にぎったプラスチックのグラスで、彼女の友人たちの方を示す。

「そ、そうだよ、行くよ姫っ！」

「帰ろ、ね！」

「う、うん」

　姫と呼ばれた一年生は、友人たちに急せかされてそちらへ向かう。途中でハッとしたように足を止めると振り返り、礼儀正しくペコリとお辞じ儀ぎをしてきた。

「あ、ありがとうございました……あ、その、助けようとしてくれて！」

　礼を言ってから、捷斗が助けたとは言えない状況だと気がついたようで、付け加えつつ顔を上げる。

「私、一年の姫ひめ琉る・ロシールドです。もし学校で会えたら、またっ！」

　ロシールド。

　その名に虚きよを突かれた捷斗が返事をする前に、姫琉は廊下の端でいまだにえずいているチンピラ男子から距離を取りつつ通り過ぎ、友人たちと小走りに去っていった。

　彼らが立ち直る前に自分たちも会計を済ませた方がよさそうだな、と捷斗も踵きびすを返し、廊下の角を曲がると、

「遅いから何をしてるのかと思えば」

　凜音が腕を組んで佇たたずんでいた。

「……見てたなら助けてくれればいいのに」

「必要なかったみたいですけど？」

「さっさと自滅してくれたしな」

　冗談っぽく言ってみると、凜音はハア、とため息をつく。

　それから、角の向こうのチンピラに聞こえないようにか、兄妹きようだいとはいえちょっとどうかと思う距離まで捷斗に顔を近づけて、囁ささやいてくる。

「で、今のはどんな『手品』なんです？」

　さすがに凜音は誤魔化せないなと、捷斗は苦笑を彼女に返した。
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「二日酔いの原因は知ってるか？」

「原因って……当然、お酒じゃないんですか？」

　寮へと帰る道すがら、捷斗は『種明かし』を凜音に始めた。

　商業区の喧けん噪そうを離れ、まだ寮の門限まで時間もあるおかげか、教育区画へと続く坂道の人通りはまばらである。

「ひと口に『酔い』といっても、中身は二種類に分けられる。ひとつは、アルコールそのものが原因のもの。アルコールは体内に入ると肝かん臓ぞうで分解されるが、その分解が間に合わずに血中アルコール濃度が高まると、脳や中枢神経の機能が低下する。要するに気分よく『酔っ払った』状態がこれだな。ひどくなると急性アルコール中毒だ」

「二日酔いはまた違う『酔い』ってことですか？」

「そう。肝臓で分解されたアルコールはまずアセトアルデヒドという物質になるが、こいつは頭痛や吐き気、喉の渇き、胸のむかつき……酒による不快感の原因だ。発がん性もある一種の毒だな」

「毒……」

　大人はなぜそんなものを、と言いたげな表情で凜音が呟く。

　まあ、大人には色々とあるのだろう。

「もちろん、この毒性に人体もちゃんと対策を持っている。肝臓内のアセトアルデヒド脱だつ水すい素そ酵こう素そが、アセトアルデヒドを無害な酢さく酸さんに分解する。ただ二日酔いっていうのは、この段階での分解が間に合わず、分解しきれていないアセトアルデヒドが血中を巡り、ひどい不快感に襲われる症状を指す」

「なるほど」

「これは余よ談だんだが、酒に強い弱いっていうのも、アルコール分解能の強弱、アセトアルデヒド分解能の強弱によって計四パターンに分けられたりする。

①両方が強い。なかなか酔っ払わないし、二日酔いにもならない酒豪。

②アルコール分解能は強いがアセトアルデヒド分解能は弱い。なかなか酔わないが、二日酔いには悩むタイプ。極端に後者だけ弱い場合、酒を飲んで気持ちよくなる前に不快感に襲われたりするんで、飲めるが酒は好きじゃないってタイプもこれだ。

③前者は弱いが後者は強い、②の逆。すぐに酔っ払ってしまうが、二日酔いにはならないタイプ。飲みの席ですぐ寝落ちしてしまう人は、このタイプが多い。特に女性の場合は変なトラブルに巻き込まれやすいから、飲まない方が無難だな。

④両方が弱い。完全な下げ戸こ。すぐ酔うし、二日酔いにもなる。あまり飲まない方がいいタイプだ。遺伝的にアジア人には多いな」

「……兄さん、なんでそんなに思いつく具体例が豊ほう富ふなんですか」

「……職業柄？」

　古今東西、酒場というのは地域の情報が集まりやすい。

　酒の魔力のおかげで口が軽くなる者も多く、任務の際、情報収集の足あし掛がかりとして利用しない手はないのだ。

　さすがに今回の任務では、対象の年齢層的にあまり有用な情報源とは呼べないのだが。

　しかし酒場での情報収集を円えん滑かつにするため培つちかった技術が、今回は役に立った。

「さっきのアレは、連中を俺の『手品』で、人じん為い的てきに②の特徴が極きよく端たんな体質に変えた感じだな。胃腸でのアルコールの吸収と、肝臓での分解を促そく進しんした上で、アセトアルデヒドに、分解されない性質を持たせた」

「ということは、血中のアセトアルデヒドの濃度だけが急激に上がるわけで……なるほど、唐突にひどい二日酔いに襲われることになったわけですね、あの人たち」

「そう。カラクリ自体は、いわゆる断酒薬……アセトアルデヒドの分解をブロック、酒を飲むと不快感に襲われるようにして、中毒者が自発的にアルコールから遠ざかるよう促うながす薬剤と似たようなもんだ」

　この種の小細工が超人にも有用だというのは、それなりに有ゆう益えきな情報だろう。

　まあ相手が飲酒しているというシチュエーションに限定されるし、全面的な戦争になった際に都合よく相手が体内に、この小細工を使えるだけのアルコールを残しておいてくれるかどうかといえば、望み薄だが。

「さらりと言ってますけど、またそんな、繊細かつ高度な魔……『手品』を、たいした準備もなく涼しい顔で」

　と、凜音は額ひたいに手を当て、頭痛をこらえるような顔で、よくわからないことを言う。

「この手のみみっちい技術に関心のある奴は多くないだろうが、別に、発想さえあれば誰にでも簡単な芸当だろう」

「いやあのですね……あー、なんと説明すればわかってもらえるのか……」

　一応、魔術という単語を避けて会話をしているせいか、凜音はもどかしそうに唸っている。申し訳ないが、何を言いたいのかわからなかった。

　そこでふと、何かを思いついた様子で凜音は、声を潜めて呟く。

「人体の機能をそこまで意い図と的てきにイジれるなら、心臓麻ま痺ひなり脳のう梗こう塞そくなりを引き起こさせて、兄さんなら簡単に超人たちを葬ほうむれるのでは……？」

「いやいや、精神への干渉を含めて、さすがにそういう直接的な危害には、連中の防衛機構が作用するだろ」

　心臓麻痺など、病死・突然死の誘発……呪殺は本来、魔術師が最も得意とするところである。

　が、残念ながら超人はそういった、魔術による直接的な干渉、中でも彼らの精神、肉体への危害に厄介な耐性を持つ。

　原因は不明で、一説には超人たちの保有する強烈な『固こ有ゆう干かん渉しよう場ば』が、魔術の干渉波を弾はじき返かえしてしまうとか。しかも呪術が持つ特性のせいか、失敗すると術者が自分のかけた呪いを自分で受けたりもする。

　捷斗のやったアレは、あくまで胃腸の内容物の吸収、肝臓の分解能という、本来人体にとって有益な機能を強化した上で、アセトアルデヒドそのものに、酵素によって分解されない特徴を持たせただけだ。

　害は、アセトアルデヒドによって間接的にもたらされただけであり、それすら通用するかどうかは博ばく打ちの要素も強かった。体内にアルコールがない捷斗では、たとえ呪じゆ詛そ返しを受けても気分が悪くなるリスクが低かったので実行しただけだった。

　どういう原理か超人の防衛機構は彼らにとっての『有害』『有益』を区別できるらしいし、たとえ間接的な干渉でも、命に直接係わる魔術が同じように通用するかはおおいに疑問だ。下手をすればこちらが死ぬ。

　第一、そんな手段で超人が滅ほろぼせるなら、とっくにほかの魔術師が試みているだろう。

「いえ兄さんはなんかそういう障壁すら易やす々やすと無自覚に突破してやがる可能性があるというか……騙されたと思って試しにやってみてはどうですかというか……」

「せっかく拾った命だ。さすがに、成算の低い賭かけで呪詛返しを受けるリスクは避けたいな」

「……まあ、そうなりますよね」

　命令ではなく提案の形とはいえ、ありえない可能性に賭けて命を使つかい潰つぶせとは、いよいよ凜音も悪の一族・蘆屋家の次期当主らしくなってきたのかもしれない。

　喜ぶべきか悲しむべきかは複雑だ。

「別に死ねという意味ではなくて、それを試して兄さんに実力を自覚してほしかっただけなんですけど」

「……お、おう。呪詛を返されても自分すら死なない、そんな実力を思い知れと」

「…………………………兄　話　解かい釈しやく　ひどい」

　何か気になることでもできたのか、凜音はスマホを取り出すと、ブラウザの検索窓にスッサササッと単語を打ち込み始めている。さすが女子高生、フリック入力が速い。

「と、ところでさっきの子、うちの一年生だったみたいだけど」

　そのまま凜音がＳＮＳ、たしかインサタだかいう写真投稿中心のサイトの、遠目にも無駄にオシャレ感の漂ただよう画像一覧を眺めブツブツ、それこそ呪詛じみた何かを呟き始めてしまったので、話題を変える。

　凜音はスマホから顔を上げ、軽く首を傾けて口を開いた。

「姫ひめちゃんですか？　同じクラスですけど」

「クラスメイトか。聞き間違いじゃなければ、ロシールドと名乗っていたが」

「はい。ロシールド家のお嬢様です」

　大したことではないかのように、凜音は答える。

　が、捷斗は軽く目を見張った。

「いや、ロシールドって、あのロシールドだよな？」

　凜音はむしろ捷斗の反応をこそ不思議そうに、首しゆ肯こうをひとつ。

「そうですよ？」

「世界の半分を牛ぎゆう耳じる最凶の『一般人』。ただひたすら莫ばく大だいな経済力でこっちの業界にすら対抗できる、あの？」

「ええ。霧咲坂高校学内ランキング制度、その賞金の出どころでもある金融界の魔王、あのロシールド家です」

「学園諸島の成立に不可欠だったとは聞いてるが……あの家にも超人がいたのか」

　ロシールド家。

　オカルト業界では陰いん謀ぼう論ろんの主役筆ひつ頭とうとして有名な、ドイツを本拠地とする金融財閥。

　その歴史は古く、躍進のきっかけは十九世紀、ナポレオン戦争にまつわる莫大な投資利益だという。ロシールド家が実質一人勝ちしたある戦いの顚てん末まつは、彼らの陰謀、策謀、謀略の成果であるとする見方も根強い。

　以来、時には兵器を売る死の商人として、時には与くみする勢力の資金源スポンサーとして、世界中の戦争、紛争、対立に直接間接陰かげに日向ひなたに干渉し、常に利益を上げて権勢を拡大し続けてきた。

　あらゆる国家と係わりを持ち、あらゆる組織と繋がっている、とさえ言われる。

　社会的に大きな事件の背後を追えば、もはやそこに存在するのは当然で、その陰謀を巡る議論の焦点は、彼らが係わっているか否かではなく、『どこまでが彼らの意図した結果なのか』に集まる程度には、巨大な存在である。

　魔術社会にとっても、近代魔術結社や秘密結社を通じて係わりを持ち、時に手を組み、時に殺し合ってきた相手だ。

『魔術』と『情報網』を武器に世界の半分を牛耳っているのが、捷斗の所属する『円卓』を含むいくつかの魔術組織なら。

『金』と『情報網』を武器に世界の残り半分を牛耳っているのが、彼ら、ロシールド家なのである。

　学園諸島の建設計画に当たって、当然、魔術組織はそれを妨害しようとしていたが、工作も虚むなしく完成に至ってしまった原因の大部分を占めるのが、ロシールド家の暗躍である。現在、彼らは超人側についている。

　ロシールド一族ともなれば、人数だけでも相当な数になりそうだし、その中に超人が生まれている確率は、むしろ高いと言えるだろうが、

「あ、姫ちゃんは超人じゃありませんよ？」

「は？」

　捷斗の早とちりをたしなめるように、凜音が言う。

　が、それはおかしい。

「いや、霧咲坂高校の生徒だろ？　なら当然」

「例外。学内唯一の一般人。ランキングも番外位、つまり、彼女を狙うのはご法はつ度とってことになっています」

　番外位。

　特別の事情があり入学している非超人の生徒は、学内ランキング制度の外側の存在であり、仮に傷つければ、他校生を傷つけた場合と同様に処分される。

　事前に読んだ校則の記述を思い出し、捷斗は唸る。

　てっきり、まだ一般人向けの高校ができていない、学園諸島初期の頃の校則、その名残なごりか何かだと解釈していたのだが。

「実際にいたのか……」

「わたしも姫ちゃんに会ってみて驚きました」

「でも、なぜ一般人がよりにもよってあの高校に？」

　現在の島内には、一般人向けの高校も数多く存在している。

　ロシールド家に連つらなる者に、将来有望な超人とのコネクションを築かせる……という目的にしても、霧咲坂高校以外の超人校で十分なはずだ。

　一応は生徒の死亡すら制度の枠組みに入れる、危険な学校を選ぶ理由がわからない。

　彼女個人が狙われずとも、超人同士の戦いに巻き込まれるリスクは当然、懸け念ねんされるはずだというのに。

「さあ？」

「さあって、お前な……」

　なんでもないように首を捻ひねる凜音に、捷斗は少し違和感を覚え──一瞬、その表情を強こわ張ばらせた。

「兄さん？」

「あ、いや。それで、どんな子なんだ？」

　脳のう裏りをよぎった可能性を誤魔化すように、捷斗は質問の方向性を変える。

　すると凜音は、実に嬉しそうに口元をほころばせた。

「すっっっごく可愛いですよ。さっきは怯おびえちゃってましたけど、普段は明るくって、優しくて、いつも友達に囲まれてます」

「……へえ。超人ばかりの学校で、凄いな」

「ですよね！　まあ残念ながら他校の友達も多いみたいですけど……あ、今度改めて紹介しますよっ」

　よぎったのは、あまりに突とつ拍ぴよう子しのない可能性だ。

　順序立てて論理的に考えても、飛躍がすぎる。

　だから努めて捷斗は、その可能性を心中、否定し続けた。

　だがなぜか。

　目の前で、『友達』の話を嬉しそうに続ける凜音の笑顔を見ているうちにも、嫌な胸騒ぎは膨ふくらみ続けた。

　これは、一種の予感とでも呼ぶべきだろうか。

　姫琉・ロシールド。

　一年Ａ組、凜音のクラスメイトだという、後輩。

　ロシールド家の令嬢であることを除のぞけば、至ってまともな、一般人であるらしい彼女は、おそらく────あの学校の、誰より危険だ。
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「蘆あし屋やくん」

　転入三日目の昼休み。

　やることがあるからと杉すぎ原はらの誘いを断り、自分の席で『陸軍中野学校』をめくりつつ栄養補助スナックを咀そ嚼しやくしていた捷しよう斗とに、奈な緒おが声をかけてきた。

　昨日の昼の一幕以来、授業中も休み時間もこちらを避さける……というか、やたらと目が合う割に、目が合うとすぐそらし頰ほおを紅こう潮ちようさせ俯うつむく、という挙きよ動どう不ふ審しんなふるまいを繰り返していた彼女が、声をかけてくるのは意外だった。

「何か？」

「や、アタシじゃなくて。……お客さん。ほら」

　微び妙みように顔を背そむけ襟えり足あしをいじりつつ、奈緒が示すのは教室後方の扉である。

　人の出入りの邪魔にならないよう控ひかえめに、チラチラとその青あおい瞳ひとみと金きん糸しめいた髪の先を教室内に覗のぞかせているのは、見覚えのある一年生だ。

「……ち、ちなみにあの娘こ、誰だれ？」

「一応、知り合いだな」

「ふ、ふーん。か、可愛かわいい娘じゃん」

　せっかくどうでもよさそうな風を装よそおってくれている奈緒には悪いのだが、昨日の昼のアレのおかげで、どうにもその言葉の端はし々ばしに他意が感じられてしまい、こっちまで落ち着かなくなるのでやめてほしい。

「そ、それで、行かなくていいの？　待ってるけど」

「…………ああ、行ってくる」

「いってらっしゃ……あっ、違」

　だからその、まるで反射的に口にしてから『新婚みたい』と気づいてわちゃわちゃ焦あせる、みたいな感じのやつもよくないと思う。正直可愛いから。

　真まっ赤かになっている奈緒を背に、捷斗は開きっぱなしの扉へ向かう。

　捷斗に気づくと、一日ぶりに再会した後輩はパッと表情を輝かせた。

「こんにちは先輩」

「こんにちは。ええと、どうしてここが？」

「あ、その、凜りん音ねちゃんに聞いて。先輩、凜音ちゃんのお兄さんなんですよね？　今朝教えてもらって、びっくりして……え、えへへ。来ちゃいましたっ」

　冗じよう談だんめかしてはにかむ姫ひめ琉るは、凜音や奈緒が言う通り、たしかに可愛い。

　単純に、人形のように整った目鼻立ちのせいもあるが、この短時間でハッキリと次々移り変わる表情──慣なれない上級生の廊ろう下かで不安げな顔、見知った先輩を見つけて安あん堵どしたように輝く笑顔、身み振ぶり手て振ぶりでここへ来た経緯と、『びっくり』を表現するあどけなさ、悪戯いたずらっぽく『来ちゃいました』と言ってから、照れを誤ご魔ま化かすように緩ゆるませた口元など──が、悪くいえば作り物めいた近寄りがたささえある美び貌ぼうに、不思議な親しみやすさを抱かせるのだろう。

　それでいて、コロコロ変わる表情にも、過度に幼よう稚ちな印象はない。

　どこか育ちのよさというか、やりすぎない控えめさがにじむ、成熟した女性と、幼い女の子との途上にある、年とし相そう応おうさ。実際まだ十五、六歳だろうから、当たり前といえば当たり前の感想なのだが。

「あの、先輩いまって、お忙しいですか？」

「いや。暇ひまだけど」

「じゃ、じゃあ、ちょっとご一緒してもらっても？」

「構かまわないよ」

「やたっ」

　小さくガッツポーズなどしてみせ、「あっ」とまた恥はじ入いるように握にぎった拳こぶしを背に隠しはにかんだ姫琉は、「え、えへへ」と誤魔化すように笑った後、ぱたたっと、軽い足音を立てて廊下を進む。

　杉原に聞かれたら「やることあったんじゃねーのかよ」とか言われそうだが、その『やること』が向こうから来てしまったのでは仕方がない。

　姫琉の背を追うように、捷斗も廊下に踏み出した。

　それをちらりと振り返りつつ、捷斗が追いついた頃に、姫琉がホッと息を吐く。

「き、緊張しましたぁ……」

「上級生の教室に？」

「はいぃ……ほら、学年ごとに階が違うから、この階の廊下って、二年生の先輩たちしかいないじゃないですか」

「まあ、そうだけど」

「え、先輩だって緊張とかしません？　もし三年生の廊下に一人で行ったら、みたいな。リボンとかネクタイの色違うから、『下級生が何の用だろう？』って、どうしても見られちゃいますし」

　ここは「それだけが理由で見てるわけじゃないと思うよ」とか、彼女の、目を引く容姿について褒ほめるべきなのだろうが、気づかなかったフリをする。

「あー……いや、俺はそうでもないかな」

「す、凄すごいです。尊そん敬けいしちゃいます」

　おおげさなくらいキラキラとした眼まな差ざしを向けてくる姫琉だが、捷斗はむしろその視線の方に、妙みような居い心地ごこちの悪さを感じる。

　そして、ええと。

　この話の流れは。

　言げん外がいに……そこまで緊張しながらどうして俺に会いに？　とか聞かなきゃダメな流れに持っていかれてやしないだろうか。

「あ、ごめんなさい。そもそもなんで先輩に会いにきたのか、の方が先ですよね」

　捷斗の方からその疑問が出てこないせいか、先回りするように姫琉が切り出す。

　彼女は人通りの途と切ぎれた階段の手前で、さっと踵きびすを返して振り向くと、

「昨日は本当にありがとうございました」

　折り目正しく腰こしを折り、さすがロシールド家の御令嬢、と思わせる、おそらくは礼儀作法に厳げん密みつに則のつとっているのだろうお辞儀を見せた。

　きっちり三秒間のお辞儀の後、凜りんと背筋を伸ばし直し、それからまた、照れたようにはにかんでみせる。

「どういたしまして。けど、ご存知の通り俺は何もしてないよ？」

「いえ、よく考えもせず巻き込む形になってしまったのに、あんな風にすぐ庇かばってくれて……それが、どれだけ心強かったか」

「まあ、あの状況で同じ学校の制服を見つければ、とっさに助けを求めたくなるのは自然なんじゃないか」

　そう。流れ的に不自然ではない。

　漫画の悪役じみたチンピラの登場も、酒の勢いが手伝ったことが理由ならまあ、十分に現実的な範囲ではある。

　中高生の出入りが多いだろうカラオケ店が、制服姿の客に酒なんて出すか？　という疑問にも、あの連中が勝手に持ち込んだのだろうと考えれば説明はつく。

　そこに何者かの作さく為いなどない、と判断できるだけの材料は、きっちり整えられている。

「そ、そう言ってもらえると……」

「あれから、あの連中が追ってくるようなことは？」

「あ、それは大丈夫みたいです。その、こういうこと言うのアレですけど……うち、ちょっと特とく殊しゆで」

「ロシールド。凄い家なんだって？」

「いえそんな…………うう、はい……誤魔化してもしょーがないので言っちゃいますと、島の偉えらい人たちともお話できるくらいには」

「じゃあ、あの連中は」

「はい。もし、またほかの女の子たちが同じ目に遭あっても、それは困るので、家に帰ってからばあやに言って……」

　警察に通報が行き、店の廊下の防犯カメラの映像、救急搬送された連中の体内から検出された成分で横暴の裏づけは取れ、仲良く退学、島外退去処分となったという。

　ずいぶんと手て際ぎわがよかったようで、昨夜、捷斗が動き出した頃にはもう、三人は接触しがたい場所だった。

　彼らの線から切り崩すのは無理だろう。

「本当はカラオケも寄り道も禁止されてるので、すっごく怒られちゃいましたけど」

　てへ、と小さく舌を出し、姫琉は苦笑する。

「あ、友達も先輩にお礼言ってました」

「そうか。無事ならよかった」

「二人ともすごく恰かつ好こうよかったねって、応援するよって言ってくれ……あ」

　かぁっ、とそこで、姫琉が頰に熱を昇のぼらせる。

「や、今のはその、先輩にお礼を言いに行くのを応援してくれるって意味で、それ以上の意味はっ」

　ぱたぱたと顔を手の平で扇あおぎ目を泳がせつつ、まるで『それ以上の意味がある』ことを強調するかのように、姫琉は言う。

　などと考えてしまうのも、客観的に見れば、捷斗の被害妄想の類たぐいだろう。

　少なくとも昨日、捷斗が姫琉を助けようとしたことは事実だ。

　奈緒の例を考えれば、姫琉もまた『自分を守ってくれる異性』に憧あこがれる女の子であり、捷斗に異性としての興味を抱いたというケースには、ある程度の蓋がい然ぜん性せいは確立される。

　吊つり橋ばし効果だったか、心理学的に恋愛感情を抱きやすいシチュエーションであったという側面も、昨日のあの場面には存在した。

　考えれば考えるほど、姫琉には隙すきがない。

　ロシールド家の令嬢でありながら、それを鼻にかけもせず、礼儀正しく、人ひと懐なつっこく、容姿だって優すぐれている。

　凜音の話によれば、クラスでも人気者で、誰一人として彼女に敵意、悪意、嫌けん悪おの感情を抱く者はいないという。

　改めて彼女に関する情報を整理して、だからこそ、そこで、捷斗は言った。

「それで、君の本当の目的は？」

「……え？」

　きょとんと、捷斗の言葉の意図を捉とらえ損そこねた顔の後、姫琉は何かに気がついた様子で、あわわと両手を身体からだの前で振る。

「や、だからその、別に、お礼を言いにきた以上の深い意味はっ！　……あっ、でもでももちろんできれば、今後とも仲良くしていただけたらなー、ぐらいのことは考えてますけど、ま、まだその先のことは特にあの」

「うん。いや、そういうのいいから」

　意識して冷たい声を出してそう言うと、ぴたりと、姫琉の表情が固まった。

　さて、彼女はどう出るか。

　このままでは埒らちが明あかないと判断し、半なかばハッタリじみた釣つり針ばりをちらつかせたが、彼女が喰くいついてくるかどうかは五分だ。

　が、彼女の性しよう根ねがこちらの危き惧ぐする通りなら、おそらくは。

「先輩、意外とせっかちさんですねぇ。話が早い人は嫌いじゃないですけど」

　慌てた表情から一転、頰に差していた赤みさえ器用に消して、姫琉は余裕ある微び笑しようを浮かべて言った。

　それから「んー」と顎あご先さきに人差し指を当て、小首を傾かしげ不思議そうに言う。

「特に失敗とかした記憶ないんですけど、どこでわかっちゃいました？」

「偶然じゃ片づけにくい範囲でなら、妹の態度かな」

　姫琉が、一般人でありながら霧きり咲さき坂ざか高校に在籍する理由について、凜音は「さあ？」と、まるでそれがどうでもいいことであるかのような態度だった。

　だがそれはありえない。

　他でもないロシールド家の人間が、超人でもないのに霧咲坂高校に入り込んでいるのなら、少なくともその意図を警戒する必要はある、不自然な状況だ。

　捷斗たち魔術組織にとっては、下手な超人よりもよほど厄やつ介かいなのが、ロシールド家という存在である。

　あの凜音が、それを軽視するはずもない。

「ふむん。なるほど。凜音ちゃんですか」

「妹は裏では、嫉しつ妬と深ぶかい性格でな。君みたいな八方美人の人気者を、素直に称しよう賛さんするわけがないんだ」

　凜音には悪いが、彼女のどこがどう不自然だったかを正直に言うわけにもいかないので、そんな噓うそで誤魔化してみる。

　が、姫琉はその噓を見通しているかのように、苦笑を漏らした。

「あ、大丈夫ですよ。先輩と凜音ちゃんが魔術師なこと、もう知ってますから」

「なら先に言ってくれ。無駄に妹の評判を落とすようなことを言ってしまった」

「で、本当はどこがどうおかしかったんです？」

「さあ。凜音に聞いてみればいいんじゃないか」

「…………」

「…………」

　お互い静かに見つめ合い、双方の手の内を探り合う。

　姫琉本人によるものか、そうでないかは現状不明だが、凜音の不自然な態度は、なんらかの精神干渉の影響だと考えられる。

　が、おそらくそれは、自由自在に凜音の言動を操れる類の能力ではない。

　自在に彼女を操れるなら、そもそもそれらしい理由を報告させればそれで済む話のはずである。

　性質としては、暗示の類に近い。

　たとえば「それは疑問に思う必要のあることではない」と、凜音が無意識に判断するよう、仕し向むけるような。

「切り口を変えてみましょうか？　凜音ちゃんの態度が不自然だったとして、それだけで私に何かある、と判断するのは早そう計けいというか、どこかに飛ひ躍やくがありますよね？」

「まあな。実際、最初はほとんど経験則や勘かんに近かった。けど、『誰からも嫌われない』なんて人物は、どう説明されても上手く想像できない」

　熱っぽく姫琉について語る凜音の話は、どこか絵空事めいていた。

　クラスの人気者なのはいい。

　凜音の目から見て欠点が見当たらないのも、不思議じゃない。

　だが、欠点がなければないで、今度は『嫉妬』という敵意を抱かれずにはいられないのが人間というものだろう。

「その『嫉妬』すら買った様子がないとすれば、自分の魅み力りよくとそれを持つことが買うだろう嫉妬を正確に理解して、そことバランスが取れるだけの欠点を、よほど上手く自然に演出し、魅力の価値と相そう殺さいするか──」

「超人としての能力で不自然に揉もみ消けすか、ですか。それはまた、いい感じにひねくれた人間観をお持ちですねー」

「妬ねたみ嫉そねみと無縁でいられた経験がなくてな」

　恵まれた才能というものに、理不尽だと理解しながらも嫉妬を感じ、嫉妬を抱える自分の矮わい小しようさとみじめさに歯は嚙がみした経験は、とても豊富に持っている。

「一いち概がいに能力のおかげ、と解釈されるのも癪しやくですが、まあ、悪くない読みですよ？」

「超人の君が、なぜ一般人のフリをしてこの学校に？」

「んー。そこはさすがに秘密ですかねー」

　超人であることまでは否定せず、姫琉はえへへと笑みを浮かべる。

「でも、最初の疑問にならお答えしますよ？」

「目的か」

「はい。わりとシンプルですし、先輩も嫌ではないはずです」

　言って姫琉は、青い瞳を上目遣いでこちらに向けて、何か、プレゼントをねだるような口ぶりで、こう提案した。

「ちょっと私と、交際してみませんか？」
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「自分で自分の容姿の魅力を自覚しつつ、それを武器に立ち回る女は怖い。まさか、君の言葉をこんなに早く実感するとは思わなかった……」

「お、おう？　どうした藪やぶから棒ぼうに。美人局つつもたせにでも遭ったのか」

　寮の個室にはシャワーもあるが、共同の大浴場も設備として存在している。

　並のリゾートホテルよりも立派な浴場だ。食堂で出される食事も質、量ともに不満の出ないレベルだし、半強制的に超人を集めている手前、超人たちの生活レベルにはそれなりの配はい慮りよが働いているのだろう。

　たまたま入浴時間の被った杉原と肩を並べて、だだっ広い湯ゆ船ぶねに浸つかりながら、自然と、捷斗の口からは弱音が漏れていた。

「美人局ならまだ対処の仕方もわかりやすくていいんだが」

「ほお。たとえばどんな対処の仕方が？」

「ケツ持ちの女ぜ衒げんを〆しめる」

「……イキリオタク、って感じでもねぇな。お前、たまにカタギじゃなさそうな匂においがするんだよなー」

「それを嗅かぎつける君はどうなんだ」

「あ？　清く正しい健全な男子高生に決まってんだろうが」

　という凄み方がもう捷斗には妙に馴な染じみ深いというか、遍へん歴れきが気になるところだ。

　そういう趣味はないが、杉原の、妙にゴツゴツとした身体つきには目を引く特徴もやたらと多い。

「健全な男子高生の腕や腰に、ケロイド化した弾だん痕こんなんかないと思うが」

「哀あわれにも新宿のヤクザの撃ち合いに巻き込まれただけだ」

「何年前の歌か舞ぶ伎き町ちようの話だ……」

　暴対法やら都の浄化作戦やらの結果、日本のヤクザがシマを追われて海外への事業展開を活発化させていることは、海外でも有名な情勢だ。

　制度の整備の早かった先進国では超人が国に雇やとわれたり、自警ヒーロー的な存在まで現れて治安はおおむね好転しているが、発展途上国ではマフィアの方が金払いがよく、文字通り鉄砲玉と化した超人のおかげで、むしろ治安が壊滅的な状況であったりする。

　捷斗がそうした地域の任務で出会った超人は、政府からスカウトされない程度の才能であったり、学がなく自分の能力の使い方を理解できていないせいか、やたらと脆ぜい弱じやくな者ばかりだったが。

「そういうお前はずいぶん綺き麗れいな肌してやがんな」

「……え」

「いやそういう意味じゃねえよ！　文脈考えろボケ」

「冗談だ」

　身を引く演技をした後で言うと、杉原は「また誤魔化しか」とため息をひとつつく。

　もちろん、彼の言いたいことは理解している。

　杉原と異なり、捷斗の身体には傷きず痕あとらしい傷痕がない。

「そんだけ鍛きたえてりゃ、ボディビルダーだろうが手の平のマメくらいは残るもんなんだがな。まるで手術で全身綺麗さっぱり整形したみてぇだ。紋もん々もんでも入れてたのか？」

　紋々はヤクザ用語で俱く利り迦か羅ら紋もん々もん、つまり刺青いれずみのことだったか。

　身体をキャンバスにする趣味はもちろんないが、「さあ」と適当に誤魔化しておく。

　魔術師が相手なら「魔術で傷を塞ふさいだ」とでも説明できるが、杉原相手にそういうわけにもいかない。

　……精神的な疲労を癒いやすためとはいえ、大浴場を使ったのは軽けい率そつだったか。

　いまだにその才能の片へん鱗りんさえ読めないが、杉原は油断ならない。なんというか、根本的なところで思考パターンが捷斗に似ていて、些さ細さいな違和感から偏へん執しゆう的てきなまでに疑惑を膨ふくらませるタイプだ。

　探られると痛い腹を持つ身としては、本来、接触は避けるべきだろう。

「ま、いいわ。ダチのよしみでこれ以上は勘かん弁べんしてやる」

　同年代の『ダチ』という存在に縁遠かったせいか、彼の存在に一定の感かん慨がいを覚えてしまうこともまたたしかで、なんともきまりが悪い。

「あ、でも誤解すんなよ。１位を狙ねらってんのはお前だけじゃねえ。ダチだろうとそこらへんじゃ手ぇ抜かねぇかんな？」

「そこで手を抜かれでもしたら、いよいよ罪悪感がひどい」

　捷斗の答えに満足した様子で笑うと、杉原は立ち上がる。

「んじゃ、また教室でな」

「ああ」

　ざばざばと男らしく大股で湯船を進み、脱衣所へと戻っていく杉原を見送って、捷斗は深く息を吐く。

　長湯しすぎたか、気づけば利用者は捷斗一人だ。

　十分身体は温あたたまったが、部屋に戻って眠れば、すぐ来てしまうだろう明日を思うと気は重く、しばらく天てん井じようを見つめていて、

　からりと、脱衣所へ続く引き戸が開いた。

　誰か来たらしい。

　消灯まではまだ時間があるし、捷斗は特に疑問に思うこともなく、何気なく、湯気で煙けぶる浴場の向こう側へと目をやって、

「こんばんは、先輩」

　湯気の向こうから響ひびいた甘ったるい声に、ひくりと頰を引ひき攣つらせる。

「ご一緒してもいいですか？」

「いいわけあるか」

「ではお言葉に甘えて～」

「聞いて？」

　捷斗の抵抗も虚むなしく、現れた声の主は躊ちゆう躇ちよなく、湯気を肩で切って湯船のすぐ近くまで歩み出てくる。

　セミロングの金色の髪をひとつに束たばねて肩に下ろし、白いバスタオル一枚を巻いただけの彼女は──姫琉・ロシールド。

　今現在。

　自称・捷斗の恋人だった。
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「わぁ。先輩って、意外と着やせするタイプなんですねー」

「ナチュラルに撫なでようとするな」

　捷斗の視界にギリギリ収まる位置で手早く身体を洗った後、広い湯船の、すぐ隣となりへと腰を下ろした姫琉が伸ばす手を、捷斗はすっと身を引いてかわす。

　姫琉はそれをむしろ面白がるような笑みを見せ、悪戯を思いついた顔で、「でもでも～」と上目遣い。

「私もけっこう、着やせするタイプだと思いません？」

「知らん。見せるな。痴ち女じよか君は」

「あ、ひどーい」

　くすんくすんと、泣き真ま似ねをするその口元は笑っている。

　ちなみに実際、着やせするタイプらしく、彼女の身体の輪りん郭かくが描えがく曲線がおそろしく目に毒なことは、マナーに違反し湯船に浸けられたタオルの上からでもわかってしまう。

「私のこと、誰にでもこういうことする女だって、軽けい蔑べつしてます？」

「……別に」

「でもご安心を！　わたくし姫ひめちゃん、ここまでする必要が出たのは先輩が初めてで、したがって色いろ仕じ掛かけも初めて！　今も内心、めちゃくちゃドキドキしてたりするのですっ！」

「必要、ね」

　頼むからその、思いのほか豊かな胸を張るのはやめてくれと念じつつ、捷斗は気にかかる単語を口中で転がす。

　あの後、昼にも似たようなことは言っていたのだが、どうにも捷斗には、その「必要」とやらが持つ意味は摑つかめない。

「唐とう突とつかつ脅きよう迫はくめいた交際要求も、その『必要』があるんだったか？」

「乙女おとめの告白を脅迫とは、言ってくれちゃいますね。ぷんぷん」

　擬態語を口に出しつつ腰に両手を当てるそのポーズ、胸元が無防備なところも含めて最凶にあざとい。

「アレが脅迫でなくてなんなんだ……」

「んー。恋の駆け引き、みたいな？」

「絶対違うと思う」

　端たん的てきに、昼の彼女の提案を要約するとこうなる。

　自分と付き合え。

　さもなければ、お前の妹は死ぬ。

「そもそも、凜音の命が握られるような事態になっている時点でほとんどこちらは負けているんだ。これ以上、どんな理由があればこんな意味不明な行動を取る『必要』が」

「おー、ホントにそういう認識なんですねー。凜音ちゃん可か哀わい想そう」

「は……？」

　凜音は魔術師として、あらゆる面で捷斗より優れている。

　実戦経験、駆け引きや情報戦の手て管くだという点では、数だけはこなしている捷斗にもまだ対抗の余よ地ちはあるが、それだって抜かれるのは時間の問題という気がする。

　そんな凜音をその『能力』の術中に掌握しているだろう姫琉を相手に、これ以上、自分に何ができるというのか。

　実際に、凜音が姫琉の術中にあるという証拠も見せられた後だ。

　もはや勝負はついた。

　任務は失敗。

　可能な限り被害を減じる、敗戦処理の段階だ。

　その段階で姫琉がこんな、ハニートラップじみた行動に及およぶ理由はなんだ。単に捷斗を玩具おもちやにしたいという動機が一番しっくりくるのだが、そこに『必要』という単語が付ふ随ずいする意味が上手く嚙み合わない。

「先輩にここまでする『必要』があるのは単に、先輩にだけ私の能力が通用しないからってだけなんですけども」

「ありえないな」

　凜音に効いて捷斗に効かない能力など、考えつかない。

　もちろん精神干渉に対抗するための多重防御壁、発信源探知式、迎撃逆流式、敵性術分解式、欺ぎ瞞まん用ようの並へい列れつ思し考こう領りよう域いき、罠わなとしての呪じゆ詛そに心的外傷トラウマ再現式などは常時展開しているが、それは凜音も同じ、いや捷斗以上の種類と精度で備そなえているはずである。

　凜音の備えが破れるのなら、捷斗のそれが破れないわけもないだろう。

「なんとなく先輩が何考えてるのかわかりますが、私の中の凜音ちゃんは『期待と過大評価が重い！』と叫さけんでますね……」

「ほかでもない妹のことだし、君よりはわかっているつもりだが？」

「断言しますけど勘違いですよ？　それ」

「そ、そうか……？」

　なぜだろう。

　ジトッとこちらを見る冷ややかな青い瞳の奥には妙な確信があって、そんな道理もないはずなのに、説得力を感じてしまった。

「というか、なんでそこまで自覚ないんです？　魔術ってなんか、ほら、よくある『生まれ持った魔力量』とかそういうのでだいたい自分の実力わかるんじゃないですか？」

「何の自覚かはわからないが、詳くわしいことが知りたいならさっさと女子寮に戻って凜音にでも聞いてみればいい」

「おっと、その手には引っかかりませんよ？」

　しれっと罠を張ってみたのだが、それは一瞬で看かん破ぱされてしまったらしい。

　姫琉は「ふふん」とまた（たぶんわざと）胸を張って言う。

「これでもロシールド家の人間ですから。魔術師の人たちの手管も少しくらいは知ってます。どうせ不用意に、本人の意思を無視して魔術関係の情報を漏らさせたら、その場所や目の前の相手の情報込みで、組織に『警告』が飛ぶ仕様にでもなってるんじゃないですか？」

「……俺が今、魔術について口を割っても同じ『警告』が飛ぶ可能性はあるんじゃないのか」

「どうでしょう。欺瞞目的で噓とホントの情報混ぜて敵に渡す、っていうのは常じよう套とう手段でもありますし、そこに縛しばりをかけるような、『本人の意思があっても不可』なんて条件は設定しなさそうなもんですけど」

　想像以上に頭のキレもいいようだ。

　彼女の予測は正しい。捷斗や凜音、『円えん卓たく』から派遣された魔術師は、組織や魔術の情報を迂う闊かつに頭の中から盗み取られぬよう、出立前に専門の魔術師による『施せ術じゆつ』を受けている。

　自発的な漏ろうえいまでは縛っていないことと、その理由も読み通りだ。

「けど今さら俺が魔術の基礎を講義する必要があるのか？　ロシールドならそのくらいの情報は持っていそうなもんだが」

　捷斗の疑問に、姫琉は顎先に指を添えて小首を傾ける。

「あるんでしょうけど、専門の部署内でしか扱ってないんですよねー。そこまで興味もなかったので、詳しく調べたことはないですし」

「ならそのまま興味ないままでいいだろう」

「いえいえ、恋する乙女としては、お相手の情報はどんな些細なものでも見逃せないものですよ？」

　要するに捷斗に口を割れと。

　これも捷斗を玩具にして楽しむ行為の一環なら、実に効果的だ。自分で言うのもなんだが捷斗は『円卓』……厳密には、その幹部である父の恩義への情が厚く、抵抗感と罪悪感がひどい。まあ、父が大事にしている凜音の命に係わる状況ではやむをえない。

「魔術とはしょせん、複雑化した『願がん掛かけ』にすぎない。昔、アレイスター・クロウリーだかジェームズ・フレイザーだかが、魔術世界にそんな言葉を遺のこしたらしい」

「秘密結社とか通じて、ロシールドともやり取りあった魔術師さんたちですね。願掛けって、あの願掛けですか？」

「お百ひやく度ど参まいりとかお遍へん路ろさんとか、そこまで本格的でなくとも、たとえば受験時に合格まで何かを我慢するとか、髪を伸ばすとか、何かしら願いの成じよう就じゆを祈って、一定の手順を踏んだり自分に制限を課す、ああいうもの全般だな」

　もちろん、昔はともかく現代の一般人にとってのそれは、本気でそれによって願いが成就すると考えているというよりも、多分に自己のメンタル面への好影響を期待して行われる類の儀式だろう。言ってしまえば自己満足だ。

「でも魔術師のみなさんにとっては、それが本物の効果を持つ？」

「ああ。信じる者は救われる、っていうほど単純でもないが、魔術師の力の根こん幹かんは『自分の持つ観念で現実を塗ぬり潰つぶす』ことにあると言われている」

「……というと？」

「たとえば、ある人間が『自分が三秒間見つめた物体は燃える』と信じているとする。そいつが普通の人間ならもちろん、三秒見つめたところで何も燃えない。現実の物理法則は、人間の視線で物が燃えるようにはできてないからな」

「それが魔術師の場合は、そういう現実の物理法則を信念で塗り潰すかのように、本当に物を燃やせてしまう？」

「本人がそうできると信じている限りはな。魔術の力の本質は本人が生まれながらに持つ現実への干渉力、いわば超能力みたいなものだが、魔術はそれができると本人が『信じる』ことを手助けするための儀式だ」

「はあ。なんだか面倒くさいですね。別に、儀式なんてすっ飛ばして、最初からその超能力で現実塗り潰しちゃえばいいのに」

　ごもっともな意見だが、魔術師を含め、人間というのはそこまで単純ではない。

「なんの努力も犠牲もなく、普通の人間には不可能な超能力を振るえると信じられる奴は多くない。特に魔術師の現実への干渉力は、超人のそれに比べたら脆弱なものでしかないからな。ほとんどの場合、生まれつき何かしらの超能力を使えるわけでもない。魔術……儀式や手順の助けを受けてやっと成立する」

　超人のように覚かく醒せいによって高い干渉力、何かに特化した力を持っていれば、魔術師のような儀式や手順の補助はいらない。

　いらないというか、特定の現象への特化がすぎていて、超人の場合は魔術的な儀式が能力の補助として作さ用ようしない……要するに魔術は使えないのだが。

　何しろ、信じるも信じないもなく、現に彼ら彼女らは超能力を使えるのだ。

　仮にメカニズムが魔術師のそれと同じなら、実際に使えるという事実そのものが自分が超能力を使えるという観念を信じさせ、その観念を信じることで干渉力が現実を塗り潰しうる……という、じゃあどちらが先に生じたのだろうと、卵が先か鶏にわとりが先かみたいなパラドックスにも陥おちいってしまうが。

「とはいっても、そういう説が確立されたのは近代魔術結社の隆りゆう盛せい以後だ。それまでは各家、各系統、あるいは各宗教の魔術師たちが各おの々おの、独自の世界観に基づいて、『こういう手順を踏めばこういう結果が得られる』という経験を蓄ちく積せきしているだけだった」

　ある系統の魔術師の理論が、別の系統の魔術師の理論とは矛む盾じゆんするのもそれが原因である。

　あくまで魔術を振るう当人が特定の手順で特定の結果が得られると信じていればそれでいいので、ぶっちゃけ中身は科学的にでたらめだろうが余よ所その魔術理論と矛盾しようがどうでもいいのである。

　近代魔術師が魔術を、複雑化した願掛けでしかないと自じ虐ぎやくした理由だろう。

「なるほど。『神様に祈りを捧ささげることでこんな力を使えるようになりましたー！』という魔術師もいれば、『この薬とあの薬を混ぜて煮詰めて飲むことでこんな力が発はつ揮きできるのです！』という魔術師もいて、どちらも噓ではないと」

「そういうことだな」

「ん？　でも、先輩がそういう風に客観的に見ちゃうのってどうなんです？　先祖代々使ってるこの理論、実はなんの裏づけもないデタラメなんだよなあ、とか気づいたら、信じることできなくなりません？」

「そういう事態を嫌ってか、この仮説や、自然科学を学ぶことを嫌う流派も多いな。でも『信じる』ってのは、あくまで無意識下での話というか……たとえば、現代日本で幽霊とか神様とか、そういうものが科学的にも実在していると解釈してる人は多数派ではないよな？」

「まあ、そうでしょうね」

「でも幽霊がいないからって墓石を足あし蹴げにしたり、神様がいないからって神社で唾つばを吐き捨てる奴も、多くはないよな？」

「あー。頭では信じてなくても、『もしいたら』とか、『なんとなくマズいような』とか、無意識レベルで信じてる部分はあるみたいな感じですか」

「それに近い」

　実際には自分が魔術を使えると信じやすい、トランス状態に入るための瞑めい想そう術じゆつだとか呼吸法だとか、細かい技法もあるのだが、そこは余よ談だんだろう。

　ちなみに中世の、冤えん罪ざいではない本物の魔女だとか一部の近代魔術結社は、このトランス状態を重要視しすぎて、薬物だの性行為だのに耽たん溺できしたらしい。

「科学的に解釈する場合でも、現実にそれができる以上、何かしら科学的に解明できるメカニズムがあるはずだ、とは考えられるし」

「考えようによっては武器にもなるわけですか。錬金術みたいな？」

「科学的に無理のない現象を誘発するタイプの魔術なら、科学知識はむしろ有意義なことが多いな」

　ほかにも、たとえば魔術師がどこから現実の事象を歪ゆがめるだけのエネルギーを取り出しているのか、を考えた時、どこか位い相そうのズレた別次元から持ちこんでいるのでは……と考えられるようになり、その考えに基づいて、亜空間の創造だの結界の発現だのは古代よりずっとハードルが下がった。

　もともと別次元、異空間への接続経路を魔術師が持っているなら、その経路を広げることでその手の魔術は容よう易いになる、という理屈に一定の信しん憑ぴよう性せいが生まれ、結果的に本当にそれが容易になってしまった、という不思議な例だ。

「つまり、いわゆる魔力量みたいな指標はないと」

「魔力みたいなモノが存在する、という理論に基づいた魔術はあるが、個人のキャパシティ、現実への干渉力を比較する指標としてのそれはないな」

「凜音ちゃんが苦労している背景の一いつ端たんが見えてきましたね……」

「？」

「ちなみに先輩、ご自分の魔術と他の人の魔術を比較したことは？」

「専門の学校に通ってないから経験は乏とぼしいが、何度もあるよ」

「おや意外」

　なぜか、姫琉は目を見張って驚いた様子だ。

　何に驚いているのかはわからないが、捷斗は過去の苦い記憶を想そう起きする。

「子どもの頃、一緒に訓練してた凜音との差は何度もつきつけられたし、最初の任務でも大失態を演じて父に救われ、圧倒的な威力の魔術を目の前にした。その後も何度か、任務先で他の魔術師のアシストで救われ、彼らの魔術の余よ波はを見るだけでも、自分の非力さを痛感するには十分だった。いまだにあの威力の十分の一も出せる気はしないな」

　そこまで聞いて、何か引っかかるのか、姫琉は「んー？」と首を捻ひねって言う。

「それって、実際に見たんですか？　その魔術の発動」

「もちろん。父の時は気を失ってたが、俺のピンチに駆けつけてくれた魔術師たちのは見たよ。父はともかく、彼らですら魔術師として平均以下だというんだから、気が滅め入いる」

「……なんとなーく、事情の輪郭は摑めてきたかも」

「どういう意味だ？」

「いえ、なんでも？」

　言葉の意味を捉え損ねて捷斗が聞くと、姫琉はにっこり笑ってはぐらかす。

「ただちょっと気が変わったというか。方針変更っていうか。先輩、やっぱり私と直接、勝負してみません？」

「……いよいよ意味がわからないんだが」

　今の話のどこをどう辿たどってその結論に行きつくのだろう。

　また何かの奇跡で本当に彼女の能力が捷斗に効いておらず、凜音以上の魔術師だと勘違いしていて、改めて捷斗の話を聞いたことで弱者だと認定。実力行使に出ても問題はないとか判断したのだろうか。

「まあまあ、騙だまされたと思って」

「不思議だ。君が言うと本当に騙されている気しかしない」

「ちょ、ひっどい！　ここまで身体張ってるのにぃ。あ、なんだかのぼせちゃっ」

　湯船から立ち上がり、眩暈めまいを起こしたような演技でもたれかかってくる姫琉の身体を、さっと容よう赦しやなくかわす。

　抱き留めてもらえるとも思っていなかったのか、自力で踏み止まった姫琉は「むむむ」と唸うなってこちらを睨にらむ。

「そこよけますかねー普通。せっかくこんな可愛い女の子の柔やわ肌はだに触れられる合法的な機会なのに。……そんなに魅力ないです？　私」

　ふざけたことを言いつつ、後半だけ妙に不安げに、真に迫せまった傷ついた気配を出すのはズルいと思う。

「……魅力があるから問題なんだよ」

　やはり演技だったのか、捷斗が吐き捨てるように言うと、一瞬でぱっと笑顔を浮かべているし。

「大丈夫ですよぉ、先輩にしかこんなことしませんから」

「ははは」

「あー、もう。信じてませんね？　じゃあ、いいこと教えてあげます」

　そう前置きすると、姫琉はすっと真剣な眼差しを見せ、湯船の底に膝ひざをついて、捷斗の方へにじり寄ってきた。

　もうかなり長い時間お湯に浸かっていたせいか、タオルに覆われていない鎖さ骨こつも、首筋も、頰も、妙に艶つやっぽく火ほ照てっていて、目の毒どころの話ではない。

　捷斗は、浴場にも持ち込んでいる完全防水のスマホを摑み、姫琉から距離を取ろうと試みる。

　が、気づけば湯船の端に追いつめられ、立ち上がろうとすれば姫琉の肌に触れてしまいそうなほどの距離にまで接近されていて、耳元に寄せられる唇くちびるを、黙って受け入れるしかなかった。

　嫌に熱い、吐息のかかるほどの距離で、姫琉は囁ささやく。

「私まだ────処しよ女じよですからね？」

　ぞわりと甘い声が耳を撫で、色々と問題のあるその内容に、捷斗はぶふっと、盛せい大だいに息を噴き出した。

「あはは！　先輩ってば顔真っ赤！」

「お、前な……」

　なんつー状況でなんつーことを。

　遅ればせながらさすがに、年上として色々叱しかるべきじゃなかろうか、と、捷斗の中のお兄ちゃん的義務感が首をもたげた時、

「じゃ、じゃあ私、先に上がりますね。勝負の時間と場所はＬＩＭＥライムしときますから」

　やけにあっさり湯船を出ていく彼女の横顔が、先ほどまでの火照り以上の熱を帯びていることに虚きよを突かれ、説教は形にできなかった。……ここまで計算でやっているのだとしたらもう、そのあざとさこそ彼女の超人的な才能だろう。

「それにしても熱かったですねぇここのお湯」

「いや、というかいつの間に俺のＬＩＭＥを……って、ばッ」

　意外と可愛げらしいものもあるのかもしれないと、油断した矢先である。

　捷斗がばっちり見ている前で、姫琉はぱたぱたと顔を扇ぎつつ、身体に巻いていたバスタオルを──するりと解ほどいた。

　それからくるりと振り返り、悪戯っぽく顎先に人差し指を当て、

「はい残念。あれ先輩？　何か期待しちゃってました？」
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　チューブトップの、青い水着を披ひ露ろうしてきた。

　…………水着の時点で全然残念じゃねえんだよとは、絶対口にしてやらない。
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　予告通り、昨夜、捷斗が部屋に戻った頃に、姫琉からＬＩＭＥのメッセージが届いた。

『明日の放課後。場所は一年Ａ組の教室で。お待ちしてます♡』

　びしぃっ！　とか効果音つきの敬けい礼れいを決める、黒いウサギのスタンプも添そえられていた。気のせいかもうそういうのも、いちいち全部があざとく見えてくる。

「な、なんか疲れてんね……？」

　帰りのＨホームＲルームまでのわずかな休み時間中のこと。げっそりと机に突つっ伏ぷしている捷斗に、隣席の奈緒がそんな声をかけてくる。

　もちろん、この後の姫琉の呼び出しと、その動機がまるで読めないことへの精神的疲労が原因だが、正直に答えるわけにもいかないので、別の理由を思い浮かべる。

「補習の課題の量がえげつなくてな……」

「あー。うち、わりとレベル高いしねぇ」

　出まかせにしては自然な理由だったか、奈緒は疑った様子もなくうなずいている。

　超人保護が主眼とはいえ、霧咲坂高校は本国の進学校と比べても、通常の学業面にかなり力を入れている部類らしい。

　捷斗も勉強は嫌いではない。

　一応、英語はそこそこ喋しやべれるし、魔術師として文ぶん献けんを多数読むので古文漢文を含め国語は得意だ。これまでの生活環境のおかげか史学、地理、政治経済も基礎はＯＫ、魔術に有用なこともあり生物、物理、化学、地学も高校レベルであればなんとか。

　問題は高二すでに数Ⅲの範囲に入っている数学だが、まあ、基礎固めに時間がかかりそうではあっても、まったく手も足も出ないというほどではない。

　が、ハンパな時期に転入したおかげで、補習用の課題が各担当教諭からやたらと出されていて、その量には実際、本当に困ってもいる。

「……教えよっか？」

「え？」

「きょ、教科によるけど。理系ならそこそこイケると思うし」

　遠えん慮りよがちな奈緒の申し出に、捷斗は少し面食らう。

　捷斗の反応がご不満だったらしく、奈緒は唇を尖とがらせて抗議してきた。

「あ、その顔。信じてなくない？」

「いや、ただ少し意外だったというか」

「……ゴリラ女だからね。そりゃ意外でしょうけども。似合わないでしょうけども」

「そういう意味じゃないから……あー。実は共役複素数の変形でちょっと手こずってるんだけど」

「複素数？　プリントある？　複素数って、全体見ると結構キレイに整ってるから、そこさえ摑んじゃえば」

「は。やめておけショート」

　意外と勉強が好きなのか、奈緒がワクワクした顔でアドバイスをくれようとしたところに、シニカルな声が割って入った。

　邪魔されたことに気分を害したように、奈緒がその声の主をジト目で睨む。

「……何」

「理系、特に数Ⅲの数学なんぞやるだけ時間の無駄だ。文系選んじまえば大学行ってもまるで使わねーしな」

　ちなみに杉原である。

　数学に親、というか成績表を殺されたクチなのだろうか。

「そんなもんより英語と地理、政治経済、あと世界史だ。俺と一緒に世界を牛ぎゆう耳じるグローバルな人材を目指そうぜ」

　世界に通用する人材を魔王と混同するのはどうかと思う。

「使わないんじゃなくて『使えない』の間違いでしょ」

　ぼそりと、奈緒が小さく呟つぶやいた。捷斗にも杉原にも、ばっちり聞こえる音量で。

　別段、教室内で素すのガラの悪さを隠しているわけでもないのか、杉原はぎろりと奈緒を睨んだ。

「あ？　てめぇなんつった」

「数学嫌いなもんだから、体ていよく文系に逃げてるだけじゃないの？　って言ったんだけど？」

「……ほお。言うじゃねぇか。じゃあ聞くが、てめぇは暗記が苦手で英語や地理や世界史から逃げてねぇとでも？」

「す、数学だって公式とか定理とか、覚えること多いし！」

「あんなん使ってりゃ覚えられんだろ」

「世界史だって繰り返し読めば覚えられるし!?　ただインドの古代王朝の何代目とか覚えてなんの役に立つのか意味不明だから興味持てないだけで！」

「インドで商売しようとしたら現地の歴史ぐらい、常識として必ひつ須すですぅー！」

「別にインドで商売しなきゃいいじゃん！」

「あ？　市場として無視できると思ってんのかインドの人口舐なめんなゴルァ！」

　……人を間に挟はさんでなんの論争を始めたんだこの二人。

「蘆屋くんはどう思う!?」

「ショートはどう思う!?」

　挙あげ句く、面倒くさいタイプの話の振り方をしてくるし。

「ショートお前、数学手こずるってことは文系だろ？　文系だよな!?」

　いやまあ文系ではあるし、心情的に杉原の主張に共感する部分がゼロでもないが。

「経済学」

「……なっ。て、てめぇまさか」

「文系学部ではあるけど、たしか専門的に学ぼうとしたら高校以降の数学は必須だよなあれって。商売したいなら数学も必要なのでは。あと半ば理系な脳科学系の心理学とか、そうでなくとも統計とか、研究に関して数学と一切無む縁えんな学問の方が少数派では」

「や、やめろぉおおおおお！」

　大げさに頭を抱え始める杉原だった。

　反応的に、自分でもわかってはいたらしい。

「く……全文系が目を背けてる現実を涼すずしい顔で突きつけてきやがって……」

「いや勝手に全員を代表すると怒られるのでは」

「だ、だが待て、実践で商売するのに経済学の机上の空論までは必要ない。なんなら結論さえ知ってりゃどうとでもなる」

「販売関係の数字のデータ分析とか統計的な予測とか、実践レベルでも役立つような」

「うぐ……そこは……わかる奴を雇やとえばだな……」

　その雇った相手の結論が信用できるとどう判断するのか、という点は指摘するまでもないようで、杉原の意気は消しよう沈ちんしていく。

　次いで捷斗は、なぜか勝ち誇った顔でいる奈緒の方にも目を向けた。

　奈緒はややたじろいだ様子で言う。

「な、何。アタシは別に、文系科目から逃げてるわけじゃ……」

「英語」

「…………う」

「どちらかといえば文系科目っぽいイメージはあるけど、英語力が大学でより必要になるのはむしろ理系学部だろう。最新の論文は英語で発表されることが多いし、理系は学部生が学会に出ることも多いとか聞く。当然そこでも……特にこの学園諸島の大学なら、間違いなく英語は必須。外国人との交流も増えるだろうし」

「……はい。ごめんなさい。勉強します」

「お～。正論は時に鈍どん器きってやつだね～。お見事～」

　いつの間にやってきていたのか、声をかけられて振り向くと、教卓の前で十六夜いざよい教諭がちぱちぱと手を叩たたいている。

　あとなぜか、杉原と奈緒以外のクラスメイトたちも、ずーんと肩を落として沈しずんでいる。もしかして自分のせいなのだろうか。

　教室の惨さん状じように、十六夜教諭は苦笑を浮かべた。

「みんなそろそろ文理選択とか、進路とか、将来のこと考え始める時期だからね～」

　なるほど。

　超人でも、時期的にそういう年相応の悩みはあって当然か。受験にしたって、超人同士の間での競争はあるのだろうし。

　他ひ人と事ごとのように分析していて、不意に十六夜教諭が投げかけてきた質問には、反応が遅れることになった。

「蘆屋くんはもう、進路のこととか考えてるの～？」

「俺は……」

　何か、適当な希望をでっちあげて答えるべき場面だっただろう。

　だが、架か空くうでも上手く、自分の『将来』というものは思い描けなかった。

　そもそも本来、とっくに死んでいるはずだったということもあるが。

　魔術師としても、蘆屋捷斗個人としても、具体的な展望はない。

　思えば、毎日ただ少しでも、落ちこぼれながら昨日よりはマシな自分になろうと、訓練や任務に明け暮れるのに精一杯で、『将来』など考えたこともなかった気がする。

「うむうむ～。悩めよ少年、そのうち人生なんくるないさ～」

　なんかわりと適当にそう締しめた後、十六夜教諭はマイペースに、帰りのＨＲの開始を告げた。
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　閑話休題。

　目下の課題は将来よりも、今向かう先、一年Ａ組の教室である。

　姫琉・ロシールド。

　彼女の目的、意図は依然として不明だ。

　そもそも最初に捷斗に近づいてきた経緯からして、判然としていない。

　カラオケ店で遭そう遇ぐうしたのが偶然、とは考えにくい。いくらロシールド家が絡からんでいるとはいえ事後処理の手際がよすぎるし、事前に凜音か、あるいは奈緒と捷斗のやり取りを見て『捷斗が奈緒を倒して３位になった』可能性を疑ったままの、クラスメイトの誰かから情報を得て、狙って接触してきたと考えた方が自然だろう。

　その理由は不明だ。

　その後、ぐいぐい捷斗に接近してきたことも、脅迫めいた条件で交際を迫ったことも、風呂に押しかけてきたことも、そこで気が変わった様子で、今日の勝負を提案してきた理由も、やはり不明だ。

　結局、ほとんど何もわかっていないということである。

　わかっていることといえば、

「お待ちしてました、兄さん」

　……彼女が実際には超人であることと、その能力の一端だろうか。

「わざわざ出迎えか？」

「はい。姫ちゃんがそうしてほしいそうで」

　一年Ａ組の教室前、不自然なほど無人の廊下で待っていた凜音は、捷斗の問いに、なんの含みもないかのようにそう応じた。

　捷斗は薄く、吐息を漏らしてから、凜音に言う。

「これは確認だけど、凜音」

「はい？」

「俺たちは魔術師だ。目的は学園諸島内の超人と、彼らが準備している兵器についての調査」

「え、ええ。はい。どうしたんですか兄さん。不用意にそんな単語を声に出すなんて」

　やや焦ったようにコソコソと声を潜め、周囲を警戒しながら凜音が答える。つまり別に、彼女は自分の任務や立場を忘れていない。

　だが。

「ならなぜ、超人でありロシールド家の令嬢でもある姫琉・ロシールドの言葉に、そんなに大人しく従ってるんだ？」

「はい？　え、何を言ってるんですか兄さん。姫ちゃんは超人じゃないんですよ？」

「証拠は？　なぜその主張を信じてるんだ」

「やだなあ、姫ちゃんがそう言ったからに決まってるじゃないですか」

「……噓かもしれないだろ」

「姫ちゃんは噓なんて吐つきませんよ？」

　捷斗の頭を心配するような調子で、凜音は眉をひそめて困ったように首を傾げる。

　賭かけてもいいが、姫琉が超人でないなんて噓だ。

　もし本当にそうで、それを理由に校則通り、学内ランキング制度の外にいるのなら、その事実は『広く公おおやけにされていなければ』意味がない。

　誰が番外位なのかもわからないのに、その番外位を傷つけると罰則、なんて理り不ふ尽じんはないからだ。

　少なくとも捷斗は月つき坂さかからそんな告知を受けていないし、確認しても月坂は、現在、番外位にいる生徒はいないと断言していた。

　ロシールドが本気になれば、記録をいじって本当に姫琉を番外位に位置づけることも不可能ではないだろうに、それすらしていない、雑な噓だ。

　その雑な噓を、凜音は頭から信じてしまっている。

　姫琉がそう言っていた、ただそれだけの理由で。

　姫琉が他者の精神に干渉するタイプの才能、能力を持ち、凜音がその支配下にあることには、ほとんど疑いの余地がない。

　そしておそらく、その詳細は──。

「さ。兄さん、どうぞ中へ。開演の時間です」

「……開演？」

　おぼろげながら姫琉の能力の概要に当たりはつけてきたのだが、凜音の口にする単語は想像していなかったもので、眉をひそめざるをえない。

　凜音は、やけに楽しそうに捷斗の手首を摑むと、有無を言わせず、教室前方の入口から中へと入った。

　一年Ａ組の教室内は、やけに暗い。

　ほとんど反射的に眼球へ疑似魔力を通し、暗視能力を強化すると、どうやら窓が、視聴覚室にあるような暗幕に覆われているようだ。

　教室の中ほどには、Ａ組所属者らしき生徒たちがひしめき合っている。

　教室後方には、教室内の机が集められ、ちょっとしたステージのような高い床面を作り出していた。

　そして生徒たちが目を向ける、そのステージの中央で。

「みんなーっ！　今日は集まってくれて、ありがとーっ！」

『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！！！！！！』

　カッと天井のライトに照らされたステージ上、マイクに見立てているらしいスマホを手にした姫琉が言うと、生徒たちが、引くほど巨大な歓かん声せいを上げた。

「きゃーっ！　姫ちゃーんっ！　可愛いーっっっ！」

　というのは捷斗の隣、凜音による、聞いたこともない甲かん高だかい歓声である。

「それじゃあ早速、一曲目。いっくよー！」

　媚こびっ媚こびの甘ったるい声で姫琉が言うと、どこからともなく流れ始めるミュージック。それらしい音響機器はないのだが、音波を操る能力を持つ超人でもいるのか、ライブハウスのそれのような、迫力のある音声だった。

　今の歓声を聞いて教員が駆け込んでこない辺り、同じ超人が外部に漏れるはずの音も遮断しているのかもしれない。

『オイ！　オイ！　オイ！　オイ！』

　前奏に合わせて、たしかコールだったか、囃はやすような声が叫ばれる。

　女子の一部はなぜか感極まったように泣き出していて、普通に意味がわからない。

　完全に捷斗一人を置き去りにして教室内が一体となる中、姫琉がマイクに口を寄せ、

「はっじめてーの恋ーはーっ」

　なんか歌い始めた。

　なぜかそれっぽい衣装すら身に纏まとっていて、ダンスのキレも無駄に鋭するどい。

　……これは、やはり、いわゆるアレなのだろうか。

　捷斗も、姫琉の能力について、ある程度の予想はしていた。

　おそらくは他人からの『好意』ないし『信心』を鍵かぎに、対象の精神に干渉可能な類だろうと。

　本来、精神干渉に強い耐性を持つはずの超人にさえ効果を発揮している辺り、その能力は極めて強力だ。

　凜音の態度が示す通り、その影響下にある人物は姫琉に強い好意か信心を持ち、彼女の言いなりになり、彼女の言葉に疑いも反感も持たなくなる。恋は盲目とでも呼ぶべきか、結果的に支配や隷れい属ぞくされる状態になる。

　ある意味では本人の意思で支配されているわけで、この条件だとはたして、『円卓』が凜音に施した情報流出警告術式が上手く働くかどうかも怪しい。

　そのくらいの予想はしていたが、正直、目の前の光景は想像もしていなかった。

　候補として頭の中にあったのは、超人的な宗教指導者、超人的な扇動者アジテーター、超人的なカリスマとか、その手の才能である。

　が、『好意』と『信心』を併あわせ持もつという意味ではなるほど。

　これが一番当てはまる。

　すなわち────超人的アイドルである。

『オイ！　オイ！　オイ！　オイ！』

　これも才能の内なのか、クラスメイトを熱く、というか暑苦しく魅み了りようする姫琉の歌声は、精神干渉の要素を抜いても魅力的だった。

　なんのつもりで姫琉が捷斗だけ精神干渉の対象から除のぞいているのかは、相変わらず不明だが。

「みんなありがとーっ！」

　やがて一曲が終わり、姫琉が呼びかけ、生徒たちが大歓声で沸わく。

　たぶん何かしら彼女の目もく論ろ見みにとって必要な手順なのだろうが、がっつり一曲付き合わされた捷斗の感じるアウェイ感は、いっそむごい。

「あ、みんなはしばらく耳塞いで聞かなかったことにしてね？」

　藪から棒に姫琉がそう言った途端、生徒たちは凜音も含め揃そろって両手を耳に当て、不気味なほど静かになった。

「こんにちは先輩。どうでした？」

「わりと引いた」

「ひどくないです!?　というか、この環境でよく言えますね!?」

「今の指示的に、彼らに俺たちのこの会話は聞こえてないんだろう？」

　周囲を見回しても、捷斗の暴言でいきり立つ信者フアンはいない。無意識レベルで姫琉の言った命令を実行する操り人形のような状態なのだろう。特定の記憶をなくせと言われれば、本当になくしそうだ。

「ま、その通りですけど」

「歌とダンスは、素人しろうと目めにも凄かったとは思うけどね」

　引いたのは操り人形にしたクラスメイトの前で笑顔を振りまいている事実の方であり、アイドル全般に含むところはない。

「そ、それはどうも…………そういうとこ、私以上にあざといですよね先輩って」

「は？」

「なんでもないですぅー。それより本題の勝負です」

　べーっと可愛さを失わない程度にあざとく舌を出し、姫琉はステージ上から告げる。

「ルールは簡単。先輩は立ち塞がる私のファンのみんなを掻かき分わけて、ステージに上がってこられれば勝利です」

「……それだけでいいのか？　五メートルもないと思うが」

「もちろん制限つきですよ。瞬間移動とか、ジャンプして天井蹴って一瞬でここへ、みたいのは反則です。ちゃんと私のファンを正面から討うち倒たおしてきてください」

「無茶を言うな」

「無茶じゃないんですよねぇそれが。騙されたと思って本気でやってみると、いいことあるかもしれませんよ？」

　この場にいるのは凜音を除いて、全員が超人だ。

　凜音にしたって捷斗よりはずっと優れた魔術師であり、力ずくで彼女たちによる妨害をどうこうできるわけがない。数センチ進めるかも怪しい。

「反則の場合はもちろん凜音ちゃん、死んじゃいますからね？」

「いい笑顔でなんつー脅迫を……」

　執しゆう心しんするアイドルの言葉ひとつで、妹が笑顔のまま自分の首を掻き切るところなどはもちろん見たくない。

　騙されるつもりもないが、ひとまずこの勝負には乗るしかないようだ。

「あ、あとやっぱり」

「まだ何か？」

「はい。ステージに上がってもらうだけじゃつまらないですし。勝利条件変えちゃいますね」

「勝手にしてくれ」

　諦あきらめた調子で捷斗が返せば、姫琉はニッと、嫌な予感をよぎらせる笑み。

「じゃあ先輩の勝利条件は──私にキスをしてくれること」

「は!?」

「はいみんな聞いてー！」

　あんまりな追加条件への抗議もむなしく、姫琉のかけ声で、観衆がぱっと両耳から手を離し、彼女の声に傾けい聴ちようする構えを見せる。

「実は今日のライブ、さっきの一曲で終わりなの」

『えぇええええええええええええ!?』

　この世の終わりでも突きつけられたかのような絶望感の滲にじんだ声で、ファンのみなさんがどよめいている。女子の一部はさっきと違う理由で泣き始める。

「私もほんとは続けたいんだけど──」

　ちらりと、姫琉の視線は捷斗の方へ。

　あ、なんかすごくヤバい気配がする。

「──そこにいる蘆屋捷斗先輩、私のストーカーさんが来ちゃったから、危なくって、これ以上は続けられないのっ！　しくしく！」

　直後、観衆がゆっくりと捷斗の方を振り返り。

　ぞくりと、背筋が凍こおるほどの重圧と殺気が、捷斗の総身を呑のみ込こんだ。

「ストーカーだと……？」

「俺の、俺たちの姫ちゃんに付きまとう輩やからが……？」

「許せない……」

「兄さん……そんな……最低です……」

　妹を含め、誰一人として姫琉の言葉を疑わず、本物の殺意を向けてくる。

「早く捕まえなきゃ……」

「捕まえるだけでいいの……？」

「殺した方が」

「ああ、殺そう」

「殺そう」

「殺す」

『殺すッッッ!!』

　これたぶん死んだわ。

　おそらくは彼らの能力によるものだろう、密室の教室内に暴風が吹き荒れ、噴き上がった炎が天井を焦こがす。ばちばちと宙を走った紫し電でんは何万ボルトか。

（がんばれー）

　と口元だけでこちらに言った姫琉を、一度睨んでから。

　捷斗はようやく腹をくくった。

「Hwaet」

　選んだのは、口に馴染んだ古英語、さる英雄の叙じよ事じ詩しの一節だった。

「We Gardena in geardagum」

　呼びかけるのは己おのれの内へ。

　内から広がってそれを外へ。

　呪じゆ文もんは意識を収束するもの。

　発する力は己のもので、呪文自体に意味などいらない。

「theod-cyninga thrym gefrunon」

　意味は生まれる。

　意味を付加する。

「hu tha aethelingas ellen fremedon」

　実なき欲に形を与あたえ給たまうのが、すなわち魔術の本質なれば──。

「殺す……殺……っ、う、ぐ……？」

「殺さなきゃ殺さ……、ぇ、あ……？」

「しまっ、だめ……姫ちゃ……」

　今にも捷斗へ飛びかかろうとしていた生徒たちの動きが、不自然に鈍にぶり、留とどまった。

　困こん惑わくした様子で、それでも努めて捷斗の方を睨もうとしていた彼らは、しかし、抗こうしがたい力に引き寄せられるかのように、ステージ上へと振り向いていく。

　唯一、ベーオウルフを諳そらんじる捷斗の行動の意味を理解している凜音が、妨害を試みた気配はあるが、もう遅い。

「え？　あれ？　みんな？」

　なんか思ってた展開と違う、とでも言いたげな戸惑いを見せるのは、ステージ上の姫琉だ。

「ど、どうしたの？　あの、私じゃなくて先輩の方を」

　引き攣った笑みで彼女が言っても、ステージに吸い寄せられる視線は減らない。

　どころかより強固にステージ上の一点、姫琉の顔を、手足を、衣装ごしの身体の輪郭を見つめ、凝視し、徐々に不穏な熱を滾たぎらせていく。

「せ、先輩？　あのこれ、もしかして先輩が？」

　詠唱を続けたままで、捷斗はゆるく首を、横に振る。

　そもそも捷斗の精神干渉など、超人や凜音に効くわけがない。

　彼らの行動を支配しているのはあくまでも、姫琉の力だ。

　ただし、捷斗の魔術で強化、増幅──結果として暴走させられた、という注ちゆう釈しやくつきではあるのだが。

「……正直、博ばく打ちだったんだが。読みは当たってくれたらしいな」

　強化魔術の安定化が済んだ頃、捷斗は改めてそんな言葉を口にした。

「よ、読み？」

「君の能力が、他人に自分への好意を植うえつける類のものなら、今ひとつしっくりこない部分があった」

　あの完璧な外ヅラ、猫かぶりの技術である。

　普通、ああいう技術、態度は他人の好意を得るため、あるいは敵意を買わないためにこそ培つちかわれるものだ。だが、そもそも能力さえあれば他人の好意を得られ、嫉妬の類も買わずに済むなら、そんな技術を姫琉が培っている必然性は薄い。

　他人に自分がどう見えているか、どういう振る舞いをすればどんな感情を持たれるかなど、濃こまやかな駆け引きなどせずとも、他人の好意は得られるのだから。

　だというのに姫琉はそれを身に着けている。

　理由として考えられる候補は多くなかった。

「つまり、通常の逆。いや、もともとあの手の技術にはそういう意味もあるのかな」

「……っ」

「要するに──他人の好意を誘いすぎないための技術だ」

　好意を持たれるというのは、一概に良い面ばかりではない。

　恋人持ちの異性に好かれれば『人の男を誑たぶらかした』だのと後ろ指を指されるだろうし、もっとシンプルに、ストーカーや性犯罪者、特に女性にとっては厄介だろう存在さえ呼び寄せる危険がある。

「好意を持たれていることを自覚した上で、一線を踏み越えた暴走をさせないよう、『力ずくなんて手段に出ずともこの恋は実みのる』というような期待を適度に持たせたり、『今はまだ』誰とも恋人になるつもりがないと、解釈させるような」

「そっ、その読みは正直お見事なんですけど、あの、今はそれよりですね」

「そしてその手の技術を君が培っているということは、案外、君の能力は制御の容易なものではないのかもしれないと考えた」

「も、もしもーし!?」

　超人本人に直接働きかける魔術でも、それがわかりやすく彼らにとっての『害』でないなら通じる余地があることは、あのカラオケ店で実証できた。

　もちろん身体機能と同じように超人の能力さえ強化できるか、暴走を目論むそれが『害』であると認識されないか否いなかは博打だったが、どうやら博打には勝てた。

　姫琉という格上を相手取っての『小細工』が、成功した形である。

　捷斗を能力の対象から除外できている以上、少なくとも任意の相手を能力の範囲から外すこと自体はできるはずだが、暴走のおかげなのかなんなのか、今はクラスメイトにかけた力を解除するのは難しいようだ。

「な、なんとなく何考えてるかわかりますけど！　私の能力、自由に解除なんてできないし、普通は強制的に好意持たせちゃうタイプでですね！」

「ははは」

「いやそういうのいいですから！　先輩に通じてないのはホントに通じてないだけであって……ひぇっ!?」

　この状況でまだ冗談とは恐れ入るが、どうも本当に解除はできないようで、姫琉は喉のどを引き攣らせ、ステージ後方へと後ずさる。ステージ際にはもちろん、ゾンビのようにフラフラとした、彼女のファンたちがひしめいていた。

「姫ちゃん……姫ちゃん……」

「可愛い……可愛すぎて俺もう……」

「いけないわ、女の子同士なのにこんな……でもこれ以上は……」

「み、みんなー!?　しょ、正気に戻って!?　いやあのホントまじでそれ以上は警察呼ぶからこないでお願いっ！」

「姫ちゃんが悪いんだよぉ……」

「そうよ……そんなにも可愛いから……食べちゃいたいほど……」

「ひいいいいいッ」

　じわじわとステージ上へと上がり始める観衆。

　姫琉はとっくに壁際にまで追いつめられて、逃げ場はない。

「き、嫌い！　嫌いになりますからね!?　私に指一本でも触──」

「うう……姫ちゃんに嫌われるなんて……」

「そんなの耐たえられない……でも」

「もう」

「これ以上は」

「我慢、できない」

「嫌われても、いい……」

　極きわまった好意とは、実に厄介なものである。

「や、やだやめ、放っ」

　生身の戦闘能力は見た目通りの女の子らしく、姫琉はファン──同性相手なせいか不ふ埒らちな行為への抵抗感が男子よりむしろ小さいようで、先に至近距離に達した女子生徒たちによって、組み伏せられた。

　もちろんそれで収まるわけもなく、彼女たちの手は姫琉の衣装へ伸びている。

「た、たた、助けてください先輩っ！」

　というどこかで聞いたような、いやあの時よりもずっと必死な声音は、他人事のように見守っている捷斗へのそれだろうか。

　捷斗は肩をすくめ、冷たく応じる。

「そうは言っても、直接そこへ飛ぶのはルール違反だし。まあ、アイドルなんだし、処女を失えばファンの何割かは離れるんじゃないか？」

「鬼ですか鬼ですね鬼ですよあなた!?　い、いいですもう私の負けですだからお願い早く助──やだぁあああああ!?　ほ、ほんと、無理、や、やめっ……ッ」

　……どうやら本当にもうこれ以上、隠し球はないらしい。

「ひっ、う、やだ、やだよぅ……は、初めてはもっと、ちゃんと……うぅううう」

　いよいよマジの泣き声を上げ始めた姫琉を、さすがにこれ以上放置しておくのも寝覚めが悪い。

　とはいえあの超人の群れに割って入る自信はないし、もはや空間跳躍で飛び入る隙すき間まもありはせず、

「…………え？」

　ぱちんと指をひとつ鳴らして、空間を超え飛んできた、姫琉の身体を抱き留める。

　超能力ではアポートとか呼ぶんだったか、離れた場所にある物体を手元に一瞬で引き寄せる、簡単な魔術である。

「先、輩？」

「……悪かった。これで終わりとは思ってなかった」

　まだ状況が飲み込めていないらしい姫琉の、涙で濡ぬれた顔を見ると罪悪感にも襲われて、言い訳がましく言ってみる。

　迂闊に謝ったりなどすれば、姫琉ならまたどんな貸しの口実に使ってくるかもわからないなと、言った後で少し後悔もしたのだが、

「っ、ふぇ……ぇええええ、っ、こっ、こわ、怖かったよぉおおおお……」

「えぇえ……」

　姫琉は乱れた衣装のまま、子どものような泣き声を上げ捷斗の胸に縋すがりついてくるので、なんか罪悪感がさらにヤバい。

「うっ、ぅ……ばかぁ……助けるの遅いよぉおお……」

「わ、悪かったって」

「ぅううううっ、ぇぐっ」

「いやあの、さすがにいつまでもこうしてるとだな……」

　軽い幼児退行状態でしゃくりあげる姫琉をなだめつつ、捷斗は冷や汗を垂らし、ステージの方を見る。

「姫ちゃん……姫ちゃんどこ……」

「いない……？　おい、姫ちゃんが消えたぞ!?」

「どこだ!?　誰だ!?　俺の姫ちゃんをどこにやった─────っ!?」

　ほとんど理性を失っていて、暗い教室内でひしめきあっているとはいえ、さすがに姫琉が消えたことに気づかれてしまったようで、Ａ組生徒たちが怒声を上げ始める。

　姫琉にかけた強化魔術が切れるまでにはまだしばらく時間もかかる。

「いた、いたぞぉ！　ストーカーが姫ちゃんをぉおおおおお！」

「何してんだてめぇうらやま殺すッッッ！」

「兄さんも姫ちゃんもひどいですうらやましいです恨うらめしいです……」

　とりあえず空間跳躍でこの場から逃げないと、我が妹を含め説得が通じそうな雰囲気にはない。

　そう判断した捷斗が魔術を発動しようとした瞬間、ぐいっと姫琉が、捷斗のシャツの襟を強く、握った。

「……先輩の、ばか。鬼き畜ちく、えっち、無自覚、鈍どん感かん」

「いや後で聞くから、今は──」

　恨み言を遮さえぎって捷斗が言うのを、姫琉はさらにぐっと、濡れた青い瞳を近づけることで遮って、言う。




「先輩の、ばか。でも、もう、だめ……………………好きです」




　……………………えー。

　今度はなんの、
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「罠でも冗談でもからかいでも勘違いでもないですからね」

　姫琉は唇を尖らせ目をそらしつつ、捷斗の思考を先回りして潰すかのように言った。

「誤解の余地がないよう言っておきますけど、今のは、愛の告白ですよ？」

「お、おう…………まじか」

「まじですが何か」

　うっすら頰を赤らめて、開き直ったように言う姫琉だった。

　…………いや、それはそれとして今は。

「告白、だと……？」

「ひ、姫ちゃんが……ストーカーに……？」

「そんな、そんなバカな……」

「う、ぉあああああ！　認めん、俺は認めんぞぉおおおおお！」

　いよいよ本格的に命がヤバい。

　捷斗は察して、ようやく魔術を発動させた。
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「自分の覚醒がいつだったのか、ハッキリとはわからないんです」

　諸もろ々もろの事態が落ち着いた、捷斗の転入五日目の昼休み、中庭の人工芝の上で、姫琉はそんな風に切り出した。

「自慢じゃないですが、物心ついた時……両親によればさらにその前、生まれた時から、私は誰にでも好かれる人間でした」

　本当に自慢ではなさそうに、どこか皮肉げな笑みを浮かべて、姫琉は続ける。

「姫ちゃんは可愛い。姫ちゃんはお利り口こうさん。姫ちゃんはなんでもできるね。まったくお世辞ではない周囲の、本心からのそんな言葉が嬉しくて、色々と健けな気げに頑張ったものです。お勉強も習い事もお行儀も。客観的に見てもまあ、愛あい嬌きようがあって愛想もいい、それはそれはとても可愛いお子様だったでしょうとも」

　でも、と姫琉は語調を少し沈ませた。

「ある時『あれ？』って気づいちゃったんですよね。テストで失敗しても、うっかりお皿を割ってしまっても、ふざけていて家の高価な置き物を台だい無なしにしてしまった時でさえ、両親も、使用人も、親しん戚せきも、まったく誰も怒らないんです」

　よほど溺でき愛あいされているのであれば、ありえない話ではないが。

「私、お姉ちゃんがいるんですけど、お姉ちゃんは普通に怒られるんです。私より成績もいいのにですよ？　長女だから、っていうのはあるんでしょうけど、それにしたって露ろ骨こつに扱いが違いすぎます。差別と呼んでいいくらい。……私、焦あせりました。このままじゃ、お姉ちゃんに嫌われちゃうんじゃないかって」

　自分には厳しいのに、露骨に妹にだけ甘い家人。たしかに普通なら、妹に嫉妬や敵意を抱いてしまいそうな環境ではある。

　あくまでも普通なら、だが。

「ちゃんと叱ってもらおうと思って、少し、嫌な子になろうとしてみました。わがままを言いまくってみたんです。玩具がほしい、お小遣いがほしい、ペットがほしい、別荘がほしい……億は下らないはずですが、全部叶かないました。お金持ちだから平気なのかなと思って、パパとママの婚約指輪をほしがってみても、習い事を全部やめたいと言っても、同じ。長年勤つとめてくれた使用人をクビにしてって頼んだら本当にクビにしようとするし、本人も悲しそうな笑顔で言う通りにしようとするんで、すごく焦って撤回したりもしましたね」

　そこまでいくとさすがに異常だとは、子どもでも確信できてしまう。

「横で見ていたお姉ちゃんは……少し、うらやましくなったんでしょうね。小さくわがままを言ってみて、でも、両親は本来の教育方針のせいなんでしょうけど、『ロシールドの人間だからといってなんでも思い通りになると思うな』って怒って。思わず私の方が謝ると、お姉ちゃんは満面の笑みで言うんです。『しょうがないよ。私と違って──姫は可愛いんだから』って」

　嫌味も、皮肉も、嫉妬も込めず……いや、それを抱く自由すら奪われて、姉は妹に好意だけを持ち続けているのだろう。

「その後は、私から頼んで、お姉ちゃんのほしがってたぬいぐるみを両親にプレゼントしてもらって。なぜかお姉ちゃんにすごく感謝されて。で、理解しました。私、何をやっても嫌われないんだなって」

　状況は学校でも同じだった。

　どれだけ冷たい態度を取っても、理不尽なわがままを言ってみても、友達も教師もまるで自分を嫌わない。死力を尽つくして願いには応え、冷たい態度を取られた場合は自分自身を責め始める始末で、それはなかなか、精神的にキツいものがありそうだ。

　自分が死ねと言ったら本当に死ぬような人間しか周囲にいないのでは、なるほど、相手からの好意のコントロール以前に、他人が自分の態度や言葉をどう受け取るか、繊せん細さいに読み取る技術を培うのも必然だ。

「成長につれて能力も強まったみたいで、先輩の読み通り、危ない目に遭いそうになることもありました。基本、私に嫌われるようなことをする人はいませんし、上手く言葉でなだめれば抑えられる程度ではありましたけど」

「……超人だと発覚したのはいつなんだ？　周囲が君に抱いている異常な好意を異常だと認識してないなら、なかなか判明しなさそうだが」

「『超人』について知ると同時に自分で気づきましたよ。学園諸島への移住の申請も自分でしました。私が超人だと自称すれば、誰も疑いませんでしたし」

　捷斗の疑問に、姫琉は肩をすくめて答える。

　超人としての認定には色々と科学的な検査が必要なはずだが、それすら雑に省略されていそうな流れだ。

「わざわざ一般人を自称して、霧咲坂高校を選んだのは？」

「入学初日に、クラスで『一般人で番外位なんです』と自己紹介したらあっさり受け入れられて、凜音ちゃんもそう信じてたってだけですね。別に戦いが得意なわけじゃないですし、いきなり襲われても困るので、ブラフも兼かねて言ってみただけなんですけど。霧咲坂高校を選んだのは、ブラフをブラフと見抜いて接触してくるような人……私の能力が効かない人が、戦闘に自信あるタイプの人たちの中にならいるんじゃないかと思って。あと日本語が通じるので。私、ドイツとのハーフですけど日本育ちですし」

「自分の能力が効かない相手を探していたのは？」

　聞くまでもない気はするが、一応、確認のため聞いておく。

　姫琉は儚はかなげな苦笑を浮かべて、それに応じた。

「何をやっても、何をしなくても、誰にでも好かれて嫌われない。哲学好きじゃないですけど、それって本当に好かれているの？　とは思っちゃいません？」

「まあ、薬で洗脳して『好き』と言わせてるようなもんだしな」

「……いやそうなんですけど、そういうとこ容赦ないですよね先輩って」

「ああいや、悪い。別に他意は」

「そういうところも好き♡」

「……どうも」

　その言葉をどこまで本気で受け取るべきか迷いながら、捷斗はひとつ、納得する。

　本当の自分を好きになってくれる相手がほしい、などと表現すると面倒くさい観念論みたいに思えてしまうが、彼女の能力ではたしかに、周囲がどこまで自分の意思で彼女のことを好きだと言っているのか、疑わしくはなるだろう。

「仮にこの能力がなくなったら、友達やお姉ちゃんはおろか、パパとママですら、本当に私を愛してくれるかどうか」

「そこはさすがに」

「言い切れます？　子どもに愛情のない親なんていくらでもいるでしょう？」

「…………まあ、そうだな」

「あっ、や、た、たとえ話なんですけど。なんでそんな実感こもった呟きを」

　今現在の父親と、血の繋つながった本当の親について思い出して遠い目をした捷斗を、姫琉が慌てた様子で気遣ってくる。

　自分の中で整理はついている話なので、深く気にするなと身振りで伝える。

「とにかく、まあ、一応わかった」

「私が先輩に──私の能力が効かない、本当の意味で私を好きになってくれるかもしれないあなたに惹ひかれた理由が、ですか？」

「いや、理屈の上ではそうなんだが」

「煮え切らないですねー。こんな美少女に告白されて、一体何がご不満なんです？」

「まず俺に、君の能力が効いていないって前提がだな……」

　凜音や、超人にすら、姫琉の意思によらず効果を及ぼす強烈な精神干渉が、捷斗にだけ効果がないとは、とうてい思えない。

　が、姫琉の説明の矛盾や、噓を言っているという印象も抱けていないという点もまた、事実ではある。……と思ってしまう時点で能力が作用しているのではとか、いやだとしたらここまで手の込んだお膳ぜん立だてで捷斗を騙そうとする姫琉の意図に見当はつかず、見当がつかないこともまた姫琉の手の平の上で……などと堂どう々どう巡めぐりを繰り返している。

「あと背景の事情を差し引いても、やっぱり、君に告白されるほどの好印象を抱かせる要因に思い当たらないというか」

　何しろ出会ってからまだ三、四日しか経たっていない。

　カラオケ店のあれは姫琉の意図したもの……飲酒していて、その手の行為に躊躇がなさそうなあの連中の暴走を、わざと誘発するような態度を取った結果らしいし、捷斗が助けたことは彼女の計算の上でのこと。

　翌日以降の、学校の廊下や浴場でのやり取りも探り合いの色が濃かったし、昨日のアレに至っては、直接的には捷斗のせいで姫琉の貞てい操そうが危機に晒さらされることになったり、むしろ嫌われた方が自然ではなかろうか。吊り橋効果にだって限界はある。

　そんな捷斗の疑念に対し、姫琉はぷくっと、可愛さを損なわない程度にあざとく頰を膨らませ、お怒りを表現してきた。

「なんですかぁ人をチョロい女みたいに」

「……悪い。正直少しそれを疑っている」

「っ、し、失礼な！　ゆ、勇気を出した私のアプローチに、あざといくらい可愛くウブな反応してくれた先輩に愛しさを感じても、それはしょうがないじゃないですか！」

「あざといとか君にだけは言われたくないし」

「こ、この……あのですね、自分なりに努力した結果の可愛さを、素直に魅力的に感じてもらえることが、こと私にとってどれだけ尊とうとみが深いかをこのあとじっくり」

「そもそも俺以外にも、君の能力が効かなそうな人間ならこの場にも」

「……はい？」

　捷斗の言葉に、姫琉はきょとんとした顔で首を傾げる。

　心当たりに視線を向けて、捷斗は姫琉に彼女の存在を示した。

「え。な、何？」

　離れた位置に逆正座、いわゆる女の子座りで同席し、手作りらしき小さな弁当箱に箸はしを伸ばしているのは、天てん神じん奈緒である。

　試しにと、捷斗は奈緒に質問を投げかける。

「天神。彼女についてどう思う？」

「どうって……か、可愛い娘だなって。……あとどういう関係かなって」

　後半はやたら小声すぎて聞き取れないが、まあ、姫琉の容姿を見ればそう思うのは誰でも同じか。だが。

「好きか嫌いかで言うと？」

「何それ。ええー……好き寄りの普通？　まだよく知らないし」

「先輩、お姉様とお呼びしてもいいですか？」

「は!?」

　すっと真剣な表情になった姫琉に真顔で詰め寄られ、奈緒が動揺している。

　奈緒の『氣き』は、超人による精神干渉にも耐性があったという。なら姫琉のそれにも対抗できて不思議はないのでは、と予想したのだが、どうやら当たっていたらしい。

「改めましてお姉様。私、一年の姫琉・ロシールドといいます。以後お見知りおきを」

「て、天神奈緒です……いやあの、なんでお姉様……？」

　困惑し、やや引き気味ですらある奈緒の態度に、ジーンと感動した様子の姫琉を微笑ほほえましく思いながら、捷斗はようやく人心地ついた気分で昼食のパンに手を伸ばす。

「って、何を『別に俺以外にも能力効かない奴ぐらいいっぱいいるんだからそのうち気の迷いも晴れるだろう』みたいな他人顔でパンをモソモソし始めてるんですか先輩」

「……？」

「きょとん、じゃないんですよ可愛いですねこん畜ちく生しよう！　余よ計けいな期待を持たれないようあらかじめ断言しておきますが、同性で私の能力効かないお友達に興味はあれど、私にそちらの趣味まではないですし、そうそうお二人みたいな人はいませんよ！」

「いや、確率論的にこの諸島内ならきっとゴマンと」

「いーまーせーんー。見てくださいあちらを」

　言われるまま姫琉が指さす方を見ると、そこには約二名、一心不乱に地面を見つめつつ何か呟いている者たちの姿があった。

「ショート殺すショート殺すショート殺すなんだあの後輩可愛いうらやま殺す」

「どうしようどうしようどうしよう姫ちゃんがそんなでも兄さん相手じゃ仕方ないけどでもとても困るしどちらも嫌いになれないしわたしは一体どうしたら」

　ぎらぎらと殺意をたぎらせる杉原と、何か混乱しきった様子の凜音である。

　凜音も含め一年Ａ組の生徒たちは、強化魔術の効果が切れた後、姫琉の「今日のライブでの出来事は全部まるっと忘れてね♡」という『お願い』により本当に昨日の記憶を失ったが、途中から魔術で聴力を強化していた凜音は、捷斗と姫琉のやり取りを一部聞いてショックを受けているようだ。杉原は単純に可愛い後輩に懐かれている（？）捷斗の姿に殺意を抱いているっぽい。

「アレが普通の反応です」

「普通とは」

「だいたい、よしんば他に、先輩よりイケメンで先輩よりめんどくさくなくて先輩ほどいけずではない、私の能力の効かない男性が現れたとしてもですね」

「さらりとディスられた気がする」

「気のせいです。話の腰を折らない。えええとだから……そう、インプリンティング、刷すりこみじゃないですけど、『初めて』の鮮せん烈れつさは偉大というか、この先、二度と先輩以上のインパクトは受けないわけで。つまりだから、ああもうそういう先輩じみたややこしい理屈は置いといて」

　この段になって少し、その先を口にするのを恥じらうようなあざとい口ごもりを見せた後、一呼吸置いた姫琉は、にっこりとした笑みを象かたどり、小首を傾げ顎先に指を当て、

「私が好きな男の人は──先輩だけ、ですからね？」

　悪戯っぽくそう宣言した。

　そして会心の一撃、と言わんばかりのドヤ顔を見せる。

　そこでドヤ顔を見せてくるあざとさのあざとみがあざとすぎてあざとい。あざといがゲシュタルト崩壊を起こしそうである。

「ごほっ、けほっ、あっ、蘆屋くん!?　え、何、マジでその娘とどういう関係!?」

「何見せつけてくれてんだ説明しろやゴルァアアアアッ！」

「あ……無理……姫ちゃんに勝てるわけないし兄さんにも勝てない……」

　誤解の余地もない姫琉の宣言に、三者三様の反応を見せる同席者たち。

　……なぜだ。

　捷斗は超人の命を狙う勢力の一員であり、あまつさえ姫琉はそのことを知っているはずなのに、どうしてこんなラブコメじみた状況に。

　奈緒が捷斗に姫琉と同種の感情を向けてくれていることは知っているし、客観的に見てこれは一応、いわゆる修しゆ羅ら場ばの一種なのではあるまいか。

「蘆屋、捷斗」

　どう収拾をつけたものかと捷斗が悩んでいると、横から、聞き覚えのない声がした。

　見れば、姫琉や奈緒、凜音に劣らず目を惹く容姿をした、小柄な女子生徒がこちらへと近づいてくるところである。

「……何か？」

　染めているわけではなさそうな、艶つやのある銀色の髪を横で縛った、たしかサイドテールとかいう髪型。

　静かにこちらに向けられた瞳は、翡ひ翠すいにも似た鮮あざやかな緑色。

　制服のリボンの色は赤。見た目は少し幼く見えるが、三年生らしい。

　透すき通とおりそうな白い肌のその美少女は、戸惑いまじりの捷斗の返事に、こくりと首しゆ肯こうをひとつ見せ、

「三年。島しま風かぜリリィ。君と、勝負しにきた」

　端的な自己紹介以外の前置きもなく、そんな台詞を口にする。

「はい？　いやええと……島風先輩？　一体何を」

「ボクが３位に挑むのは、おかしくない」

　なぜそれを知っているのか。

　警戒感を高める捷斗を気にした様子もなく、リリィは自分のスマホを取り出して、

「ボク──２位だから」

　宣言通りの学内順位が表示された、アプリの画面を突きつけてきた。
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「つーか誰だれだよ」

「俺が聞きたい」

　ぼやくような杉すぎ原はらの問いに、捷しよう斗とも困こん惑わくしつつ首を振ふる。

　いやほんと、マジで誰？

　見覚えはないし名前にも聞き覚えがない。アプリの画面が本物なら彼女が学内２位であることは本当だろうが、いきなり勝負を申し込まれる意味もわからない。

　彼女は「おかしくない」と言ったが、２位が３位に勝負を申し込むのは、その逆に比べるとだいぶ不自然なのではなかろうか。

「またなんか可愛かわいい娘こが増えた……」

「先輩のことだから、どっかで無自覚に引っかけてきたんじゃないですかね」

「兄さんそんな、奈な緒お先輩や姫ひめちゃんだけじゃ飽あき足たらず……」

　あとなぜか、女性陣の視線が冷たい。

　件くだんの島しま風かぜリリィ先輩はといえば、捷斗たちのやり取りを不思議そうに見て言う。

「？　島風リリィ。さっき名乗った」

「いえそういう意味ではなく……」

「なんでもいい。勝負。早く」

　無表情で淡たん々たんと、リリィは勝負を急せかす。

「ええと、勝負っていうのは、つまり学内ルールに則のつとった？　暴力的な手段も含む？」

「他にある？」

「ないですけど」

「先に降こう参さんした方が負け。早くやる」

　やけに急かすが、何か焦あせっているのだろうか。

　静かな水みな面ものような無表情からはうかがい知れない。

「……わかりました」

　とにかく、勝負は受けるしかなさそうだった。

　捷斗は抵抗を諦あきらめて立ち上がる。

　本音をいえば、あまり受けたくはない。

　捷斗に一撃で負けた奈緒が３位であったこと、明らかに大半の超人に対し優位に立てる姫ひめ琉るが順位上げに積極的ではなかった例などから考えて、学内順位がそのまま実力を反映した数値であるとは思えないが、それでも２位は、警戒しないわけにはいかない順位である。

　超人との勝負や、そこから情報を得ること自体は望むところだが、いかんせんこうもいきなりでは準備も何もなく、リリィの能力や才能を推すい測そくする材料すらまるでない。

　奈緒の時と同様、超人の攻撃の威力や性質データを測はかる魔術は常に仕し込こんでいるので、ここで死んでもまったくの犬死にはならないとは信じたいが。

「お、ようやくお手並み拝はい見けんできるわけか」

　抜ぬけ目めなく捷斗の情報を得ようとしている、油断ならない学友の目もある。

　が、逃げようにもそもそも、本来ならリリィはいちいち捷斗の承しよう諾だくを得る必要はない。学内のルール上、別に不意打ちでもいいわけで、逃げようとした瞬間、それを阻はばみ攻撃してくる可能性も十分にある。

　空間転移の魔術を発動するまでのわずかな時間で、リリィの攻撃がこちらに届かない保証もないし、なら防御に専念して彼女の能力の一いつ端たんでも摑つかみ、情報を得る機会を優先すべきだ。

「いくよ」

　方針を決め、軽く腰を落として身み構がまえた捷斗に、リリィは告つげる。

　しん、とわずかな、張りつめた静せい寂じやくが中庭に満ちて。

　捷斗が疑似魔力を眼球と鼓こ膜まくに走らせ、リリィの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見逃すまいと集中力を高めた、直後。

　リリィが動く。

　まずスッと大きく息を吸い。

　その場に立ったままの姿勢で。




「ボクの負け。降こう参さん。──あと好き」




　初手としてそんな言葉を繰り出してきた。

　それから続けて……続けて…………………………うん？

「……今なんと？」

「ボクの負け。あと好き。恋愛的な意味で」

「………………」

　意味がわからない。

　捷斗が混乱、困惑し切っていると、リリィはスマホを差し出してくる。

「噓うそじゃない。ポイントもあげる。他に要求があればなんでも聞いてあげる」

「いや、なんでもて……」

「えっちなことも含む」

「……いやいやいや」

　無表情で何を言い出すんだこの先輩。

　罠わなか？　態度はそれっぽくないが、姫琉が仕し掛かけてきたようなハニートラップに似た何かなのかこれは？

「罠とか痴ち女じよとかじゃない。好きな人とえっちなことをしたくなるのは、普通」

「……確認ですが、俺は、以前に先輩とお会いしたことが？」

　ひょっとしたら記憶違い、ないしリリィの容姿が変わっていて見覚えがないだけという可能性も考こう慮りよして、確認してみる。

　が、リリィはふるりと首を横に振った。

「ないと思う」

「じゃあ、つい今しがたが初対面？」

「そうなる」

「なら先輩は、このごく短時間で、初対面の俺にその、惚ほれたと？」

「一応、そういうことになる」

　もはやチョロいとか、そういう次元の話ではない。

　捷斗が混乱を深めていると、リリィはそれをどこか不思議そうに眺ながめた後、

「安心してほしい」

　ようやく捷斗の混乱の理由に思い当たったように、そう切り出した。

「ボクは自分をボクと呼んでるけど、男の娘ことかじゃない。ちゃんと女の子」

「いえ先輩の性別が気になっていたとかでは全然ないんですが」

「直接……さ、触って確認してもらっても、構わない」

「話聞いてます？」

　やはり表情は静かなまま、それでもさすがに少しは照てれた様子で言葉をもつれさせつつ言ってくるが、問題はその辺りでは全然ない。

　だが何を誤解しているのか、リリィはなぜか覚悟を決めたような気配を醸かもし出だし、こちらへ一歩踏み出してくる。

「し、下はさすがにこの場では困る。う、う、上ならまだ」

「だから先輩が女性であることには一いつ片ぺんの疑いも抱いてはいなくてですね」

「だ、大丈夫。見た目よりはある、はず」

「いえ主に俺の社会的地位が大丈夫ではなさそうです」

　女性陣の視線の温度がさっきよりさらに下がっている。「そこで行かなきゃ男が廃すたるぜ」みたいな顔で親指を立てている杉原は殴なぐりたい。

「と、とにかく落ち着いて。そもそも、なぜ俺に勝負を？」

「ボクにとっての儀式みたいなもの。気にしなくていい」

「いよいよ意味がわかりません……」

「……ごめん。あまり説明が上う手まくない。最初から話す。でも、先にひとつ言っておく」

　そこで一度言葉を切って、リリィはこちらを見ている四人……止めに入ろうかどうしようか迷っている様子の女性陣と、「よしそこで抱きしめろ」みたいなジェスチャーをしている杉原とを一いち瞥べつし、捷斗の至近距離にまで近づいてきた。

「少し屈かがんで」

「は、はあ」

　耳を貸せということらしいので、言われるまま膝ひざを曲げると、リリィは捷斗の顔へと唇くちびるを寄せてきて、

「ちょ!?」

「先輩チョロすぎですか油断しすぎですかああもうなんで素す直なおに言うこと聞いちゃいますかね……っ！」

「兄さんストップそれ以上は！」

「ショートてめぇやるじゃねぇか死ねこの野郎うらやましい！」

　なぜか騒さわぎ出だした四人をよそに、




「三日後。バレる。君が──魔術師なこと」




　妙みような確信に満ちた警告を、囁ささやいてきた。
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「子どもの頃から、ボクはＴＶゲームが好きだった」

　放課後。

　以前に奈緒と戦った空あき教室で、リリィはそんな風に切り出した。

　……なんか昼休みにも、こんな風に誰かの過去語りを聞いたばかりのような。今この場にいるのはリリィと捷斗、それに凜りん音ねの三人だけだという違いはあるが。

「特別な理由はない。ゲームは楽しい。だから好き。それだけ。だけど」

　言って、リリィは宙を見上げる。

「ずっと不思議だった。ボクが危ないことをする度、母さんが言う。『怪け我がでもしたらどうするの。人生はゲームみたいにはいかないのよ』って。でも」

　視線を目の前の捷斗へと戻して、彼女は続けた。

「人生も、リセットすればやり直せるし、ゲームと同じじゃないの？」

　つまりそれが、彼女が超人として持つ才能だった。

「自分だけが変なんだって気づいたのは、近所の子が、交通事故で亡なくなった時。ほとんど知らない子だったけど、お通つ夜やに呼ばれて、みんな泣いてるから不思議だった。だからつい言っちゃった。『リセットすれば生き返るんじゃないの？』って」

　子どもの言葉とはいえ、それはさぞかし、場を凍こおらせる一言だっただろう。

「もちろんすごく怒られた。でも、ボクの話と父さん母さんの話は嚙かみ合あわなくて、ようやく自分におかしな力──タイムリープ能力があるってわかった」

　超人的な超能力者。

　もしくは超人的なタイムリーパー。

　タイムリーパーな時点ですでに超人じゃないかとか、それがアリなら『なんらかの才能が物理法則を無視するレベルで強調された』ものが超人の能力であるという、こちらの推測の前提が今後崩壊してしまうじゃないかとか、言いたいことは色々あったが、話の腰を折ることはせず、捷斗は目線で先を促うながす。

「ボクの父さんは日本の国家公務員。わりとスムーズに超人判定とか、この諸島への移住手続きとかは済んだ。最初はボクみたいな、ゲームみたいな能力の子がいっぱいいるって聞いて楽しみだった」

「期待通りにはいかなそうですね。時間を対象とした力は、魔術においてもそこそこ高難易度ですし、超人にだってそうそう同じ能力者はいないでしょう」

「兄さん、一応言いますけど『そこそこ』どころの話じゃないです」

　横で凜音が笑いどころの摑みにくい冗じよう談だんを飛ばしているが、リリィは捷斗の言葉にうなずきを返した。

「すごい子もいるけど、なんか、思ったほどじゃなかった。面白そうな制度があるこの高校に入ってからも、同じ。ボク、『リセット』だけじゃなくて、時間を止めたりもできるから、簡単にみんなのスマホ、盗めちゃうし」

　スマホを奪えばポイントも奪える。スマホの回線やらデータの管理をしているサーバやらが時間停止で稼働していないと難しいだろうが、奪った相手から距離を取って、データが書き換わるまでの間だけ保持しておくのは簡単だ。ルール上、順位を上げるのは容よう易いだろう。

「つまんないから、縛しばりプレイもしてみた」

「縛りプレイ……？」

　また唐とう突とつにアダルトな単語でも飛び出したのかと思ったが、早はや合が点てんだった。

「自分なりに制限つけて遊ぶこと。えっちな意味じゃない。えっちな意味の方も捷斗が望むなら我慢してみても……」

「お気持ちだけで十分です。それで、具体的にはどのような？」

「たしか荒あら縄なわをこう、おっぱいとか強調する感じで」

「いえそちらの具体性ではなくて」

　目のやり場に困るので、制服ごしとはいえ胸を寄せるような仕し草ぐさは勘かん弁べん願いたい。

「捷斗は健全すぎると思う」

「先輩が大だい胆たんすぎるんです」

「男子高生として逆に不健全。そのせいで魔術師だってバレる可能性も」

「……一般的な男子高生の反応はどうあるべきなんです？」

「もっと鼻息荒くがっつくべき」

「なるほど……？」

「騙だまされてます兄さん。この先輩、淡々としてるわりにかなり肉食系と見ました」

「ち」

　舌打ちというか、舌打ち風の声を無表情で出すリリィ。

　たしかにこう、姫琉とはまた違ったノリでグイグイくる先輩である。

「それで、縛りプレイ。相手のスマホを盗むみたいなのは禁止。正面から戦ってみた。最初は苦戦もできて楽しかった」

　最初は、ということは、次第にできなくなったのだろう。

「けどそのうち、自分の能力の使い方が、他にもあるって気づいた」

　リリィは自分のブレザーの裾すそをめくって腰に手をやると、銃じゆう……小型の短機関銃を取り出した。

　オープンボルト式のその銃のボルトを引いて薬室を開けると、引き金に指をかけ、離れた床へと向ける。

　直後──実時間にすれば、だが──そこに至るまでの映像のコマが抜かれてしまったかのように忽こつ然ぜんと、手前の床に大量の薬やつ莢きよう、そして銃口が向けられた辺りには、どこにも着弾した様子のない、綺き麗れいな弾頭が同じ数だけ転がっていた。

「ボクはセーブ＆ロードって呼んでる」

　リリィはさらに取り出した白いハンカチを、ひらりと弾頭の転がっている辺りへと放り投げ、わずかな時間、白い布地がふわふわ舞って、

　何もない空中で、ハンカチがズタズタに引ひき裂さけ焼やけ焦こげ、布の残ざん骸がいへと変わった。

「……時間を止めて、その間に撃った銃弾の衝撃をその空間に保存、任意のタイミングで解放したって感じですか？」

「そう。刃物なら斬ざん撃げきを、パンチとかデコピンならその衝撃を保存できる」

　リリィの細腕から繰り出される打撃では、たいした威力にならなそうにも思えるが、同じ衝撃を同時に、空間の一点に保存、解放できるとすれば……保存したパンチの回数次第で、解放時には相当な衝撃になりそうだ。

「これに気づいてからは結局、楽勝。リセットして再チャレンジが必要な相手も、ほとんどいなくなっちゃった」

　時間停止の制限時間にもよるが、奈緒のように防御力が高い相手でも、このセーブ＆ロードを使えば、衝撃の重ねがけで対処できるかもしれない。

　全体的にこの校内の超人たちは、まだ戦闘経験が浅い。

　事前にこの手の能力への対抗策を準備する発想自体がないと、対処は難しいはずだ。

　……つまり同様の作さ用ようを持つ魔術を使えば、学内の超人たちを抹まつ殺さつすることも可能な気がするが、さすがにその辺りは、統合生徒会側が対策を取っているか。

「あの兄さん。念のため重ねて言っておきますが、別に超人側が対策を練ねっているから使わないわけではなく、そもそも魔術師にとっても、時間を止めるなんて大魔術はほとんど実例が見当たらないレベルのもので……」

「いやいや。魔導書にいくらでも記述があるだろう？」

「いえその手の記述はあくまで理論上の……え、まさかこの人、魔導書読んだだけでその手の魔術を再現して……九割がた未み踏とう領りよう域いきのモノなのに……？」

　また妙なことを言い出した凜音が何か呟つぶやいているが、捷斗が再現できるのはせいぜい、読破した魔導書に記載された魔術の五割程度がいいところである。

「でもいいんですか？　手の内を明かすような真ま似ねをして。俺たちは魔術師。先輩にとっては敵のはずです」

「別に。敵とは思ってないし、どうせ捷斗には通じないのも知ってる」

「なぜそう思うんです？」

「経験上。さっきも、ボクが時間を止めてる間の意識、あったでしょ？」

「…………」

　たしかに、短機関銃を取り出したリリィが時間を止め、床めがけて短機関銃を掃そう射しやする姿も、衝撃だけ空間に保存したせいか、空中で動きを止めた弾丸の群がその場にバラバラと落ちる光景も、捷斗は一部始終、目撃していた。

　が、魔術師としては当然の備そなえだ。

　何者かが時間を止めた場合には、止まった時間の中でも動けるよう、対抗術式を自動で展開できるようになっている。凜音も同様の備えで、意識はあったはずである。

「いえ兄さん、そんな『バレてるんじゃ白状するしかないな』みたいなアイコンタクト送られても、わたしはまるっと初耳なんですけど」

「それで先輩、楽勝になってからはどうなったんです？」

「兄さーん？」

　泣きそうな顔で肩をゆすってくる中二病の妹を、心を鬼にしてスルーしながらリリィを促すと、リリィはどこか気の毒そうな目をこちらへ向けてきた後、先を続ける。

「どうともならなかったというか、気づいたら１位になってた。で、飽きた」

「飽きた？」

　ん、とリリィは静かにうなずく。

「五億円がほしかったわけじゃないし。ゲームとして面白そうだっただけで。でも飽きたから、引きこもってゲームすることにした」

「……それはいつの話で？」

「一年の秋くらい」

　つまりこの人、一年半近く授業に出ず引きこもってゲームしてたのか。それで退学にならないのも不思議だ。

「サボってる間に他の人が１位になったみたいだけど、わざわざ探してまたつまんなかったらやだし、ほっといた」

「そこまでやる気失ってるのにどうして、俺に会いにくるような流れに」

「最初に来たのは捷斗たちの方」

「はい？」

　まるで覚えのない冤えん罪ざいに、思わず首を傾かしげたが、いや、リリィのもともとの能力を考えるとそれはつまり。

「ボクが『リセット』で、この時間軸に戻ってくる前の話」

　曰いわく、この時間軸で呼ぶところの明日に当たる日、捷斗が女子寮の、リリィの自室を訪ね、勝負を挑いどんできたのだという。

　その時間軸の自分がどんな経緯でそうしたのかには現状、思い当たる節ふしはないが、学内２位に関する情報を摑み、さらなる情報を求めて挑む可能性はある。

　魔術師としての任務であれば、女子寮への侵入にも躊ちゆう躇ちよはしないだろう。

「それで、負けた」

「……俺に、ですか？」

「当然。で、悔くやしいからやり直した」

　リリィはリセット……捷斗が訪ねてくる直前の時間へのタイムリープを行い、捷斗との再戦に臨のぞんだ。そして結果は、

「また負けた。あっさり。もちろんやり直す」

　内容のわりにどこか楽しげに、リリィは言う。

「次も負けた。その次はもっと前の時間に飛んで、武器とか色々準備して、でもやっぱり負けた。その次も、そのまた次も、さらに次も、全戦全敗」

「それ……本当に俺でしたか？」

「間違いない」

　と、リリィは自信を持ってうなずくが、捷斗にはにわかに信じがたい話だ。

　たしかにリリィの能力が、先ほど話してくれた程度のものなら、今この場で急に仕掛けられても対応策は複数思いつく。こちらから挑んでいるなら多少はリリィの能力に見当をつけた上でのことだろうし、準備を持って臨むのなら、無限に対処法はあるだろう。

　だが、仮にも学内２位の超人に、捷斗が多少の準備を整えた程度で何度も勝てるとは、とても思えはしない。繰り返した結果だというなら、奈緒の時に疑った、奇跡や幸運の類たぐいという可能性も限りなくゼロに近づくだろうし。

　そんなことを考えていると、リリィがグッと、睨にらむように顔を近づけてきた。

「前も言ったけど、そういう顔、ボクに失礼」

「え？」

「前っていうのは、別の時間軸だけど。いつも、何度ボクに勝っても、君は意外そうな、戸と惑まどった顔をする。『勝てるわけがないのに』みたいな。自分で挑んでおいて」

「す、すみません」

「調子に乗って煽あおられたら、それはそれでコントローラー投げつけたくなるけど」

　コントローラーと言っているから、ゲームのたとえ話だろうか。

　しかしどう言われても、信じがたい話であることは揺ゆらがない。少なくとも、捷斗が落ちこぼれである事実と同じくらいには。

「で、五百回くらい繰り返した頃には、さすがに君にはどうやっても勝てなさそうって気づいた」

「いや五百って……それから？」

「もう五百回繰り返してみた」

「なぜに……」

「だって君、ボクが工夫すると、それを上回るように毎回、違うやり方で勝つんだもん。途中から勝ち負けより、次はどんな手を見せてくれるんだろうって、そっちの方が楽しみになっちゃって」

　つまり、お気に入りのゲームタイトル感覚で捷斗との勝負をやり込んだらしい。

「でも不思議だった。こんな無理ゲー、普段なら制作者呪のろってすぐ投げ出すのに。おかしいなって思いながらもう百回くらい繰り返して、気づいた」

「何に」

「君のこと、好きだって」

「……ちなみに、その繰り返してた期間の体感時間って」

「リープ能力の限界まで、一週間くらい戻ることも普通に多かったから、たぶん三、四年くらい？　その間ずっと君のことばかり考えてたから、好きになって当然。なのでチョロいとか言うのはだめ」

　どうしよう。想像以上に先輩の想いがガチっぽい。

「それから色々迷ってもう百回くらい繰り返してから、前回の時間軸で、君に告白した」

　その百回を告白に勇気を出すための微笑ほほえましい準備期間と見るか、色々吹っ切れて若じやつ干かん逆セクハラじみた迫り方をしてくる肉食系に覚かく醒せいするまでの蛹さなぎ期間と見るかは、解釈に迷う。

「その後は？」

「君と恋人になった。あと抱いてくれた」

「絶対噓ですよねそれ」

「…………噓ジャナイ」

　なら目をそらさないでほしい。

「何があったらゲーマーからそんな肉食系女子になるんですか」

「エロゲしかやったことないから。他の迫り方を知らない」

「それ年齢的にマズいのでは。あとそういうゲームってデートイベントとかあるものなのでは」

「ここは日本の条例適用されないから平気」

　いやむしろそういうのに厳しい外国との協同計画だし、たぶん日本以上に……いや、深く追及するのはよそう。

「それと、やったことあるエロゲは凌りよう辱じよく系だけだから。デートとか知らない」

　そして参考にしているのが男目線でのそれだった。真似したら手首に錠じよう前まえがかけられる類の。

　そんな会話をしていると、話についていけていないのか、ややすねた顔の凜音が、くいくいと捷斗の袖そで口ぐちを引っ張ってきた。

「あの、兄さん。えろげぇ、とか、リョウジョクケイ、ってなんですか？」

「アフリカ大陸に伝わる民間健康法の一種だ」

「とても危険なので条例で禁止されてる」

　リリィと二人、さっと顔をそらして淡たん白ぱくに応じる。

「は、はあ。え、そんな条例が……？」

　戸惑ったように凜音がスマホを取り出すので、

「よせ。その名はアフリカ土着の呪術に由ゆ来らいする特殊な言葉だ。魔術師が不用意に文字列にすると危険だ」

「検索してはいけない言葉」

　二人して口からでまかせを吐いて丸め込む。

　……そういえばこの妹、わりと箱入り育ちだったのを忘れていた。

　リリィも純粋な年下にエロゲユーザーだとバレるのは嫌なのか、

「そのままの君でいて」

　と、小さく呟いていた。

　凜音はまだ微妙に納得いかなげに首を捻ひねっているが、捷斗と二人だけこの場に呼び出された理由を思い出したように、リリィへ目を向ける。

「ええと、それで結局、リリィ先輩はどうしてこの時間軸に？　告白に失敗して兄さんに振られたから、とか？」

「ふ、振られてはいない」

「失敗はしたんですね……」

「こ、声が小さくなったのと、好きを『しゅき』って嚙んで、勘違いされただけ」

「勘違い？」

「『ボク……が、朱しゆ鬼き』って、なんか自分を鬼だと自称し始めた痛い子だと思われた」

「兄さん……そこはさすがに、状況と空気で察してください……」

　なぜか今この時間軸の捷斗に冷たい目を向けてくる凜音。いや、さすがにそうは解釈しないと思うのだが……初対面の相手にいきなりそう言われたら、告白だとは解釈しないかもしれない。

「ええとじゃあ、やっぱり兄さんへの告白をやり直すために？」

「ち、違う。告白は、後日ちゃんとやり直す気だった。ここに来たのは別件」

「それが例の──俺が魔術師だと三日後にバレる、という？」

　ようやくの本題に関する確認に、リリィはこくりとうなずいてみせる。

「三日後。君たちはこの学校の生徒たち、千人以上に囲まれる。ボクが騒ぎに気づいた時には手遅れだった。ボクや天てん神じん奈緒、姫琉・ロシールド以外の全生徒に、君たちが魔術師だって通達されたらしい」

　全校生徒──超人千人以上による包囲。

　事実なら、想像するだけでゾッと背筋が凍る話だ。

　魔術師だとバレた上でのその状況が、友好的な理由によるものであるはずもない。

「深夜、たまたまコンビニに出てたボクはそれに遭遇して、慌てて時間を止めようとしたけど……間に合わなかった。捷斗は、捷斗はボクの目の前で」

　──バラバラの死体にされた。

「間違い、ないんですか？」

　軽く息を呑のみ、凜音が問いかける。

　リリィは視線を足元に沈めて、しかし首を縦に振った。

「詳くわしくは見てないけど、本物だったと思う。宙を舞う首も、鮮せん血けつも、捷斗のものだったはず。……すぐ、リセットでこの時間軸に逃げてきちゃったから、詳しいことはわからないけど」

「そう、ですか……」

　それから凜音は、何事か考え込むように沈黙した。

　別に、その状況で捷斗が死ぬのはむしろ当然だし、さほど訝いぶかしむべき要素はないように思えるのだが。

　それにこのままの未来に待っているのがそんな末まつ路ろだとしても、リリィの行動がそれを変えてくれている。

　他にも気になるところはあるので、捷斗はリリィに向き直った。

「とにかく、今ならまだその事態を回避することは可能ということですよね。ただ、ひとつ疑問なんですが」

「何？」

「先輩のタイムリープって、精神……意識と記憶だけのものですよね」

「そう。指定した何時間、もしくは何日か前の自分の身体からだに戻るだけ」

「ならたとえば今、先輩がリセット……タイムリープをした場合、この時間軸での先輩ってどうなるんでしょうか」

「え？」

「先輩の身体から魂たましいが抜けたようになって、つまり死んでしまうのか。それともタイムリープして別時間軸に飛んだ先輩と、なぜかリープに失敗してこの時間軸に留まる先輩とが二つに分裂するのか」

「え？　え？」

「あるいは先輩が離れた瞬間、この時間軸の世界は消滅するのか」

「え……う……し、知らない。なにそれこわい」

　となると、いざという時のタイムリープはリリィにとっての保険にはなっても、捷斗がその効果を期待できるものではなさそうだ。

　この手のパラドックスとそのリスクが未知数なので、捷斗を含め、魔術師は時間跳躍には及および腰ごしだったりする。不可能ではないが。

　今まで気にしたことがなかったのか、リリィは混乱した様子で頭を抱え始めている。なんだか悪いことをしたかもしれない。

「ありがとうございます先輩。おかげでその未来、回避できると思います」

　まだ腑ふに落ちない点──捷斗がリリィに勝てた理由とか、彼女が捷斗に惚れた理由など──は残っているが、リリィの言葉が真実だと考え、対策するに越したことはない。

　迷いなく、ある手段を採用する決断をして、早速捷斗は、動き始めることにした。
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　決断とはいっても、たいしたことをするわけではない。

「チケットは手配できました。早朝の便です」

「こっちも経けい由ゆ先さきのツテを辿たどって、日本までの安全な移動経路は確保できそうだ。旅券パスポートも何種類か準備したし、途中の『通行税』も、ギリギリ手持ちの現金でなんとかなる」

　逃走経路を確保し、偽造旅券と偽にせの身分の最終チェックを行う。

　要するにこれから──逃げるのである。

　任務中ではあるが、捷斗は『円えん卓たく』所属の魔術師である前に、蘆あし屋や家の人間だ。

　勝算の薄い賭かけをして、家の大事な跡あと取とりである凜音の命を危険に晒さらすより、とっとと逃げて安全を確保しようと考えたのである。

　幸い、明日明後日あさつては土日で、授業がない。

　上手く運べば不在に気づかれるまでを先さき延のばしし、追っ手がかかる前に安全圏へと辿り着けるかもしれない。

　父や月つき坂さかに連絡を取って頼ることも考えはしたが、どんな経路で情報が漏れているのかも現状は不明だ。

　傍ぼう受じゆ対策は取っているとはいえ、実際に『バレた』という事実があるらしい以上、今まで使っていた手段での不用意な通信は控ひかえた方がいい。逃走経路は人脈と知識を活用し、自前で用意した方が無ぶ難なんだろう。

　奈緒や姫琉、それに杉原と、十六夜いざよい教諭には薄情ながら黙だまって出て行く。

　元より彼女たちの敵であるのだから、『薄情』などと思ってしまうこと自体、どこかズレている気もするが。

「兄さん。なんだか少し、寂さびしそうですね？」

　凜音がそう問いかけてきたのは、男子寮の、捷斗の自室でのことだった。

　ビジネスホテルのような間取りの個室で、リリィの話から数時間で逃走の準備を整えた捷斗と凜音は、ようやく一息ついたところだ。

「……まあ、否定はできないかな」

　からかうような凜音の口調に、捷斗は苦笑を浮かべてそう応じた。

　多くの予定が狂い、それ自体は任務上、困った話ではあるのだが、おかげでこれまでにしてこられなかった経験も、色々できた。

　血ち腥なまぐさい場所での生活を憂うれいたことはないが、漫画や小説といった物語で描えがかれる学校生活に、なんの憧あこがれも持たなかったわけでもない。

　意外なほど普通の授業に、普通の休み時間、放課後の寄り道と、寮での生活。

　他愛ない雑談や言い争い、教師とのやり取り。

　曲がりなりにも一応は、友人と呼べる人間もできた。

　どこをどう間違えたのか、自分を好きだと言ってくれた彼女たちの気持ちも、本音を言えば嬉うれしかった。

　たった五日の経験としては、初日に死ぬはずだった自分には得え難がたい、貴重で濃のう密みつな時間だっただろう。

「最初は憂ゆう鬱うつなくらいだったんだが」

　初日を思い返せば、さらに苦笑を重ねたくなる。

　超人を『才能に恵まれた者』として羨うらやんではいたが、ここで出会った彼女たちは、むしろその才能に縛しばられ、苦しみ、持もて余あましていた。

　才能があればあるなりの苦労もあるのだろうと、そう考えてはいても、その中身には想像すら及およんでいなかったのだなと、今になって思う。

　独ひとり言ごとめいた捷斗の言葉を、凜音は、妙に真剣な面おも持もちで聞いていた。

「今は、違うんですね」

「ああ」

「惜おしいって、思いますか？　まだここにいたい、って」

「そういう気持ちもなくはないが」

　言っても仕方のないことだ。

　学園諸島を出れば、二度と彼女たちに出会うことはないだろう。

　上も面の割れた捷斗や凜音を再びここへ派遣することはないだろうし、仮に戦争となっても、情に負けるリスクのある人材を、彼女たちを狙ねらっては使うまい。

　それが救いといえば、救いではある。

「兄さんは、超人は本当に滅ほろぼすべきだと、そう思っていますか？」

　不意に、凜音はそんなことを問いかけてきた。

　唐突な問いだが、捷斗の答えは決まり切っている。

「思っていない。思ったこともないし、彼女たちと接した上だとなおさらな」

「なら、ならどうして……っ！」

「上の、父さんの指示だろう」

　珍しく声を荒らげる凜音に、おいおいと、捷斗は少し不安になる。

　凜音が情で任務に疑問を持つとは思っていなかった。

　が、そこでハタと思い当たった。

「おい凜音。お前まさか、ロシールドの……」

　凜音は姫琉の能力の影響下にあり、好意を抱いているらしい。

　そのせいで任務に消極的になられては、と思ったのだが、凜音は訝いぶかしげに首を捻る。

「どうしてそこで姫ちゃんが出てくるんですか。今は超人の話です。姫ちゃんは一般人ですし。まあ、もし仮に戦争になったら、どんな手を使ってでも姫ちゃんだけは救い出しますけど」

「あ、そう……」

　そういえばそういう認識だった。

　昼に姫琉と捷斗との会話を盗み聞きしていたような気もするが、ひょっとして姫琉が捷斗に向ける好意への話にしか集中していなかったのだろうか。

　なら任務に疑問を抱いているのは、それ以外の理由か。姫琉以外に、凜音が情で揺らぐ相手がクラスメイトにでもいるのだろうか。

　捷斗が思考を巡らせている間にも、凜音は説得じみた言葉を投げかけてくる。

「兄さんがこの島に残る、超人を滅ぼさずに済む方法ならあります」

「……一応聞こうか」

「兄さんが実力を自覚すればいいんです。自覚した上で超人を守る側に立てば、魔術師勢力が束たばになっても負けはしません」

「あのな」

「冗談じゃないんです。わたしはいつも、真剣に言っています」

「ならなおさらタチが……」

　さすがにいい加減、厳きびしく言うべきだろうかと凜音を見ると、彼女は瞳ひとみに涙を浮かべて、それでいて強い眼差しでこちらを見ていた。

　その真剣さを見ると、頭ごなしに叱しかりつける気力は湧かない。

「兄さんは、強いんです。魔術師はもちろん、超人よりも。この学校でも、そう捉とらえないと筋すじが通らない出来事が、いくつもあったはずじゃないですか」

　そこはまあ、事実ではあるが。

　だが捷斗は、自分が弱いと捉えない限り筋の通らない出来事を、これまでの人生でその何倍も経験してきた。

　彼女も知っているはずだが、言い含めるように、捷斗は言う。

「俺は、本当の親に殺されかけた」

「……っ、知っています」

　さすがに少したじろいだ様子を見せつつも、まだ引く気はないようで、凜音はうなずいた。

「蘆屋の分家。ほとんど他人と呼んでいいほどの末まつ端たんながら、魔術師として、本家の力に頼らずともそれなりの地位を築いてきた家だった。そこに生まれたのが、俺みたいなクズだ。両親はどちらも魔術師として優秀で、本家を超えるほどの逸材が生まれるんじゃないかと周囲から期待され、あるいは警戒された中での……俺だった」

　実の親はさぞ、期待をはずされたことだろう。

　恥をかかされたことだろう。

　魔術師はプライドの高い人種が多い。

　我慢ならない怒りは、幼い捷斗に向けられて──。

「俺は、俺の首に手をかけている、血走った眼差しの親の顔しか覚えていない」

　それが捷斗の、物心ついて一番初めの記憶だ。

　幸か不幸か、使用人が気づいて凶行を阻はばみ、裁さい量りようは本家に委ゆだねられることになった。

　蘆屋には魔術師として裏向きの、そして表向きの社会的地位がある。末端とはいえ分家の恥はじや醜しゆう聞ぶんは、どこでどう敵対勢力に利用されるかもわからない。

「そして、父さんは俺を引き取ると決めた」

「……家のためでしかありません。別に、兄さんが恩義を感じるほどの」

「父さんがどんなつもりだろうと、それで俺が救われたのはたしかだ。本家に禁じられて殺される危険がなくなったところで、あのまま実家で育って、どんな扱いを受けたかは想像に難かたくない。施し設せつに預あずけられた場合でも、魔術の手ほどきを受けられるようなことはなかっただろう」

「もし、父さんが、最低限の魔術を身につけさせた兄さんを、適当に使つかい潰つぶして厄やつ介かい払ばらいをするつもりだったとしても？」

「チャンスをもらったのは間違いないからな。しかも俺は、一度そのチャンスをフイにして、もう一度チャンスをもらっている」

　初めて任務を任された時のことだ。

　最低難度の中でもさらに難度の低い任務に、当時七歳の捷斗は挑み、物の見事に失敗して死にかけた。

　そしてそこを、父に救われた。

「目が覚めたら、俺が狙ったテロ組織が、アジトにしている街ごと消し飛んでいた」

　水源の枯こ渇かつが原因で街の一般住民はおらず、テロ組織が物資集積所や倉庫代わりに利用している場所だったが、それなりに大きな街だった。それが、核兵器を使ってもこうはならないだろうというほど、綺き麗れいさっぱり、人も建物も物資も、塵ちりひとつ残さず文字通り、物理的に蒸発してしまったらしい。父の魔術で。

　似たようなことはその後も何度かあった。

　未み熟じゆくな捷斗が死にかけて失敗すると、父が秘密裏につけていた他の魔術師たちが救ってくれた。

　目の前で引き起こされたのは、どれも天災クラスの現象だ。

　南国で四方が地平線の先まで凍こおりついたり、砂漠で洪こう水ずいが起こったり、頭上の雲海が消し飛ぶほどの暴風が巻き起こったり。小型のブラックホールがすべてを呑み込んだなんて出来事もあった。

　魔術師としてはできて当然らしいが、成長した今の捷斗でも、その一部さえ再現できるかどうか。

「普段はあんな大規模な魔術は使わないらしいが、蘆屋家当主の命令で少し張り切ってしまったとか笑っていたなあ。みんな」

「……兄さん。それ全部、本当に引き起こしたのは兄さんなんです」

　頭痛をこらえるように額に手を当て、凜音がそんなことを言う。

「は？」

「通常、考えられないことですが……幼い頃の兄さんは無意識に、常識はずれな規き模ぼの魔術を、暴発させる性質があったらしいんです」

「…………聞いたこともないが？」

「神話や伝説でも紐ひも解とかない限り、前例がありませんから」

　凜音に言わせると、父は当初、それに気づいていなかった。

　魔術を教えても普通に覚えは悪く、捷斗の最初の任務の日まで、当初の情報通り出で来き損そこないの落ちこぼれだと認識していた。

　実際、数も装備も練れん度どもたいしたことがないテロ組織を相手に、見事に死にかけ、父はその死だけ見届けて帰るつもりでいた。

　が、直後──黒い、火柱が上がった。

　魔術の発はつ露ろでしかありえない黒炎は、苦しむ間もなくテロリストたちやその街を蒸発させて、不自然に焦こげ跡あとひとつない地面には、傷だらけの捷斗が倒れていた。

「その後、難易度を上げた任務に兄さんを派遣して、兄さんが無意識の魔術を発動させた時は、他の魔術師に化け、さも自分が助けてやったという顔で現れていたと」

「父さんがなんでそんな真似をする必要が？」

「兄さんが怖かったからですよ。修行では辛つらく当たったし、クズだゴミだ出来損ないだとさんざんにいびって、兄弟姉妹の仕打ちも放置して、露ろ骨こつに差別していましたし。兄さんが口では感謝していても、いざ自分に実力があると理解したら、どんな復讐を受けるかわからなかったそうで」

「それじゃまるで、父さんがクズの小者みたいじゃないか」

「正しよう真しん正しよう銘めいのクズで小者なんですよねー……」

　捷斗の抱く威い厳げんある父のイメージと、凜音の語るそれとは嚙み合わなかった。

「けど俺は、最低難度の任務しか受けたことがないぞ。任務は父さん個人じゃなく、『円卓』から正式に発令されてる。いくら父さんでも、一存で高難度任務を低難度と偽いつわっていたら、そのうち腹を探られるだろう？」

「そこなんですよあのオッサン」

　いやオッサンて。

「兄さんの任された任務のほとんどはたしかに最低難度です。でも、最低難度は最低難度でも、『百人』『千人』『一万人』の魔術師で受ければ最低難度というだけの、たった一人でこなすには最高難度だって釣り合わないようなものばかりです」

　たしかに任務の難度は、難度を表すだけでなく、報酬の基準にもなっている。一人頭の料金表みたいなものだ。

「任務の難度そのものを誤ご魔ま化かすのは難しくても、架か空くうの魔術師の記録捏ねつ造ぞうや、蘆屋家関連の魔術師の名義だけ利用して任務に当たったことにするのは、さして難しくもないですから」

　一応、筋は通る。

　だがやはり理解しがたい。

「それが事実だったとして、どうして父さんがそこまでする？」

「兄さんを死なせるためです。兄さんは意識的に扱える魔術もどんどん、父さんの予想を超えて成長して、ちょっと意味がわからないレベルにまでなってしまいましたから。復讐を恐れる父さんとしては早く始末したくて無茶を課し、でも失敗し続けました」

「それはそうだ。あんな簡単な任務ばかりで、どうやって死ねというんだ」

「……だからそれは兄さんの認識の方がおかしくてですね、普通の魔術師がやったら死ぬんですよあっさり」

「そんなバカな」

　吐き捨てる捷斗に、凜音はこっちの台詞せりふですと言いたげな表情をつくる。

「けど俺は、実際には父さんを恨うらんじゃいない。その話を信じたとしてもだ」

「兄さんの成長ぶりが異常だったおかげで、もう父さんのちんけな命ひとつの問題ではなくなってしまったそうです。兄さんの気持ちひとつで、超人との対立構造すら軽くひっくり返るんですから。実力を自覚した兄さんがうっかり超人側につけば、魔術師の方が滅ぼされる側になります」

「なら、俺をこの学園諸島に送るわけがないだろう」

「実際、渋しぶってましたけど。超人にまともに対抗できそうな人材も、兄さん以外にはいないんですから仕方ないです」

「………………」

　どうも、よほど練り込んだ話らしい。

　直感的には明らかに噓だとしか思えない話ばかりだが、論理的には不気味なほど筋が通っている。まるでそれが事実であるかのように。

　が、理り屈くつでボロを出させるのが無理なら、感情に訴えてみてはどうだろう。

　そう思いつき、捷斗は凜音に問いかける。

「俺の、親は」

「はい」

「その理屈だと、俺の本当の親はどうして、俺を殺そうとしたんだ？」

「……父さんの推測でしかありませんが。息子の、期待を大きく上回る、あまりにも度を越した才能に──一人の魔術師として、嫉しつ妬としたからじゃないかと」

「……そうか」

　沈ちん痛つうな面持ちで、しかしハッキリ告げた凜音に、捷斗は諦めて息を吐く。

　凜音が、捷斗のあまり思い出したくない過去の部分にまで踏み込んでなお噓を吐ついているとしたら、そこには相応の理由があるのだろう。

「それで？　魔術師として、本来自覚させてはいけないはずのことを俺に自覚させようとしているのは、どういう了りよう見けんだ？」

「もちろん、わたしの目的にとって必要だからです」

　捷斗の入れた探りに対し、凜音はきっぱりとそんな風に応じた。

「それは場合によっては組織を、父さんを裏切ることになってでも、優先すべき目的なのか？」

「ええ。というか」

　言葉を区切った凜音は、そこで立ち上がった。

　部屋の窓に歩み寄る。

　窓を覆うシンプルなデザインのカーテンに、手をかける。

　嫌な予感がしたが、とっくに手遅れだった。

「わたしはもう、裏切っています」

　シャッとカーテンレールが音を立て、夜の闇やみが姿を現す。

　そこにあるのは漆しつ黒こくの暗闇──いや。

　捷斗は近くにあったリモコンで部屋の灯あかりを消す。鏡のようになっていた窓が、はっきりと夜空の姿を透とう過かさせる。

　違和感を覚えて、捷斗は疑似魔力を眼球に注そそいだ。

　はたして、魔術によって視覚的に偽装されていた夜空には、

「……凜音。お前」

　巨大な、魔法円の威い容ようがあった。

　魔法円の形状、紋様、それらの配置や角度から、その効果を読み取った捷斗は、ようやく凜音を、妹を『敵』とみなした。

　凜音はにこりと、妖よう艶えんな魔女のような笑みを浮かべて、

「はい。兄さんが魔術師だと超人側にバラしたのは──わたしです」

　直後、無数の銃声と爆音が、捷斗の自室へ殺さつ到とうしてきた。
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　捷斗の自室は三階だった。

　向かいの建物からの銃撃、地上から投げ込まれた手しゆ榴りゆう弾だんなどは、正直、たいした問題ではない。疑似魔力を通しただけの肉体でも十分に、防げる程度の殺傷力だ。

　判断に迷ったのは、次の行動。

　この部屋に留とどまるべきか、窓から地上へ飛び降りるべきか。

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、捷斗は後者を選択し、行動に移した。

　圧倒的多数に囲まれることを想定すれば、部屋に留まって少数ずつ迎え撃つ方がまだ安全な気もするが、こと超人を相手に、壁や床や天井が、盾たてや目くらましの機能を果たしてくれると期待するのは楽観的すぎる。

　だから、選んだのは地上への降下だ。

　わずかな滞空時間を経て、アスファルト上へ着地する。

　直後はさすがに、自分の判断を後悔したくもなった。

　寮と寮の間の、そこそこ幅の広い道の前後を──千人以上の超人が、密集して塞ふさいでいるのだから。

　だが、部屋の壁や床よりは、超人たちが同士討ちを避けるだろうこの形勢の方が、まだ防御手段としては信用できる。

「何かの魔術で操っている……って感じじゃないな」

　空に浮かぶ魔法円の効果は別のものだ。

　こちらに銃口を向ける超人たちの視線には、初日に教室で体験したそれと同質、つまり純粋に、自分たちの命を狙う『魔術師』を敵とみなし、殺すための敵意がある。

　魔術の影響ではなく、彼らの認識に錯さく誤ごはない。

　もちろん、仮にこれが魔術の効果だったとしても、凜音のそれに捷斗が介入できるとは思っていないし、そもそも超人にその手の魔術は効かないだろうが。

「リリィ先輩のおかげで予定を繰り上げることにはなりましたけど、無事に集まってくれたみたいですね」

　言いつつふわりと、スカートを翻ひるがえすこともなく、静かに捷斗の正面に着地したのは、凜音だ。

「もちろん奈緒先輩には連絡していません。姫ちゃんも危ないので報しらせてませんし、リリィ先輩にも対策は用意しています」

　凜音は呑のん気きに、そんな状況を告げてくる。

　今こうしている間に超人たちが仕掛けてこないのは、凜音は『味方』として認識されているからだろうか。

「そこまで確実に、俺を殺したいわけか……」

　一体どこで、自分はそこまでの殺意を妹から買ったのだろう。

　まるで見当がつかず、見当がつかないほど無意識に凜音を害していたのかと思うと、恐怖や怒りへより先に罪悪感がこみ上げてくる。

　が、そんな捷斗の呟きに、凜音は焦って手を振った。

「は、はい？　どうしてそういう結論に落ち着いちゃうんですか兄さん」

「え。いや、どこをどう見てもそうとしか考えられないんだけど」

　超人に包囲され、救援は望めず、空の魔法円の効果も、捷斗への殺意の結果としか解釈できない。

　捷斗一人を殺すのにはあまりに大おお仰ぎようすぎる舞台ではあるが、それだけ確実に捷斗の息の根を止めたいのではないのだろうか。空間転移等の逃走手段も、試すだけで危険な反動を喰くらわせる程度の対策は、事前に打っているだろうし。

「い、いやいや。わたしに兄さんを殺すつもりなんてありませんから」

「は？　でもほら、島風先輩によれば俺、このままバラバラにされるんだろ？」

「あ、ああ。それですね。それはわたしも少し悩んだんですけど」

　ぱちんと凜音が指を鳴らすと、そばの茂みから、人影がひとつ立ち上がる。

　壊れたマリオネットのようにでたらめな関節の動かし方をしているが、それはどうやら、捷斗の顔と体格を模も倣ほうした土人形クレイドールの類らしい。

「さっき言った、リリィ先輩対策です。あの先輩の能力は厄介ですし、もし先輩の体験した時間軸のわたしがそれを知っているなら、同じ対策を用意したんじゃないかと」

　すなわち、捷斗を模倣した人形を彼女の目の前でバラバラに壊し、リアルな鮮血も逬ほとばしらせて、捷斗が死んだと錯覚させる──ショックを受けた彼女が、タイムリープでこの場から去るように。

　超人に幻覚の類は効かないだろうが、実体のある人形をそれっぽく壊せば、遠目でなら騙せそうではある。

「タイムリープ後の、この時間軸の先輩がどうなるか不明なので、確実性はありませんけど……一応、それで説明はつくかなと。そもそも兄さんが死ぬはずないですし」

「わりとあっさり死ぬと思うが……じゃあ、お前の目的っていうのは？」

「もちろん、兄さんに実力を自覚してもらうことですよ？」

　他に何があるというんですか、と凜音は小首を傾げてみせる。

　それから頭上の魔法円を指差した。

「兄さんなら、アレがどんな効果を持つか、わかりますよね？」

「ああ。大規模な『強化』魔術。それも、指定した超人限定の」

　姫琉との勝負において、超人にも『強化』魔術であれば作用させられることはわかった。

　これだけ大がかりなもの……おそらく土地の各所に埋め込んだ要かなめ石いしだとか、この季節の天体の配置とか、天体に対応する天使を用もちいた意味づけだとか、複数の要素を組み合わせた儀式を、凜音が行使するとなれば、効果は絶大だろう。

　超人側に気づかせず、それだけの大規模な準備を整えた手腕はさすがとしたものだろうか。

　てっきりそれらも、確実に絶対に、捷斗を殺すための準備だと思ったのだが。

「ちなみにすまん、俺の理解が足りないせいか、二、三点理論上の綻ほころびというか、中央部に無駄に見える紋もん様ようがあるんだがアレは」

「えっ、噓どこに……こほん。そこはとりあえず忘れてください」

　捷斗の指摘にやや焦った顔を見せた凜音は、咳せき払ばらいをして話を戻す。まあ、今は魔術の講義をしている場合ではない。

「兄さんの認識に立てば、アレで強化された超人のみなさんに、兄さんが勝てる道理はどこをどう探してもありえませんよね？」

「そりゃそうだ」

　学内制度が実力を反映できていないと考えても、全校生徒が一いつ斉せいに襲ってくれば序列など関係ない。捷斗が勝てるわけがない。もし万が一、何かの間違いで霧きり咲さき坂ざか高校の生徒だけが異様に超人の平均より低い実力者ばかりだとしても、これだけの強化魔術を受けてなお、集団で捷斗一人に劣おとるはずがない。

「そのありえないことがもし起こったら……兄さんもさすがに、本当は自分に絶大な力があると、認めざるをえないんじゃないですか？」

「…………起こったら、な」

　起こるわけがない。ありえない。

　なのに凜音は、『言げん質ちを取った』と言わんばかりの笑みを見せている。

「状況は理解した」

　凜音の正気は疑いたくなるが、とりあえず、彼女が捷斗に実力があるというifイフストーリーを信じていて、それを捷斗に自覚させるために行動していることはわかった。

　ただそれでもまだ、あとひとつだけ、理解できないことがある。

　だから捷斗はストレートに、それを本人に聞くことにした。

「そこまでして、俺に俺の実力を自覚させたい、理由はなんだ？」

　超人の味方をさせたいのか。

　魔術師に敵対させたいのか。

　それとも第三の勢力として、世界を支配する側に回りたいのか。

　いくつか想像はできるが、そのどれもが、凜音に抱く捷斗のイメージにはそぐわないものばかりだった。

「それは……」

　凜音はやや、躊躇ためらうように視線をそらした。

　少し、周囲の超人たちを気にする様子を見せる。

　それからしばらく、ぎゅっと目を閉じた。

　だが、何度かの深呼吸をした後で。

「それは──」

　見開いた目に覚悟と決意を込めて、ゆっくりと、彼女は言った。







「──わたしが、兄さんを好きだから、です」







　………………………………………………Oh.

　心中、なぜかアメリカンな反応をしてしまう捷斗である。

　さすがに初耳なのか、それまで静かに緊張感を漂ただよわせていたのに、ざわめき始める超人たち。女子生徒のものだろうか「きゃー」「告白!?」「え、でも兄妹きようだい……」「そこが逆によくない!?」「きゃー」とか、盛り上がっている声まで聞こえる。「クソが」「撃っていい？　ねえアイツ撃っていい？」「撃つわ」あと男子生徒の呪じゆ詛そも聞こえる。

　マジで撃ってきやがった銃弾のいくつかを片手で弾はじいて、捷斗は最近何度も経験している気がする混乱にこめかみを押さえつつ、凜音に尋ねる。

「……その、上手く理解ができないんだが」

「す、好きなんですっ！　昔から、ずっと！　異性として！　だ、だから、だからいつかは、に、兄さんの…………お兄ちゃんの、お嫁よめさんに、なり、たくて」

　真まっ赤かになって、振ふり絞しぼるように告げられる気持ちを聞いて、捷斗の記憶の蓋ふたが開く。

『じゃあね、りんねがね、お兄ちゃんの、お嫁さんになったげますっ！』

　まだ、一緒に修行をしていた頃だ。

　あまりに覚えの悪い捷斗は、当時しょっちゅう凹へこんでいた。

　思えばあの頃が一番、自分の才能のなさを受け入れきれておらず、色々と心が弱かった気がする。その時もたぶん、『自分はもうダメだ』とか『大人になるまで保もつのか』とか『このまま何の役にも立てず死ぬんだ』とか、面倒くさい鬱うつ状態だったのだろう。

　そんな捷斗を元気づけるために、幼い凜音がそう慰なぐさめてくれたのだ。

『りんね、楽しみにしてますからっ。だから、ちゃんと大人になるまで、一緒にがんばりましょうっ』と。

　それは微笑ましく、温かで、大事な記憶だ。

　一度思い出してしまえば、凜音の背後で、気分が悪かったのか、青ざめている父の顔色まで鮮せん明めいに思い出せるのに、どうして今まで忘れていたんだろう。

　その日以降辺りから、さらに苛か烈れつさを極きわめた父の修行による多忙さで、軽い記憶喪失状態だったのだろうか。

「ほ、本当はあの時も、かなり勇気を出して言ったんですけど……兄さんには『励はげまし』程度に受け取られてしまって……」
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「そこはさすがに、そうとしか受け取れないだろ……」

　まさかアレが本気で、さらに同じ気持ちを今まで持ち続けてくれているとは、覚えていても思わなかっただろう。

　凜音は、火ほ照てった頰ほおを冷ますように顔を扇あおぐと、先を続けた。

「今、同じ告白をしても、断られることはわかってます。それが、兄さんの気持ちで断られるなら、諦めもつきますけど」

「……まあ、な」

　兄妹とはいえ遺伝的にはかなり遠縁、血の繋つながりはほとんどないと言ってよく、一緒に過すごした期間の長さから言っても、兄妹というよりは幼なじみのそれである。

　正直に言ってしまえば、凜音は一人の異性として、魅み力りよく的てきな女の子であるとも思う。

　だが、彼女の気持ちを捷斗が受け入れることはない。

「わたしは、蘆屋家の跡取りです。家や、父さんに義理立てしている兄さんが、自分の実力を誤解したまま、わたしと結ばれてくれることはありえないでしょう？」

「……蘆屋の後こう継けいの問題にまでなるからな」

　仮に捷斗がいったん籍せきを抜いて、改めて蘆屋家の婿むこ養よう子しとして凜音と結ばれたとすると、今度は子ども、蘆屋家の後継が問題になる。

　捷斗自身、魔術師の才能の遺伝が絶対ではないことを証明してはいるが、それでも傾向として、親に似た才能の子が生まれる確率は高い。

　捷斗の血を引く、出来損ないの魔術師が、蘆屋家に相応ふさわしいわけもない。

　そもそも捷斗自身に、自分のような才能のなさに苦しむ、子を成なすつもりがない。

　その気があったとして、できるかどうかすら、わからないのだ。

　一応、捷斗と結婚した上で、他の才能ある魔術師とも子を成すという手はあるが。

「わたしは、兄さん以外と結ばれる気なんてありませんし。父さんと違って」

「つまり、俺がその、絶大な実力さえ自覚すれば、ハードルがなくなると？」

「ええ。むしろワンチャン、気持ち的にはＮＯでも、家のためにわたしと結婚してくれる可能性すら」

「戦略的……」

　実はわりと手段選ばないな、この妹。

「も、もちろん、そんな義務感じゃなくて、わたし一人を見てくれたら最高ですけど。じ、次じ善ぜん策さくです」

　恋愛に次善策を用意してくる辺りがもう、頰を赤らめていてもわりと怖い。

「……なるほど。色々と、ここまでややこしい事態になっている理由はわかった」

　捷斗は、諦めてそう呟いた。

　要するにこれはもう、大人しく凜音の前でボコボコにされて、捷斗に彼女が思うような実力などありはしないと、証明せざるをえないのだろう。十中八九死ぬが。

「ようやく覚悟を決めてくれたんですね！」

「うん。そうなるように追い込まれたからね……」

　ぱっと表情を輝かせ、兄を死地へと送り出そうとする妹だった。

「あ、みなさんお待たせしました！　どうぞやっちゃってください！」

　ウキウキと弾はずんだ声で超人に呼びかけている凜音だが、超人たちも今の話を聞いていたわけだから、いぇーい！　と応じてくれるはずがない。

「え、あの人、そんな強いの……？」

「話の流れ的には、たぶん」

「いやでもあの魔法陣？　魔法円？　だかのおかげで力湧いてくるし、全然負ける気しないんだが」

「だ、大丈夫ですよ!?　あの、全然、ちゃんと勝てますし！」

　説得力のうっすい呼びかけを試みる凜音だが、案外、最後の詰めが甘い。なぜ今の会話を聞かせてしまったのだろう。

「どうする？」

「やめといた方が無難じゃない？」

「つか、ここで能力使って周囲にバレるのも嫌だし……少なくとも銃は効かなそうだったぞアレ」

　これはひょっとしたら、上手くハッタリをかませば戦わずに済ませられるのでは？　と、孫そん子しに倣ならう機会への期待を捷斗が抱いた時だった。

「え、あ、あれ？　ちょ、なんで……!?」

　急に凜音が、戸惑った声を上げ、宙を見上げる。

　釣られて見れば、夜空に漂い、ゆっくりと回転していた魔法円が、徐々にその回転速度を増加させつつある。

　あの回転は、超人への『強化』の度合いを示すもののはずだ。

　それが増加していくということはつまり──。

「あ？　なんかさらに、力が湧いてくるような」

「ほんとだ。何これすっご」

　奈緒の『氣き』まではいかずとも、魔術師よりは直感的に自身の力の強弱を把は握あくしやすいのだろうか、超人たちもそんな声を上げている。

　凜音が、超人の戦意を高めるために取った措そ置ちかとも解釈できるが、

「……噓。停止を受けつけない？　そんな、でも、ちゃんと干渉対策は」

　余裕のなくなった横顔を見るに、どうもそうではなさそうだ。

　捷斗も現状認識を改めて、端的に、必要な確認を凜音に求める。

「状況は」

「……あの魔法円には、万一、ありえないけど万が一、兄さんが超人たちに及ばなかった場合に備えて、緊急の安全装置、急停止用の術式が別に組み込んであります」

「外縁を一周してるカバラのゲマトリア数式だな。記述や計算にミスはない。無意識下で数式に疑念を抱いたり、理論に懐疑点を残している可能性は？」

「思想洗浄はしてあります。数式も理論も自信のあるモノしか採用していません。さっきの兄さんの指摘にしても、外縁の独立部分とは無関係です」

「それでも機能しないってことは」

「制御を……乗っ取られました」

　しかも、おそらくは凜音の想定以上に、いまだ魔術の効果は加速している。

　ただでさえ勝ち目のない状況を、さらに絶対のモノにするかのように。




『生徒諸君に告げる』




　降ったのは、拡声器を通した、聞き覚えのある女性の声だ。

『能力の露ろ見けんを警戒する者もこの場にはいよう。だが、案ずる必要はない。特別に、報酬を用意した。彼──蘆屋捷斗を倒した者に、五億円を進しん呈ていしよう』

「月坂、校長……」

　少し震えた声で凜音が呟いた通り、屋上に立ち、超人たちの背を押す声を発しているのは、月坂夜よ空ぞら学校長──魔術師側の協力者であるはずの人物だった。

『悪いね、凜音くん。我々、超人側の陣営も、魔術についてまったくの無知ではない。君の計画に気づき、利用させてもらうことにした』

　超人側の陣営。

　彼女はハッキリそう口にした。つまり。

「裏切るんですか」

　声に指向性を持たせ、屋上の月坂の耳に届かせると、月坂が「ハ」と、低い笑いを漏らすのが聞こえた。

『裏切るとも。裏切らずにいられるわけがない。たしかに、私は君たちの父上、創そう玄げん氏には恩がある。だが、いかんせん度がすぎているだろう』

　月坂は、心底我慢ならないというように、声を震わせ、続けて言う。

『魔術師の既得権益を脅おびやかす。ただそれだけの理由で超人を──私の生徒を殺し、滅ぼし、あまつさえその記憶と記録を世界から抹消する？　一教育者として、そんな横暴への加か担たんを要よう請せいされて、それを裏切らずにいられると思うかね!?』

「…………」

　どうしよう。

　物凄く真まっ当とうなお怒りだった。

　普通にいい先生だった。

『凜音くんが、どんなつもりで大規模な強化魔術を準備しているかは不明だったが……まさか、君がそれほどの魔術師だとはね。いい機会だ。君に恨みはないが、ここで潰させてもらうことにするよ』

「……俺が、ここまで事を荒立てて始末するほどの重要人物だとしたら、うっかり潰すと、もう後戻りはできなくなるのでは？」

『無論、理解している。だからこれは、宣戦布告だ。君たち魔術師全体への。

　幸いにして──君らと事を構えるだけの準備は整いつつある。これは、その証拠の一端だと思ってくれていいい』

　言って、月坂は頭上を見る。

　魔法円は、すでに紋様や数式が読み取れないほどの速度で回転している。

　月坂は魔術師でも超人でもない。

　誰か、魔術師が協力して魔法円の制御を奪っているのか。

　あるいはこれこそが例の──『世界を革命する兵器』の力の一端なのか。

　月坂の宣戦布告からして、噂うわさの兵器、超人側が魔術師との本格的な戦争に自信を持つだけの『何か』の存在は、真剣に警戒に値あたいしそうだ。

　この情報をせめて、日本の父に伝えられればいいが、妨害もなくそれを成しえるだろうか。あるいは宣戦布告として、改めて月坂が伝えてくれるか。

『君がどれほどの魔術師であるかは知らないが、さすがにこれだけの強化を受けた超人、千人を相手取る自信はないだろう？』

「強化されてなかろうが一人だろうが自信はないです」

「ま、待ってください月坂先生！　兄は、兄はわたしが説得します、超人側に味方してくれるよう、だから今はまだ──」

『それを、私が信じるとでも？』

　その言葉が、最後だった。

　すでに力が満みち溢あふれ、五億円の追加賞金という、能力を振るうリスクを無視しえる動機も得た超人たちは、今にもこちらへ飛びかからんとしている。

『では、やりたまえ』

　そんな月坂の合図ひとつで、超人たちが、殺さつ到とうする。

　それでも、何か。

　凜音だけでも救い出す方法はないか、捷斗が思考を巡らせた時。

　──ぴたりと、超人たちの動きが止まった。

「念のため待機しといてよかった」

「なんなのこの状況……もうめちゃくちゃ……てか、二人からも聞いたけど、魔術師って……」

「それじゃ先輩。可愛い後輩に黙って島を出て行こうとした件について、姫ちゃんが満足するだけの言い訳と誠せい意いをどうぞ？」

　声に振り返れば、停止した時間の中で、先ほど凜音が土人形を立ち上がらせた茂みの隣、別の茂みから、見知った三人の少女たちが姿を現した。

　……え。君らまさか、ずっとそこにいたの？

「島風先輩に引っ張ってこられて、夕方からずっと体育座りで待機だったし。マジで疲れた……」

「奈緒お姉様はまだいいじゃないですかぁ。私なんて生身のか弱い女の子なんで関節とかバッキバキ……と、いうか足、痺しびれました……あっ、ちょ、リリィ先輩!?　つ、つっついたらひゃっっっ!?」

「うん。姫ちゃん可愛い。持ち帰りたい」

　リリィはこれ、姫琉の能力効いてるんだろうか。効いた上で好きな子はからかって遊びたいタイプなのか。

「君たちまさか」

　リリィの目撃した未来が万一、予定を早めて訪れた場合に備えて、捷斗や凜音を守りにきてくれたのか。

　さすがの捷斗も少し、感動しそうになっていると、彼女たちは言う。

「そう。捷斗が逃げる気満々なのはわかってたから」

「黙って逃げる気なら、こっちも黙ってついてっちゃおうかなーと。ロシールド家の財力を駆使して」

「ア、アタシは別にその、なんでアタシだけ魔術師とか知らなかったのかとか、あと、せ、せめて日本での連絡先くらいはと……」

　全然違った。

　わりと私利私欲全開だった。

　……いやそっちの目的は目的で、身に余る話ではあるのだろうが。

「とにかく、助かった。ありがとう」

「ん。姫ちゃんが船用意してくれてるから、それで逃げよ。ボクの能力も、ずっと続くわけじゃないから、今のうち遠くに」

「ほら、凜音ちゃんも行くよ？」

「え、で、でも、わたしはその……」

　状況に責任を感じているのか、リリィの能力の対象外だったにもかかわらず黙っていた凜音が、水を向けられて口ごもる。

「……ごねないの」

「あっ、え、奈緒先輩!?」

　そんな凜音を、奈緒が素そっ気けなく言って担ぎ上げた。それから凜音にだけ聞こえるような小さな声で、何か囁く。

「気持ちは……わかるから。実際アイツ、これくらいやんなきゃ自覚しないんでしょきっと。というか、この期ごに及んでまだ自覚してないし」

「……はい」

　凜音が大人しくなり、逃走の準備が整った時だ。

　見み計はからったようなタイミングで、それは起きた。

　──時が動きだし、超人たちの殺到が再開されたのである。

　超人たちは、忽こつ然ぜんと現れた三人や、立ち位置を変えた捷斗たちに眉をひそめてはいるが、速度までは緩めない。

「リ、リリィ先輩!?」

「ちっ、違う、ボクじゃない！　このっ！」

　再び、リリィが時を止める。

　だがそれも長くは続かない。

「蘆屋くん！」

　また時が動きだすのに合わせ、捷斗の方に凜音を放り、飛び出したのは奈緒だ。

　殺到する第一陣の進路に立ち塞がり、

「は、っあ！」

　自然体のまま腕を振るい、何かの魔術のように、軽く触れただけの超人数人の身体を吹き飛ばす。そのまま千ち切ぎっては投げ千切っては投げ、強化魔術の有う無むというディスアドバンテージがないかのような立ち回りだ。

「あーもうっ」

　続いて姫琉も反対側へと走り、

「みんなー！　こーんばーんはー！」

『こ、こんばんはー……？』

「あれあれ、声が小さいぞー？　こーんばーんはー！」

『こっ、こーんばーんはーッッッ！』

「いえーい！」

『いぇええええええいッ！』

「一階席ーっ？」

『いぇええええええええいっ！』

「二階席ーっ？」

『い、いええええええええいッ！』

　と。即席のライブらしきものを展開している。マイクがないせいか数が多すぎるのか、引き留められているのは一部だが。

　ちなみに「二階席」は姫琉の頭上、屋上の月坂だった。

　凜音も魔術の炎や風を駆使して、奈緒と姫琉ほどではないが一部の超人を引きつけ、リリィも、どうやら時間停止以外にも、自分の時間だけ加減速できるのか、緩急の激しい動きで超人たちを攪かく乱らん、銃撃で牽けん制せいしている。

　捷斗も、音波を操って姫琉のフォローに回ろうとしたのだが、そこに。




「おっとショート。てめぇの相手は俺だ」




　見覚えのありすぎる、男子生徒が立ち塞がった。

「杉原」

　生まれて初めてできた、同年代の友人らしい友人は、不ふ敵てきな笑みを浮かべ、全身から放つ殺気で、捷斗への敵対を表明していた。

「まさか、俺のこと忘れてたわけじゃねぇよなあ？」

「…………すまん。実は今まで忘れてた」

「て、めこの野郎っ、こっちゃ空気読んでさっきのラブコメ空間我慢しといてやったんだぞコラ！」

　見計らったようなタイミングだったのはそのせいか。

　そして、その口ぶりからして、リリィの時間停止を阻んでいるのは彼らしい。

　今も衝撃保存のためか、リリィは断続的に時間を止めているが、止めていられる時間がやけに短い。杉原にそれが効いた様子もない。呼吸のリズムが一定だ。

　杉原は少し口を尖とがらせると、続けて言う。

「あとちょっとだけ……お前が『杉原は？』って聞くの待ってたんだが」

「わ、悪かったよ」

「お、おう。いや実際まあ敵だから、いいんだけどよ……」

「あ、ああ」

「…………」

「…………」

「わあ～みずみずしく腐くさった香りがするぅ～」

「「え」」

　微妙に気まずい空気が漂った時、ほんわりとした声がして、二人して振り向くと、妙にニコニコとした十六夜教諭が現れていた。みずみずしく腐るって何。

「あ、気にしないでね～。せんせーは傍観者、第三者、第四の壁の向こう側みたいなものだから～心のカメラで取材してるだけだから～」

「「は、はあ」」

　杉原と、なぜか深くツッコんではいけない気配を感じてうなずき合うと、話を戻す。

　白しろい鞘さやの日本刀を肩に担いだ杉原は、刀を握っていない左手で、スマホを取り出してこちらへ見せる。

　なんとなくそんな気はし始めていたが、そこに表示されているのは、




　──学内１位。杉原鬼き柳りゆう。




　そんな、杉原の正体だった。

　意外と物々しいな下の名前。

「ま、そういうわけだ。目当てはもちろんシンプルに、五億。臨時の五億ってのも、当然、無視できねぇ」

「よくもすっとぼけてたもんだな」

「そらな。普通、自分から自分の順位明かすバカはいねぇよ」

　今まさにそんなバカをやっているわけだが。

　そんな声が口に出ていたわけでもないだろうが、杉原は笑みを浮かべる。

「そのへんのモブだと思って手を抜いたので負けました、なんて言い訳されたらたまらねえからな」

「そこまで往おう生じよう際ぎわが悪くはない」

「は。だと嬉しいね。それにてめぇとは──お互い一片の油断もなく、殺やり合あいてぇ」

「ヤリ……合う……？」

　十六夜教諭は両手で鼻を覆ってどうしたんだアレ。

「言い訳というなら、そもそも強化魔術を受けてる君と受けてない俺、っていうわかりやすいハンデがあるわけだけど」

「あ？　勝負に卑ひ怯きようもへったくれもねぇだろ。この場にあるもん利用して何が悪い」

「ええ……」

　こいつの正々堂々の基準、どうなってるんだ。

「相手が最初から油断してるんじゃ興きようざめだが、その場にある武器利用して勝つのはきっちり勝ちだ。全然違ちげぇだろ？」

　いや違わないが。

　相手の油断を利用するのも武器や戦術のひとつじゃないのか。

　捷斗が困惑していると、自称傍観者の十六夜教諭が横から言う。

「うんうん。お互いきちんと認め合った上で、あらゆる道具を用いて全力で激しくみだらにぶつかり合う、それでこそだよね～」

「え？　あ、まあそうすね。要するにハナから舐なめられてんのはムカつくっつーか」

　杉原それ、たぶんうなずいちゃダメなやつ。さらっと「みだらに」とか言ったぞそのお姉さん。

「とにかく、てめぇは最初からタダもんじゃねぇとは思ってたんだ。せっかくの機会だ、邪魔が入らねぇうちにとっとと──」

「っっしゃあ五億ッ！」

「って言ってるそばから邪魔してんじゃねぇぞカスがぁあああッ！」

　奈緒たちの壁を抜けてきたのか、捷斗目掛けて走ってきた男子生徒を、杉原の一いつ喝かつが阻んだ。

「ぎ、ぁあああああああ!?」

　正確には、杉原の一喝と同時に、その男子生徒の膝から下が『斬きり飛とばされた』ことが原因だったが。

「チ。あーうっせぇ騒ぐな。なもん保健室行きゃ繋がんだろ。……センセ、頼んます」

「はいは～い。ほら泣かないで～。男の子でしょ～。痛くない痛くな～い」

　いや脚飛ばされて痛くないわけもないのだが、激痛で気を失った男子生徒を意外に力強く、ひょいと担いだ十六夜教諭は躊躇もなく、落ちた脚を摑んで去っていく。

　奈緒たちの方では他の超人たちも、こちらに乱入するタイミングをうかがっていたようだが、今の光景にたじろいだのか、続く者はいない。

「っし。今度こそ邪魔者はいねえ。やんぞ」

「……ああ」

　今、杉原が刀を抜いた様子はなかった。

　そもそもあの男子生徒は、刀の届く間合いにすらいなかったし、となれば何かしら、『斬ざん撃げき』に係わる能力だろうか。

　リリィの能力が効かない辺り、何らかの、時間を対象とする能力を斬撃に転用しているか、あるいは特殊な斬撃自体で、リリィの能力の効果を文字通り『断ち切って』いるのか。

　そこまで考え、捷斗は苦笑を浮かべそうになる。

　そもそも勝てるはずもないのに、相手の能力を分析とは。

　……だが。

　不思議な気分だ。

　死を前にして、なぜか自分は、高こう揚ようしている。

　仮にも、友人と思った男に殺される寸前であるというのに。

　思えば、勝てる勝てないの計算を超え──勝ちたいと、そう思ったのは生まれて初めてかもしれない。

　同年代。

　同性。

　おそらくは同じように血腥い世界で生きてきた、どこか共感を覚える友人。

　これが、対抗心というものだろうか。

　才能があるだけではない、努力と経験によって、生まれ持ったモノを磨みがき、研とぎ上あげてきた、それだけに一ひと癖くせも二ふた癖くせもあるのだろう、強敵。

　磨き抜いた天才と。

　磨き抜いた落ちこぼれ。

　どちらが優れているかは明らかだが、それでも、どこまで通用するのかは、試してみたいと思ってしまう。

　だから捷斗は珍しく、

「行くぞ」

　自分から、強敵に向け踏み出した。

　そして直後に。

「じゃあな、ショート」
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　──複数の斬撃が全身を走って、五体をバラバラに、斬り離された。
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「こんなもんか。……チ」

　抜くことさえなかった日本刀を手に、杉原は目の前に散らばった捷斗の残骸を一瞥し、どこか苛いら立だったように舌を打った。

「せめて強化魔術のハンデがなきゃあ……いや、結果は同じか」

　強化の有う無むにかかわらず、結果が同じというのなら。

　彼の能力は、そもそも強化の余地がない質のものなのだろう。

　たとえば──万物を、あらゆるものを斬り捨てる。

　他人の能力の効果だとか、防御だとか、有ゆう形けい無む形けいを問わず、すでにあらゆるものを斬れるのなら、それ以上の強化のしようがない。せいぜい一度に斬れるものの数だとか、範囲だとか、捷斗の身体を斬ることには無関係な次元での強化になるだろう。

　さしずめ超人的な辻つじ斬ぎりや、斬きり裂さき魔まといったところか。

「に、兄さん……!?」

「捷斗……っ」

「ちょ、先輩!?」

「蘆屋くんっ！」

　勝負があまりにも一瞬だったからか。

　やや遅れて、凜音たちが捷斗の異変に気がついた。

　切迫した声で、リリィが凜音に問いかける。

「り、凜音ちゃん、アレ、さっきの人形なの!?」

「……違い、ます。本物の、兄さんです」

「じゃ、じゃあやっぱり、ボクが見たのは……っ」

　以前の時間軸でリリィが見たのは、本物の捷斗の、バラバラになった身体だったのだろう。おそらくは今回同様、杉原の能力で。

　少し、悩むような間を取った後、リリィは言う。

「ボク、また戻る」

「…………はい。お願いします」

　諦めたような声音で、凜音は応じる。

　それで、この時間軸の結果が変わる保証はないけれど。

　せめて別の時間軸だけでも、と、そんな願いを託たくすように。

　しかし、捷斗は言う。

「その必要は、ない」

「なっ……!?」

　首から上だけになり、血だまりに目を塞がれた状態で、肺と繋がってすらいない口で声を上げた捷斗に、周囲の超人たちを含め、全員が息を呑む気配がした。

　周囲の視線を感じながら、捷斗はゆらりと浮き上がる。

　酸素を直接脳内の血管へ浸しん透とう、循環させ、周囲の空気を喉に通して、声を出す。

「俺はまだ、生きてる」

　宙に浮かび、さらに喋る捷斗の生首に、さすがの杉原も戦せん慄りつした様子で声を上げた。

「てめ……化け物かよ!?」

「この姿じゃ、否定できないな。……最初は、指先だけだったんだが」

　軽く捷斗が目を閉じると、転がっていた血と肉片が分解されて、浮き上がった首の下で再構成される。

「この通り、今じゃ全身が仮の肉体だ」

　捷斗の身体に傷きず痕あとがひとつもないのは、傷痕まで再現するのに余計な処理能力を使いたくなかったからだったりする。

　一応、材料は人体と同じものだし、遺伝情報も保持してはいるはずだが、子どもを成せるかどうかは怪しいところだ。

「な、なな、なんで、そん……まさか……」

　この場で唯一、魔術に明るい凜音が、その可能性に思い至った様子で戦慄している。

「兄さんまさか──」

「そう。願掛けか、一種の人ひと身み御ご供くうかな」

　一つ眼の神は隻せき眼がんを好む……なんて理屈で、人為的に隻眼にした人間を神の依より代しろにしたり、あるいは生いけ贄にえにしたり、といった類の民間呪術は各地に存在する。

　肉体やその一部を失うことに神秘性を見出したり、何かの儀式とする行為は、人類共通で無意識下に、神秘的な『力』を感じさせるものだ。ヤクザの指詰めなんかにも、呪術的な意味合いを解釈することは可能だろう。

　簡単にいえば、『大事なものを捧ささげたんだから見返りがあってもいいはず、あるべき』だと、人間は無意識レベルで信じやすいだけなのだが。

　その手の供く物もつの意識は魔術においても普ふ遍へん的てきに利用される要素であり、捷斗のこれは、それを過か剰じように実じつ践せんしたものである。

　自分の肉体を自ら犠牲にすることで、自分の能力の底上げを願った。

「と言っても、失った身体を魔術で代用してるから、結局、たいした不便さはないんで、効果もどれほどのものか微妙だけど」

「そん、ば、正気ですか……？　何かの拍子に、身体を維い持じする魔術が途切れたりしたら、それだけで死ぬっていうのに……？」

「まあ、そういうリスクのおかげか、実際多少は、疑似魔力とか、自分の肉体に働きかけるタイプの魔術の効こう率りつは上がった気がする」

　ただでさえ他者に劣る魔術師なので、こういう、普通は採用されない手段を取ってでも、差を埋めないとやっていけなかった。

　横で聞いていた杉原は、そんな捷斗に「うげぇ」と顔をしかめている。

「ひ、引くわー。やべえだろコイツ。生理的になんか、やべえって」

　一種のやりすぎた自傷行為みたいなものなので、そりゃあ気分のよいものじゃないだろうが、こっちだって少しでも上を目指そうと必死だったのである。

「でもおかげでこの通り、直接的な肉体の破壊には強くなったよ」

　正直、超人の固こ有ゆう干かん渉しよう場ばにこちらの干渉場が塗ぬり潰つぶされ……肉体を維持している魔術が破綻して、それだけで死ぬ恐れもあったのではあるが。意外となんとかなった。

「よし。それじゃ続きだ」

　パキパキと指を鳴らして、神経系や筋肉組織の機能に問題がないことをたしかめつつ、捷斗は改めて杉原に向き直る。

　なんか杉原の腰が引けているように見えなくもないが、勝負の途中でこれ以上仲良くお話というのも間ま抜ぬけだろう。

「ま、待てショート。今ので気味が悪くなったっつーか、精神的にこう、勝てる気がまるで──」

　さっきの斬撃のおかげで、杉原の能力の特徴は摑めた。身体に仕込んだ結界から、どんな手段なら比較的防ぎやすいかも分析できる。

　捷斗は全身に、『あらゆる斬撃を防ぐ』という概念結界を数種類まとって、自動迎撃の性質持ちらしき、杉原の能力の絶対性と、可能な限りの相そう殺さいを狙う。

　捷斗程度の魔術など、肉体の構成術式も含め、紙くずのように斬り捨て、無効化されると予想していたのだが、少なくとも先の一撃ではそうならなかった。

　奈緒の時といい、いくら超人の固有干渉場でも、ただそこにあるだけで他人の魔術や能力を吹き散らすほどではないようだ。

　なら、どの程度効果があるかは不確かにしろ、この手の守りもいくらかは有効かもしれない。

　ばりばりばり、と結界が剝はがれていく感触を確認しながら杉原に歩み寄り、彼を守る不可視の斬撃の壁を強引に突き破る。

　そしてそのまま、まずは雑ざつにぶん殴る。

「ちょっ、ば、俺ぁ天神ほど肉体の強度ぶるぉあああああああああ!?」

　と、なぜか杉原は一発で宙を舞い、数回きりもみしてから地面に落ちた。

　これで終わるはずがないだろうに、そのまま動かない。

　捷斗が油断して近づくのを待っているのだろうか。

　さすがにそんな安い手には乗るまいと、捷斗はその場で沈黙を守る。

　…………。

　………………。

　……………………あれ？　本当に動かない？

「す、杉原く～ん？　あ、これヤバいね～。顎あごの骨粉こな々ごなだねぇ～」

　思いのほか早く戻ってきた十六夜教諭が、ぴくりとも動かない杉原の呼吸をたしかめ、慌てた様子で担ぐと、保健室の方へ去っていく。

　唐突な幕切れに、妙な静けさが、その場に残った。

「……そんなバカな」

　呟いて、捷斗は超人たちの方を見る。

『う……』

　と、さっきの生首映像のせいか、超人たちが怯ひるんだ様子をみせた。

　………………いやいや。

　まさかとは思いつつ、捷斗は手の平を彼らに向ける。

「…………」

　無む詠えい唱しよう、一工程、ほとんどただ念じるだけに近い、超簡易魔術を放つ。

　単なる圧あつ縮しゆく空くう気きの塊かたまりを、マッハ三程度の速度で投げつけただけだ。

　だがそれだけで──奈緒が相手をしていた超人の群れが百人ほど、吹き飛んだ。

　悲鳴が上がる。

　たちまち場がパニックになる。

　怪物でも現れたかのごとく。

「そんな、バカな」

　再び呟いて、捷斗はなぜか妨害にも遭あわず成功した空間跳躍で、できるだけ頑丈そうな……ラグビーのユニフォームを着た男子生徒の前に立つ。

「ひっ、な、ぎッ!?」

　息を呑む彼──おそらく超人的なラグビー選手の額に、デコピンを一発入れる。

　加減したはずなのに、首の骨を折るような嫌な手ごたえがあり、慌てて治ち癒ゆ魔術をかけ、即死を回避させる。

　少し眩暈めまいに耐えていた彼は、意識を取り戻すと、

「う、うわああああああ!?」

　絶叫を上げて逃げだした。

「いや、いやいやいや」

　その後、超人的な力士っぽい太めの裸はだかの男子は腹への張り手一発で壁にめり込み、超人的な短距離走者っぽい女子は超音速で並走する捷斗を見て失神、超人的なたぶんフルコン空手家はローキック一発で太ももが千切れ飛び（痛みが走る前に治した）、超人的な調教師テイマーはけしかけた猛犬の制御を奪われて逆に逃にげ惑まどうハメに。

　なんだこれは。

　なんなんだこれは。

　頭上を見る。魔法円は相変わらず機能している。なのに。

　みんな、あまりにも。

「──チョロすぎるだろ……」

　あまりにチョロすぎるので、試しに、本当に試すだけのつもりで、簡単な暗示を、月坂を含む、凜音たち以外の生徒全員にかけてみたりもする。

「今日この場でのこと、俺たちが魔術師であることは忘れろ。みんな普通にいつも通りの夜だった。あと校長は統合生徒会に、なんかいい感じに報告しといて。解散」

『はい』

　凄すさまじく雑な暗示だったのに、超人にこの手の魔術は効かないはずなのに、全員、あっけなく承しよう諾だくし、本当におとなしくそれぞれの自室へと帰っていった。

　月坂も素早く「凜音くんは動いたものの、こちらの介入に気づき巧たくみに計画を中断したことになりました。引き続き監視を続けるという方向でまとめてあります」とか、統合生徒会にも捷斗たちの潜入がバレているという、さらりと重大な事実を含んだ報告をしてくる。

　いや、一般人である月坂に精神干渉魔術が効いても不思議ではないが、それにしたってここまで無抵抗に。わざわざ屋上から降りてきた月坂に、捷斗は確認する。

「統合生徒会から、精神干渉系の魔術への防御策を託たくされていたりは？」

「託されましたが、さっきので全部消し飛びました」

「……例の兵器について。知ってることは？」

「詳細は何も。ただあの魔法円の制御を乗っ取ったのは、それを利用したことによるものだそうです」

　それで、なんか、片付いてしまった。

　例の兵器の実在も確定し、統合生徒会からの敵性認定も確認できた。

　泳がされていると自覚できていれば、明日以降もここに潜入し続けることに、そこまで大きな支障はない。父に確認は取るが、おそらく、統合生徒会の介入に気を配りつつ、兵器の詳細を調査するよう指示されるだろう。

　だが、なぜだ。

　万事ＯＫのはずだが、何ひとつスッキリしない。

　だって、これではまるで。

「俺が……絶大な力を持つ魔術師であるかのような……」

　呟いた直後、なぜか、凜音たち四人から、

「だからそう言ってるじゃん」みたいな、ひどく冷たい目を向けられた。
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「それで、兄さん。返事は、聞かせてもらえますか？」

　魔法円を停止させ、壊れた建物の修復など、諸もろ々もろの工作が済すみ、奈な緒おたちが帰っていった頃には、もう深夜になっていた。

　銃弾や爆発の痕こん跡せきも消えた捷しよう斗との自室、なぜかベッドの上に正座した凜りん音ねは、そんなことを聞いてくる。

「……ああ」

　何の返事か、などとまではとぼけられない。

　当然、あの告白の返事だろう。

　しばらく時間を置いたおかげで、色々と考えの整理もついた。

　混乱し切っていた先ほどまでは気づくことのできなかった単純なことにも、ようやく気づくことができたのである。

　捷斗はまっすぐ、凜音の目を見て、答えた。

「気持ちに応こたえることは、できない」

「……っ、そう、ですか」

　唇くちびるを嚙かみ、凜音は俯うつむく。

　心が揺らぎそうになるが、ここで情にほだされるわけにはいかない。

「気持ち自体はもちろん、嬉しい。けど、それは、だめだ」

「……兄妹きようだい、だからですか？」

「いいや。ただ、あんなことをしても、結果は変わらない。俺と凜音が結婚したところで、子を生なせたところで、結局、生まれてくる子は不幸になる。どうやっても──」

「……………………ん？　え？　兄さん？」

　何か、嫌な予感でも嗅かぎ取とったかのように、凜音が顔を上げた。

　そんな彼女に、捷斗は告げる。

「──俺みたいな落ちこぼれが、蘆あし屋や家に血を残すわけにはいかないんだ」

「ちょ、ちょちょちょ、ま、待ってください兄さん!?　なんで、どうしてまたその認識に戻っちゃってるんですか!?　え、噓うそ、記憶喪失!?」

　まだそんなことを喚わめく凜音だが、その手には乗らない。

　捷斗は苦笑を浮かべ、言う。

「正直、危うく騙だまされそうにはなったよ。ああも証拠をつきつけられたら、自分に実力があるんだと、普通は錯さつ覚かくせざるをえない」

「さ、錯覚……？」

　凜音は困惑した風に繰り返す。

　捷斗はひとつうなずいた。

　もう、彼女の策さくの核かく心しん、辿り着いてしまえばごくシンプルな論理的な真実に、捷斗は気づいてしまっている。

「天てん神じんを倒した時。カラオケ店でチンピラを撃退した時。ロシールドを追いつめた時。おそらく島しま風かぜ先輩を倒した時も、そしてさっきも。状況を整理すれば、真犯人は明白だろう。超人を凌りよう駕がするほどの力を隠し持ち、影ながら手助けしつつ、俺がやったかのように見せかけることのできただろう人物はただ一人──」

「は、はあ」

　まだとぼけている凜音の顔に指をつきつけ、捷斗はハッキリ、指摘する。




「──凜音。お前だ」




「な、なるほ……はぁあああああああああああああああ!?」

「思えばどの時も、お前は俺と一緒にいた。カラオケ店の時もすぐそばで見ていたみたいだしな」

「い、いやいや、いやいやいやいやいや、兄さん？　さすがにそれは無理が」

　などと凜音は首をぶんぶん横に振る。

　たしかに多少、飛ひ躍やくした論理ではあるが、そもそも論として。

「俺がそれほどの才能の持ち主で、これまで十六年間まるでそれを自覚できていなかったなんていう、荒こう唐とう無む稽けいでリアリティの欠片かけらもない与よ太た話ばなしよりは、よっぽど無理のない仮説だと思う」

「う、ぐ……それは」

　これには言い返す余地もないのか、凜音は悔くやしそうに唸うなる。

「何しろお前は、蘆屋家の正当な後継者だ。それだけの才能を秘ひめていてもおかしくはない。そもそも、仮にも超人の巣そう窟くつであるここに、大事な後継者であるお前を父さんが送ること自体、おかしかった」

「い、いやそれは、兄さんに実力を自覚させるには超人を利用するしかないと、自分から志願して父さんを脅おどしつつ無理やり……」

　往おう生じよう際ぎわ悪く言いい募つのる凜音だったが、ここで捷斗は隠し持った手札を切る。

「さっき父さんに確認を取ったが、俺の推測に間違いがないと、渋しぶ々しぶながら認めてくれたぞ。他の家に知られて妙な警けい戒かいをされたくないから、できるだけ隠しておきたかったらしいが」

「……あ、の、お、や、じぃいいいいいいい」

「その言葉遣いはよくないぞ？」

　ギリギリと行儀悪く唸る凜音を、兄としてたしなめておく。

「そこまでして俺に実力があると誤解させ、結婚に望みを持たせようする、その気持ちは本当に嬉しいが」

「う、うう……そうだけどそうじゃなくってぇ……」

「ロシールドの能力にかかった時の演技は迫はく真しんだった」

「そこに至いたっては本当にまったくなんの話かわからないですぅ……っ！」

　ベッドで泣き崩れる凜音をやれやれと眺ながめつつ、捷斗はドアの方に声をかける。

「いるんだろ？」

　応じるように、キィと、静かにドアがこちらへ開いた。

「……なんだか、ひどい勘違いを見た」

「んー。私が言うのもなんですが、策さく士し、策に溺おぼれる的なやつですかね……」

「いやまあ、アタシらからしたらたしかに、どっちが本当だか判断つかないけど……魔術とか知らないし……けど、ねえ？」

　ぞろぞろと口々に言いながら出てくるのは、帰ったフリしてバッチリ、ドアに耳を張りつかせていたリリィと姫ひめ琉る、奈緒である。

　わざわざ種明かしを聞かせたのに、なんだかまだ、捷斗の方に実力があるかのように誤解しているっぽい。

「ひ、姫ひめちゃーん！　兄さんがぁ、兄さんがひどいんですぅーっ！」

「あー、よしよし。がんばったねー。でも抜ぬけ駆がけはよくないよー？」

　姫琉に好意を抱いている演技なのかなんなのか、泣きつく凜音を姫琉があやす。

　リリィも奈緒もそれを気の毒そうに見ていた。

「捷斗。ひどい」

「蘆屋くん、さすがに素直に認めちゃった方が楽じゃない？」

「い、いやいや、話は聞いてただろ？　何を根こん拠きよにそんな──」

「「「女の勘かん」」」

「えぇ……」

　ここへきてひどい第六感で論ろん破ぱされた。そもそも論破じゃない。

　今の話を聞かせれば、色恋だのなんだのの、対処に不ふ慣なれなトラブルもなくなるのではと期待していたのだが。

　どうもそうはならないらしい。

「じゃ、じゃあまあそれはそれとして、この三人の記憶はどうする？」

　多数決では旗はた色いろが悪そうなので、ひとまず実務的な本題に移る。

　捷斗にとっては当然検けん討とうすべき課題なのだが、女性陣の反応は冷ややかだった。

「まじですかこの先輩。この期ごに及およんで私たちの記憶消そうとしてますよ」

「逆にすごい」

「……さすがにそこは抵抗させてもらうけど？」

「必要だと思うなら兄さんが自分でやればいいんですよ。わたしは知りません」
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「い、いやいや。そもそも俺と君らは敵同士なわけでな？」

　図式としては超人と、それを狙う魔術師である。

　まあ肝かん心じんの統合生徒会に正体が露ろ見けんしているらしい現状、彼女たち三人の記憶を奪う意味も薄いのはたしかだが。

　あと凜音がそっち側につくのはおかしい。捷斗の魔術で超人の記憶が操作できるとは思えないし、抵抗されたら凜音の助力なしに敵かなうわけもない。

「敵ならそれこそ、私たちの恋心でも利用してみればいいじゃないですか」

「超人全員抹まつ殺さつは困る。けど、捷斗を籠ろう絡らくして思い留まらせるまでの時間稼ぎと思えば、ひとまず協力もやぶさかじゃない。籠絡にはえっちな意味も含む」

「と、統合生徒会にアンタが殺されるの、黙って見てられないし？　そ、それ以上の意味はないけど？」

「…………やっぱり記憶消した方がいい気がしてきました」

　気がしたのなら消してほしいのだが、凜音に魔術を使う素そ振ぶりはない。なぜだ。

　たしかに、彼女たちの恋心とやらを信じていいのなら、月つき坂さかが利用できなくなった今、超人側の協力者の存在は有益ではあるはずだが。

　そう考えると、十六夜いざよい教諭はともかく、今は保健室で寝ているだろう、杉すぎ原はらの記憶をどうするかも悩みどころだ。金や自分にとっての利益で動くタイプだし、交渉次第では味方にも敵にもなりうる。

　そもそも、そうと気け取どられずに奈緒やリリィ、杉原をあっさり倒せる実力が凜音にあるとわかった以上、細かな策など巡らせずに正面から統合生徒会に喧けん嘩かを売る選択肢もあるが……例の兵器の全ぜん貌ぼうが見えない状況で、さすがにそれは先走りすぎか。

　凜音がこちらの秘密兵器になりうるとはいえ、それが敵側の兵器に匹ひつ敵てきするとは限らないからこそ、父もこうして慎重策を採とっているわけだし。

「君らは何か、統合生徒会が開発している『兵器』ってのに心当たりはないか？」

　本当にこちらに協力してくれそうかどうか、試す意味も込めての問いかけだったが、三人の超人たちの反応は鈍にぶい。

「さあ。そもそも統合生徒会とやらの全貌自体、よくわからないんですよ私たちには」

「そういうのがある、って聞かされてるだけ」

「アタシも電話越しに指示されてただけだしなぁ。他の実働部隊の連中とも、顔合わせくらいしかしたことないし。バイト代はよかったけど」

「資金源がうちの実家ですからね。ちなみにこの島の案件はおじいちゃまが実権握ってるので、詳しいことはなんにも。いちお、探りは入れてみますけど」

「蛇へびを出す結果になりかねないし、そこは無理してくれなくていいが」

　蘆屋家以上に、ロシールド家も本家や分家で一族の事業を分ぶん担たんしていて、ひとつの視点から把握できる情報には限りがあるのだろう。当主は老齢、姫琉の祖父に当たる人物がまだ現げん役えきらしいが、当主自ら実権を握っている、という背景が持つ意味は重い。

「おや。先輩、もしかして心配してくれてます？」

　にんまりと笑みを浮かべた姫琉が近づいてくるが、捷斗は目をそらす。

「ロシールドの当主なんて怪物を怒らせて、積極的に介入されると困るからな」

「……どうですかこの反応。あざといと思いません？」

　姫琉にだけは言われたくない評なのだが、話を振られた他の三人はうんうんうなずいている。さっきから孤こ立りつ無む援えんさがひどい。

「で。結論として、今後どうします？　兄さん」

　凜音に言われて、少し、考える。

　件くだんの兵器の存在は、一応、摑つかんだ。

　兵器も、統合生徒会も全貌は見えないが、当然、調査は続行すべきだろう。

　統合生徒会にこちらの素す性じようがバレているというリスクはあるが、凜音の存在が牽けん制せいになりそうだし、上手く立ち回れば問題の兵器を引っ張り出させるきっかけにもできそうではある。

　超人三人の記憶については、凜音の裁量次第か。

　あと考えるべきは、明日以降、どのようにこの学園諸島内に潜入していくかだ。

　先の連絡時に父からは、

『……お前が決めろ。踏ふんだ場数でいえば、まだ凜音より上だろう』

　そう言われている。

　たいがいの選択ミスは凜音の実力でカバーできる状況とはいえ、過去の任務経験で培つちかった捷斗の判断力を、父なりに評価し、信用してくれてのことらしい。

　生まれて初めて、父から受けた信用だ。

　神経質なほど慎重に条件を精査し、捷斗は結論を口にする。

「……現状維持。このまま学校に通う。より情報収集に比重を置いて、統合生徒会とやらを探ろう」

　言うと、じっと黙ってこちらを見ていた四人が、ほっと息を漏らした。

「なんだ……えらく悩んでるからどんな結論かと思った……」

「意外と普通」

「じゃあまた明日からも、よろしくお願いしますね？　先輩♡」

　それなりに慎重にならざるをえない理由もあったのだが、それを正直に口にするのは気恥ずかしく、捷斗は苦笑でその反応を受け取った。

「……わかりました。それが兄さんの選択なら」

　唯ゆい一いつ、嬉しそうに微笑ほほえんだ凜音にはさすがに、どんな理由で慎重だったか、見抜かれていたようではあるが。

　それから、四人はぞろぞろと、リリィの力で時間を止めて寮監の目を誤ご魔ま化かしつつ、女子寮へと戻っていった。

「ふぅ……」

　ようやく部屋に一人になって、捷斗は深く息を吐く。

　ベッドに大の字になり天井を見つめながら改めて、判断に誤りがないか精査する。

　勉学に時間を取られるというデメリットこそあるが、この諸島内には学生しか立ち入れない施設も多いし、学生身分を維持するメリットの方が大きい。

　下手に行方ゆくえをくらませれば、それをきっかけに統合生徒会が本腰を入れて動き出すリスクもあるし、泳がされているという自覚さえ持っていれば、所在を明らかにしておいた方がいいだろう。

　客観的に見ても、十分に合理的といえるだけの判断だ。

　しかし、やはりどこかで、合理性のみを追つい及きゆうした結論だと、胸を張るだけの自信は持てなかった。

「言えるわけがない」

　自分に都合のいい、居心地のよさを求めての結論にならないよう、慎重になっていたなどと。

　四人もの美少女に恋心を向けられている……なんて、五日前の自分に言えば正気を疑われそうな状況の、据すわりの悪さ、落ち着かなさこそあるが。

　端たん的てきに言ってこの、学校生活というやつは、捷斗にとって──楽しいものだ。

　それが続けられるという状況になって、正直、嬉しいのである。

　超人抹殺という、自分の任務の目指す先を思えば、不ふ謹きん慎しんにもほどがあるが。

　ベッドの上でまぶたを閉じて、浅い眠りに誘いざなわれつつ、捷斗は思う。

　……まあ、要するに。

　今まで縁遠かったとはいえ。

　たった五日で、ここまでこの、学校という空間、生活に愛着を持ってしまうとは。

　──蘆屋捷斗もたいがい、チョロい。

　それだけの話なのだろう。






あとがき






　はじめまして。あるいはご無ぶ沙さ汰たしております、黒くろ九くいなです。

　これを書いている現在、平成三十一年四月三十日。そうです、平成最終日です。

　明日からは新元号・令和になります。

　……だからどうしたのかと言えば特にどうもしないのですが、せっかくなので平成を振り返りつつあとがきをお送りしてみようかと思った次第です。

　本作は学園ものですし、平成時代内、自身の高校時代でも追想しましょう。




　──男子校でした。




　おわり。……と終わらせたくなるくらい振り返りたい要素がない。

　いえ登下校で毎日東京縦断してたこととか、赤点取ると補習なしで即留年カウントダウン始まることとか、補欠合格で背伸びして入ったせいか赤点の仕様が死活問題だったとか辛い思い出もあるのですが、それより何より一番後悔したのが男子校な点です。

　だって共学だと登校するだけで周囲に女子高生がいるんでしょう？　え、凄くない？

　いやもちろん、小中時代、高校生になれば自然とそうなると思ってた舐なめすぎ認識ランキング第一位「彼女持ち」になれなかった原因が、男子校だとは申しません。

　共学にいようがぼっちで陰いんキャで女子怖いと呟く置き物と化していた自分は想像に難かたくなく、そういう意味では男子校という「言い訳」ができるだけマシとさえ言えます。

　ただ、ただそれでも。

　女子の先輩後輩同級生の存在に、可能性だけでも、信じてみたかった──！

　さてある意味そんな高校時代の自分も対象読者に据すえた、一種の怨おん念ねん渦うず巻まく本作、自分の中では学園ラブコメです。学園ラブコメだったんです。学園もラブもコメディもあるんだから理論上間違っていないはず。

「全員、チョロイン。」という仮タイトルで書き出した企画書初稿からすでに究極魔術師が入り込んでいたので、初手でラブコメの認識を間違えている気がしないでもないですが、いやもう、ジャンルの解釈は読んでくださった方々にお任せしたいと思います。

　願わくは、解釈の過程が楽しいものでありますよう。

　最後に謝辞を。

　前作から引き続き導いてくださった担当の儀ぎ部ぶ様をはじめとする、編集部の皆様。

　拝見させていただく度たび、毎度興奮しすぎなファン根性丸出しの文章を一度書いて破は棄き、仲介役の担当様に引かれない程度に落ち着いたメールを書き直すという作業を要するほど美び麗れいで艶つややか、かつ煽せん情じよう的てきなイラストで本作を彩いろどってくださった、へいろー様。

　印刷や流通、販売等に携わってくださった出版社内外の皆々様。

　そして本作を手に取ってくださっているあなたへ──本当にありがとうございます。
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